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　その手は微かに震えていた。いままでこんなことは一度もなかったはず……なのに……。

「はぁ……はぁ……くそっ」

　刀を強く握りしめた手には、うっすらと血が滲んでいた。他者の血かそれともおのれの血かもわからず、孝こう明めいはじっとその場に立ち尽くしたままだった。

　峠を越えようとしていたある家族の抹殺を命じられたのは、つい数日前のことだった。その家族の父親は名の知れた武士であり、その存在が今後脅威となることを恐れた大名により、血族を根絶やしにしろと命ぜられた。夜間での実践はやはり、思うように行かず、苦戦を強いられていた。

　夜空に浮かぶ月が不気味に辺りを照らしだしている。少女の背中を抉り取った感触が、未だ手のひらに残り、孝明はごくりと生唾を呑み込んだ。

「はあ……」

　呼吸を整えることすらできない。一度は躊躇せずに殺そうとした孝明だったが、二人を殺したところで失敗に終わる。傷が浅かった残る一人の標的をすぐにでも殺すべきだったのだ。何故、その「目」を見てしまったのだろう。その「姿」を見てしまったのだろう……。悔やんでも悔やみきれない。

「……っ……」

　涙を浮かべる少女の姿に、孝明は目を奪われてしまったのだ。

　──この幼き少女を殺せというのか？　今まさに、この俺に背を斬られながらも、必死で無残にも惨殺された親の亡骸にしがみつく幼き少女を……。

　孝明は息を吞む。静寂な山道は不気味なほどに静かであった。

「人……殺し、人殺しっ」

　少女は背中の傷が痛むのだろうか、親の屍に顔を埋めながら何度もうわごとのように呟いていた。一歩前に足を踏み出したいのに、踏み出せない。

「孝明！　なにをしておるっ？　さっさととどめをさせっ」

　仲間の声にびくりと体が跳ね上がった。

「わかっております！　いますぐにとどめをっ……」

　刀を持ち直し、孝明は無我夢中で少女へと駆けだした。風のように一瞬で吹き抜ける。ずいっと少女に顔を近づけると、目と目が合った。布きれで顔の半分を隠している孝明の目だけを少女は鋭い視線で見据えていた。憎しみが痛いくらいに伝わってくる。憎悪がひしひしと肌に浸透していくようだ。

　ほんの刹那、躊躇した孝明。目を見開いたと同時に、少女の首許を刀の柄で素早く叩きつけ、気絶させた。同時におのれの左胸を斬りつけると、わざと血飛沫を舞い上がらせた。

　一瞬だ。ほんの一瞬の出来事だ。仲間の忍びたちも孝明の行った早業には気づいていない。

　少女はそのまま親の亡骸へと倒れ込んだ。それを見ていた他の忍びは冷めた瞳で呟く。

「孝明、行くぞ」

　忍びたちはその血飛沫が孝明のものだとは気づかず、少女のものだと判断したようだった。孝明はふたたび立ち尽くす。気絶した少女を見下ろしながら、おのれから噴き出る血を手で押さえつけ止血した。

「今回だけだ。それ以後は……俺も鬼にならなければいけない」

　感情を押し殺す──。それが忍びとして生きる宿命さだめ……。






一　出逢い









　あの日から十年という歳月が流れ、孝明は感情を押し殺す冷酷な忍びと成り代わっていた。任務遂行の為ならすべてを犠牲にしてでも、誰を殺すことも躊躇ためらわない。成長した孝明の瞬発力、精神力は代々裏稼業を生業としている忍び、長なが門と一族の中でも突出して優れていた。

　大名や領主に仕える忍びの一族は、西と東の二つに分断され、西の国を裏でまとめるのは長門一族であった。だが、その長門一族も時代と共に衰退していき、任務すら与えられない状況に陥っていた。そのため、数少ない任務の遂行はぜったいであった。任務は諜報活動が主だが、孝明は極限られた者にしかその役割を与えられないという暗殺部隊に所属していた。暗殺に失敗するということは、おのれが殺されるか、或いは相手に捕らえられることを意味する。万一逃げ延びても、一度でも失敗すれば一族に戻る道はない。

　──失敗するときは死するとき。

　孝明はそう誓い、あらゆる感情を押し殺して生きてきた。あの日の失敗を繰り返さないよう、あの娘の「目」を忘れなければ……と、必死だった。

　あの頃は幼かった。普通の世界ならばそんな一言で片づけられるかもしれないが、忍びの世界に年齢など関係はない。ましてや暗殺者が幼いほうが殺す相手も警戒心を失くし、首許を斬りつけるほどの距離まで近づけるのだから……。

　だが、そんな孝明に、まさかの出来事がおこったのだ。殺す相手の懐ふところに入ったそのとき、一瞬の隙を突かれ、小刀が腹に突き刺さった。もちろん、孝明は相手を絶命させたが、自身もまた相当な深手を負ってしまった。

「くそっ、しくじった」

　血が溢れる腹を押さえながら木々を飛び移っていた孝明だったが、目の前が眩み、地面へとまっさかさまに落ちてしまった。

「……っ……」

　呻き声を発し、歯を食いしばりながら痛みに耐える。木の幹に寄りかかるような格好で、孝明はそのまま気を失いかけた。

　視界がゆっくりとぼやけていく。頭の中が真っ白になり、力が失われていく。震えるおのれの手を見ると、真っ赤な血がこびりついていた。

　──これが俺の最期か？　なんともあっけない。本当はもっと、主の為に主の邪魔になる者を殺し、故郷が主の言っていたよりよい豊かな国となるのを見届けてから息絶えたかった。

　ふっと笑みを見せると、孝明はそのまま空を見上げた。果てしなく広がる空は幼き頃から孝明にとってとても眩く、秘かに憧れるものだった。だが、瞼の重みを感じ、視界は狭まってくる。

「く……そっ……」

　その言葉を最後に孝明は意識を手放した。







「……さま……」

　誰かに呼ばれた気がした。

「お……いさま」

「な……んだ……？」

　力が入らない。目を開けることさえできない。

「お侍様……」

　──夢……？

「違う……俺は……さむらいでは……な……い」

　夢なのか、現うつつなのか、定かではない。朦朧とする意識の中、ただ一つ、触れられた手が温かったのを覚えている──。





　　　◇　◇　◇






　甘い香りが漂っていた。孝明はその匂いにつられ、ゆっくりと目を開けた。見慣れない天井。見慣れない家屋。

「ここ……は？」

　起き上がろうとしたが、体に力が入らない。なんとか首を動かしてみると、胸から腹にかけて白い布が巻かれていた。

「気がつきましたでしょうかっ？」

　その声と姿に、孝明は完全に覚醒した。

　──女子おなご？　女子がどうして……？

　目の前には淡い桃色の着物を着た若い女が孝明の顔を覗き込んでいた。髪を後ろに一つに束ね、心配そうな面持ちで孝明に寄り添う。色気を微塵も感じられないどころか、まだ幼さの残る初めて見る女に、忍びの性さがだろうか、警戒心が沸き立つ。

「き……さまは……？　ここはどこ……だ？」

　声を絞り出してみる。が、その声は掠れ、自分でも聞きとれないほどだった。

「わたくしは……桜さくら雛ひな菊ぎくと申します。怪我をしていたあなた様を見つけ、村人数名と共にこちらへお運びしたしだいでございます」

「さくら……ひなぎく……？」

「ここは大おお崎さき村むらという小さな村でございます。大おお崎さき山やまの麓にございまして、ここはその村のはずれに位置しております」

　孝明は自由のきかない体をなんとか動かしながら、ゆっくりと周りを見回した。

「一人で暮らしておるのか？」

　孝明の言葉に雛菊は「ええ」と笑顔で返した。

　薄暗くこぢんまりとした家屋のようだが、家の中は清潔で生活感があった。奥には土間があり、囲い炉ろ裏りの背後には土ど座ざがあった。奥の間の座敷に敷かれた布団から、孝明は這うように起き上がった。

「お、お侍様っ？」

「俺は……侍ではない」

「ならば……やはりこの薬箱はあなた様のものでしょうか？」

「あ、ああ。俺のものだ」

　雛菊の視線の先には、木の箱が置かれていた。

　普段の孝明は薬売りの格好をしており、相手に薬売りとして近づき、隙を見て殺す。時には侍の格好もする。

　今回もまた、薬売りとして相手の懐に飛び込んだはいいが…。

　任務中に怪我をするなんて初めてだ、と孝明は下唇を噛みしめる。

「……行かなければ……」

　孝明は這いずりながら布団から出ようと試みた。

「い、いけませぬっ。その体で何処へ行くおつもりでございますかっ？」

　雛菊はなんとか孝明の体を押さえつけようと必死だった。その細い体で、体格のいい孝明の体を押さえつけられるはずがない。だが、あまりにも血を失いすぎていたせいで、孝明の体は悲鳴を上げていた。

　どさりと、布団の上へ体が倒れ込む。巻きつけられた真っ白な布には、うっすらと真っ赤な血が滲み始めていた。

「くそっ……」

　──こんなところでのんびりしていたら足がつく。

　どうしても立ち上がろうとする孝明の体を、雛菊はその細き体全体で押さえつけた。肌と肌が触れる。

「いけませぬっ！　傷口が……」

　雛菊の手さえも振り払えない。視界も霞み、体を起き上がらせることがこんなにも困難だとは思っていなかった。

「……っ……」

　雛菊の肩に鼻先が触れた。そのまま、震えるおのれの手ひらをただじっと、見つめることしかできない。

　──ありえぬ。俺の体はいったい……。もしや……？

　フッと孝明は口許を吊り上げた。

「毒……か」

　──それも、俺には効かぬ新手の毒を切っ先に塗っていやがった。

　孝明の呟きに、雛菊は小首を傾げる。

「あの、薬売り……さん？」

「孝明だ」

「孝明様……」

　倒れかかった体を起こしながら、孝明はじっと雛菊の目を見据えた。

「雛菊と言ったな。お前に頼みがある」

　ほんのりと桃色に染まった頬を一撫ですると、孝明は笑みを零し、口を開く。

「頼み……でございましょうか？」

　耳を傾けながら、雛菊は尋ねた。

「ああ。俺の腹の傷から……毒を吸い出してくれないか？」

「毒を……？」

　驚愕した雛菊は目を大きくさせた。

「毒消しを生憎あいにくきらしておってな。褒美は後でたっぷりとやる。望みがあれば……なんでも……願いを叶えてやる」

「願い……ですか？」

「ただ、多少の毒はお前のそのくちびるに付着する。だから、けっして俺の血を体内に入れてはいけない。すぐに口を濯ゆすげ」

　一瞬戸惑いを見せた雛菊だったが、冷静に孝明の話を聞いていた。だが、雛菊は孝明の体には触れようとはしない。それどころか、微かに体が震えているように見えた。

「どうした？　なにをしておる？　さっさと毒を抜かなければ、全身に回ってしまう……」

　雛菊はごくりと息を呑み込み、まるで初めて男の体を目の当たりにしたかのような戸惑いを見せていた。そんな雛菊の態度に焦れた孝明は、冷たい言葉を投げつけた。

「……頼む。さっさとはじめてくれないか？」

　孝明は白い布きれを剥ぎ取り、ぐいっと雛菊の体を引き寄せた。

「早く……してくれ。頼む……」

　──くそっ、目がかすんできやがった。普通の人間なら、一瞬で死ぬだろう。毒に耐性を持っている俺だからこそ……こうして意識を保つことができるが、そろそろ限界だ。

「たの……む」

　苦しむ声が消えゆくようだった。

「孝明様っ？」

　孝明は雛菊の体に倒れ込んだ。

　意識を失いかけている。そう思った雛菊は覚悟を決め、孝明の体に顔を近づけた。傷口にくちびるを押し当てると、毒を吸い上げる。そして、血と毒を桶に吐き出して、ふたたび吸い上げる。

「……っ……く」

　呻き声を発したのは孝明だった。傷口を手で押さえつけられ、くちびるが近づくたびにくちゅりと水音が聞こえる。血が溢れている其処に触れられるだけで、気絶しそうなほどの痛みが孝明を襲っていた。

「もう少しです。もう少しでございます！　我慢なさってくださいませ！」

　必死に孝明をなだめる雛菊の甘い香りが、鼻孔をくすぐった。初めて嗅いだような甘い香りに、思わず彼女の体を強く抱きしめた。

　雛菊の目が見開く。だが、すぐさま孝明の腹の傷口へとくちびるを近づけた。

「我慢……なさってください！　孝明様っ……」

　意識が遠のきそうだった。だんだんと薄れゆく意識の中で、雛菊の声だけが響いている──。

　ただ鼓膜に彼女の声が貼りついて、夢の中でもその声は離れなかった。





　　　◇　◇　◇






　二度目に意識を失くしたとき、ああ、もう俺は死ぬのだろうか……と、そう感じた。

　死に直面するときは、多分一人きりだろうと思っていたが、人の温もりを肌で感じるとは思ってもみなかった。

「孝明様、もうお目覚めですか？　一晩しか寝ていないではないですかっ」

　ゆっくりと目を開ける。一晩経つと、孝明の体は上半身を起き上がらせるほどまでに回復していた。

「起き上がっても大丈夫……なのでしょうか？」

「ああ。一晩寝ればどんな怪我でも治る。それよりも……世話をかけた。よく毒を吸い取ってくれた。体のほうは大丈夫か？　痺れがある……とか。どうだ？」

　そう言って、雛菊のほんのりと淡い桃色のくちびるを孝明は指でなぞる。

「こ、孝明様？」

　突然触れられた所為で、雛菊は頬を赤く染めた。そんな雛菊の変化に孝明は気づきもせず、淡々と話を続ける始末。

「礼をすると言った。なにがよいか、考えてくれたか？」

「そんな……御礼なんて……」

　手をぶんぶんと目の前で振る雛菊に対し、孝明は再度尋ねた。

「なんでもよいぞ？　金でも仇討ちでも……」

　その言葉に雛菊はぴくりと反応し、少し考えた後、ゆっくりと口を開く。

「孝明様ご自身……でもよろしいのでしょうか？」

「俺……だと？」

「ええ。孝明様自身でございます」

　突然の雛菊の言葉に、孝明は吃驚した。じっと真っ直ぐに見つめるその黒き瞳は、一片の曇りもなく、輝いていた。

　──俺の目とは違う。純粋で濁りのない目だ。

　思わず雛菊の視線から視線を逸らしてしまった。

「孝明様？」

　強くおのれの体を抱きしめる孝明。純真無垢な雛菊に見つめられるだけで、おのれが汚れていると言われているような錯覚に陥りそうだった。それを振り払うかのように髪の毛をぐしゃりと掴む。

　──こんな小娘ごときになにを俺は……なにを恐れているのだ？

　そう考えながら、心を落ち着かせる。次に目を開けたときは、忍の目をしていた。不気味な笑みを浮かべ、雛菊に視線を合わす。

「俺自身とはどういう意味だ？」

　先程の態度とは裏腹に、その視線は冷酷さが滲み出ていた。

「孝明様自身とは……あの、お体の傷もまだ癒えないかと思いますので……きゃあっ」

　孝明は雛菊が言い終わらないうちに、その細い腰を引き寄せた。

「こ、孝明様っ？」

「出て行かれては困る……と？」

　雛菊の鼓動は高鳴り、孝明の鼓膜にまで届くようだった。

「さ……さようでございます」

　初めて男の胸に埋もれ、そのあまりの逞しさに雛菊は驚き声が出なくなっていた。

　孝明の腹辺りには、じわりと血が滲み、真っ白な布きれがうっすらと朱に染まっている。

　それに気づいた雛菊は、戸惑いもせず孝明の肌に触れた。

「おい、なにをするっ……？」

「血が滲んでおります故、綺麗なものに取り換えようと思いまして」

「なんだ。俺はてっきり襲われるのかと……」

　にやりと余裕のある笑みを見せる孝明を余所に、雛菊は手際よく新しい布を孝明の胸と腹に巻きつけていく。

「まだまだ静養が必要でございます。大人しく寝ていてくださいませ」

「……いや、そうもいかぬ」

　孝明はグッと拳を握りしめる。まだ、少し震えがあり、力が入らない。

　──これでは……無理か。だが、すぐにでも任務に戻らなくてはならない。

「とにかく、孝明様はゆっくりと養生してください！」

　体を軽く押し戻され、布団に寝かしつけられた。孝明は観察するように雛菊の姿を足の爪先から舐めるように見上げた。

　──彼女の純真無垢な心につけこむことは簡単だ。使える……か。いざとなればうまく利用して捨てればいい。正体を見抜かれてしまえば、殺すことも考えねばならないが……それは致し方ない。

　孝明は震えながらも手を伸ばす。だが、すぐさまその手は空くうを掴んだ。

　──いまはまだ……生かしておいてやる。

　そのまま、静かに目を瞑った。深い眠りにつく。そんな安心しきった孝明の寝顔を、雛菊は優しく微笑みながら見つめていた。





　　　◇　◇　◇






「雛菊、雛菊はおるかっ？」

　ばたばたと駆け足でやってきたのは、この家を所有する庄屋の息子、林りん太た郎ろうだ。村の中心部に住んでいるが、ときおり、こうして村のはずれまでやってきて雛菊の様子を見にくる。

　幼き頃から幼なじみとして育った所為もあるのか、林太郎の雛菊に対しての執着は過剰とも言えるほどであり、おのれの嫁だと言わんばかりの世話の焼きようだった。

「雛菊！」

　ばんっと引き戸を勢いよく開いた林太郎は、ずかずかと土間に入ってくると雛菊の肩を強く掴んだ。

「り、林太郎様っ？　ど……どうかなされたのですか？」

　林太郎のあまりの険しい表情と勢いに驚いた雛菊は、目を丸くさせながら尋ねた。この辺りの田畑を所有する庄屋の嫡子でもある林太郎は、幼き頃から雛菊に淡い恋心を抱いていた。この家も、もともとは雛菊の父親が林太郎の父親から借りていたのだ。雛菊はわけあって一人になってしまったが、ここに住み続けたいと願ったため、林太郎が両親に頼み込んで、今はただ同然で貸している。

「雛菊！　お、男がいるというのはまことかっ？」

「そ、それをどこでお聞きになられたのでしょうか？」

「先日、お前と共に男を運んだという村人から聞いたのだ。雛菊が男を匿かくまっていると！」

「匿っているとは……少し違うと思いますが……」

　雛菊の言葉に、林太郎はさらに体をずいっと前に近づかせる。

「り、林太郎様っ」

　雛菊が後ろへ転びそうになった瞬間、そっと背中を支えてくれたのは孝明だった。

「雛菊殿が男を匿っているという噂が広まっているというのはまことなのか？」

　突然、部屋の奥から壁を伝うようにして姿を現した孝明はそう尋ねた。

「なっ、き、貴様はいったい……？」

　驚きながら声を上げる林太郎に、孝明は柱に背中を預けながら口を開いた。

「薬売りの孝明と申す。このような姿勢で申し訳ない」

「薬売り……だと？」

　聞いたことがない、顔も見たことがない。この男はいったい誰なんだと林太郎はそう思いながら、孝明の姿を穴があくほどじっと凝視し、眉間に皺を寄せた。

「何者だっ？」

　孝明は俯きながら口を開いた。

「私はただのしがない薬売りでございます。雛菊殿は怪我を負った私を手厚く介抱してくださった……それだけでございます。なので、男を匿っているなどという誤解を解いていただけないでしょうか？　今すぐに」

　孝明の鋭い眼光が林太郎を怯ませる。

「孝明様、まだお体が万全ではないのですから、すぐに横になってくださいませ」

　そっと孝明の体を支える雛菊の姿を見て、林太郎はくちびるを噛みしめながら悔しそうにしている。

「怪我をしているというならば俺のところに来い！　雛菊と二人きりにさせるものか！」

　ぐいっと孝明の腕を引っ張ろうとした林太郎の手を、雛菊は軽く叩いて払いのけた。

「林太郎様！　孝明様のお怪我はすぐに治るものではありません。村の中心部まで歩くことも儘ならないほどの深い傷を負っているのです！」

　手を払いのけられた衝撃はとてつもなく大きかった。今まで口答えなどしたことがなかった雛菊の毅然とした態度に、林太郎は一瞬にして委縮してしまった。

「私は薬を売り、旅をしている身。怪我が癒えれば自分から出て行きます。本当はすぐにでも出て行きたい……そう思っているのでご安心を」

　そんな林太郎へ、孝明は頭を下げた。

「け、怪我が治ればすぐに出て行くのだぞっ？　雛菊、畑の手伝いが残っておる！　今すぐに畑まで来い！」

「あ……」

　雛菊は一度孝明を見た。縋るような心配そうな目でじっと見ている。自分がいないうちに孝明が出て行くのではないか？　そう心配しているのだろう。

「雛菊！　早く！」

　林太郎に腕を引っ張られる雛菊の姿を見ながら、孝明は冷たい視線でその様を眺めていた。

　──阿呆か。

　孝明は真っ直ぐに背筋を伸ばし、よろけながらも布団の敷いてある場所まで戻る。

　──どれだけ眠っていた？　阿呆なのは俺だ。

　ぐっと握りしめる手の力は、以前の半分にも満たない。

「ちっ」

　軽く舌打ちをし、布団に仰向けに寝転がった。両手の拳を高だかと掲げる。

　──思っていたよりも強力な毒だった。あと一日は養生せねばならぬが……。

　孝明は考えながら、外の景色を眺めた。

　──なるべく早くここを去らなければいけない。だが……。

　懸命に毒を吸い取ってくれた雛菊の姿が、孝明の脳裏を過ぎった。







　夕暮れの村を駆け抜け、家に戻ってきた雛菊は呼吸を乱しながら戸口を開いた。この家は村のはずれに位置しており、畑のある場所から林を通らなければ辿りつけず、女の身にはかなりの距離がある。

「お、遅くなりました！」

　申し訳ないと言いながら、戻ってきた雛菊は大きな荷物を抱えたまま囲炉裏の前にいた孝明へと笑顔を向ける。

「たくさん野菜をいただいたのです。今すぐに夕ゆう餉げの支度をいたしますね」

　慌てながらかまどのほうへ向かう雛菊の背中に、孝明が声をかけた。

「いや、夕餉はよい。すぐにでもここを発つ」

　孝明の言葉を聞いた雛菊は野菜のたくさん入った籠を土間に落とし、振り返る。

「え？　い、今……なんとおっしゃいましたか？」

「お前には世話になった。だから、お前が帰るまで待っていたのだ」

　拳を床につけ、頭を下げながらそう告げる。

「礼はまた……後日改めて伺う」

「孝明様、まだ、出歩いてはなりませぬ！」

　雛菊は声を上げ土間から上がると、孝明の前に立ちはだかった。

「まだ、三日目でございます！　毒が完全に抜け切っていないうちに出歩いては、治るものも治りません。なので、もう少し養生を……」

「養生ならもう、じゅうぶんだ。体ならほぼ回復している。それにこれしきの毒にやられるほど、俺も軟やわじゃない」

「ですがっ……」

　孝明は薬売りの木箱を持って立ち上がる。

「俺にはやらなければいけないことがある。そこをどけ、雛菊」

　強く見詰められ、一瞬怯んだ雛菊だったが孝明に向かってゆっくりと両手を伸ばした。

「孝明様、お願いいたします！　あと二日、いえ、一日だけでも……」

　強い視線が、孝明をも怯ませた。

「なにをそこまで必死になる？　俺がどこでのたれ死のうがお前には関係のないことだ」

　棘のある言葉を放つ。そんな孝明の言葉に、雛菊は目を伏せ、胸もとで手を小さく握りしめた。

「関係……なくはありません。一度でも出会ったということは、それだけで縁があったということでございましょう？」

「縁……」

　孝明は呟き、昔を思い返した。そして、ふっとくちびるの端を吊り上げて冷たい笑みを浮かべる。

　──俺に殺された者たちも俺との【縁】だったということか？　殺される運命だったと？

　フッと笑みを見せる孝明に、雛菊は首を傾げた。

「縁だけでお前はこうして看病するのか？　何者かもわからぬ男を……」

「孝明様はご自身のことを薬売りだとおっしゃったではございませんか！　わたくしは孝明様のそのお言葉を信じております！」

　孝明は一瞬、怯んでしまった。突き刺さるような雛菊の視線に、微塵も動けずにいた。

　──こいつは怪我のわけも聞かず、こんな俺のことを信じるというのか？

　瞳の奥に灯った強い炎に気づいてしまった孝明は、見てはいけないものを見た気がした。その炎を掻き消すように孝明は雛菊の体を押し倒し、板の間の上に組み敷く。

「きゃっ……孝明様っ？」

「男を家の中に上げぬよう親に教えられなかったのか？　ほらみろ、容易く逃れられないだろう？」

　手首を掴む孝明は、自分の身になにが起こったか理解しないまま驚いた表情を浮かべる雛菊に冷たい言葉を言い放った。孝明の手から逃れようと必死に力を入れる雛菊に、余裕のある表情を見せる。

「男はただの獣だ。殺される以上に惨い辱めを受けるかもしれぬぞ？」

　つつつ……と、孝明は雛菊の首筋に指先を這わせた。

　──この細い首筋を絞めることは容易い。両手で強く絞めつければ、いとも簡単に首をへし折ることができる。片手でも簡単だろう。

　ぐっと喉許に当てた手に力を入れた。真っ白な柔肌が孝明の目に焼きついた。細長い白い指先がふわりと孝明の指先に触れる。

「こ……うめい……さま」

　息ができない雛菊は、震える指先でなにかを訴えるよう必死に孝明の腕を強く掴んだ。

　我に返った孝明は指先の力を弱め、雛菊の首から慌てて手を離した。

　ごほごほと咽かえる雛菊の姿を見開いた目で見据え、呆然とする。

　──これ以上、この場に留まるのは危険だ。俺が俺でなくなる……。こいつに……呑まれてしまう。

　孝明は雛菊に背を向け、土間に下りようとした。

「孝明様！」

　その声に、体が跳ね上がった。

「出て行って……しまわれるのですか？」

　か細い声が孝明の鼓膜に響く。無む下げにできない、心地の良い声だ。おのれの意思とは裏腹に、思わず言葉が漏れる。

「どうしても俺を引き止めたいのならば、その体で引き止めろ」

「あ、あの、おっしゃっている意味がよくわからなくて……」

「俺の気が変わるよう、お前の〝女〟を使えと言っているのだ」

　孝明の言っていることをようやく理解した雛菊は顔を赤らめ、拳を握りしめたまま俯いている。

「できないのなら出て行くまでだ…」

　そう言って踏み足に石を乗せた孝明だったが…。

「……そうしたら出ていかないのですね」

　予想外の言葉に孝明が振り返ると、雛菊は戸惑い、恥じらい、頬を真っ赤に染めながらも、帯を解き、着物と襦袢を肩からするりと下ろした。

　腰巻きひとつになった雛菊は、震える体を自らの手で抱きしめながら、くちびるをかみしめている。

「そうやって男をたぶらかしているのか？」

　酷い言葉だ。

「た、たぶらかしてなどございません！　わたくしは……こういうことは初めてで……」

「そう申しておったな。冗談だと思っていたが……まあ、いいだろう。お前のその心意気は……評価に値する」

　言いながら、孝明は雛菊に近づくとその体にそっと触れ、柔肌を撫でた。滑らかで肌き理め細やかなその肌は、息を呑むほどに美しかった。

「雛菊」

　名を呼んだと同時に、孝明は彼女の腰を抱き寄せた。熱を帯びた手で胸や腹を撫でると、雛菊の甘い声が鼓膜に響いた。

「こ、孝明様」

「自分から誘っておいて、その恥じらいはなんだ？　もっと俺を楽しませてくれるかと思いきや……」

「も、申し訳ございません！　どうしていいかわからず……」

「嘘を吐くな。そうでなければ俺を誘うなどということはしないはずだ」

　胸のいただきに触れると、雛菊の体が跳ね上がった。

「まあ、いい。今にわかる」

　ゆっくりと彼女の体を押し倒す。そのまま、ぴんと勃ちあがる突起を口内に含んだ。

「はうっ……ん！」

　果実のような桃色の突起を舌で転がしながら、片方の突起を指先で弾く。それだけで、びくびくと雛菊の体が震えあがった。

「ああっ……やあっ……」

　初めて快感を与えられたような声が溢れる。それに気づきながらも、孝明は無言のまま、舌先で雛菊の全身を愛撫した。生き物のように蠢く舌先や指、手のひらで丁寧に柔肌に触れていく。形のいい乳房に貪りつきながら、ゆっくりと下肢に手を伸ばした。茂みを掻き分けると、到達した其処は蜜でいっぱいに溢れていた。

　すっと指先を這わすだけでくちゅりと水音が奏でられる。

「溢れているな。洪水のようだ」

　耳許でそうささやき、耳たぶを軽く甘噛みする。

「はあっ……う」

　びくんと体を揺らして、雛菊はぎゅっと目を瞑り、手と手を合わせて握りしめたままだ。そんな雛菊の瞼にそっと孝明はくちびるを落とした。

「こ……うめい様？」

　驚いた雛菊は途切れ途切れに名前をつぶやく。ようやく目を開き、孝明の姿をじっと見つめた。

「本当に初めてかどうか……見極めてやろう」

　口の端を吊り上げながら、孝明は指先を蜜壷の中につぷりと入れた。

「ひあっ……」

　ゆっくりと指の抜き挿しを繰り返すと、雛菊は驚き声を上げながら、背中を仰け反らせた。

「やっ……ああ」

　身を震わせるながら、手を強く握りしめる。

「怖いか？」

　ぴりっとした痛みと今までに体験したことない内側からくる圧迫感が雛菊を怖がらせていた。ぐっぐっと孝明の指は内壁を擦りあげ、中に入っていく。たしかに狭い……と、孝明は思っていた。

　──本当に初めてなのか？　こんなにも美しい女が、男に穢されることもなく今の今まで生きてこられるものだろうか？　それに……。

　孝明は視線を落とし、雛菊の全身をくまなく眺めた。いつのまにか、辺りは暗闇となり、月が雲間から現れていた。微かに光る月明かりに照らし出された裸体はとても美しく綺麗だった。

　──この美しさ。そして儚さ。完璧だ。

　孝明はくくっと笑みを浮かべる。

　──壊してやりたくなる……。

　指が一気に雛菊の中を貫いた。

「ああっ……」

　思いもよらぬ痛みに、雛菊は声も出せずに孝明の背中に強くしがみついた。

「いやっ……やだっ、孝明様っ……抜いてくださいっ……」

「今からお前のいいところを探してやる。少し我慢しろ、雛菊」

　言いながら、孝明は雛菊の中を荒々しく掻き混ぜた。かぶりを振り、涙を流しながらも雛菊はぐっと痛みに耐えている。

「あっ……ああ」

　ただただ怖かった。男の力のすごさを見せつけられた雛菊は、歯を食いしばり必死に耐えた。

「抵抗しないのは何なに故ゆえか？　雛菊」

　孝明の言葉が響く。

「今まで男を知らずに育ったというのに、何故俺にその身を捧げようと思ったのだ？」

「わたくしにもよく……わかりません。ですが、林の中であなた様を見つけたとき……何故だか無償に胸が苦しくなりまして……」

　雛菊の指先が震えている。それに気づいた孝明は彼女の手をそっと握りしめた。

「胸が苦しくなって、どうした？」

「は、離れたくないと考えて……離れてしまえば、もう二度と会えないと思って……」

「この体で俺を引き止めたというわけか」

　子宮の入り口を引っ掻くように、孝明は何度もその場所に触れる。

「ひゃあっ……」

　おかしくなるほど其処を責められ、雛菊は体を捩じらせた。

「あ、あ、あっ、孝明様っ……」

「まだ痛むか？」

　その問いかけに軽く頷くのを見て、孝明は一瞬戸惑ったがすぐさま指を引き抜き、雛菊の足を大きく開かせた。

「こ、孝明様っ？」

　真っ赤な顔をして恥じらう雛菊の姿は、感情を押し殺すのが常である忍びの孝明の心さえも動かす。

「俺もまだまだ、修行が足りんな」

「孝明様？　なにをおっしゃって……ああっ」

　聞き取れないほど小さく呟いた孝明は、すぐさま雛菊の陰部に顔を埋めた。指先で花弁を開き、中に埋もれる小さな蕾を外気に触れさせると、ちゅうっと其処にくちづけた。

「ひっ……」

　びくりと体が跳ね上がる。一瞬で体全体に電気が走ったように感じた。

「な、なにをするのですかっ？」

　雛菊は驚き声の声をあげる。

「ん？　なにをするって……此処をこうして……」

　孝明は舌先を出し、蕾を上下に揺らし、突いた。

「あああっ……」

　舐められた部分が熱くなる。ぞくぞくぞくっと体の奥底からなにか得体の知れないものがこみ上げてくる感覚──。

「んっ……はぁ……」

　ぷっくりと膨れ上がった蕾を口内に含み、時折じゅうっと強く吸われる。そのたびに雛菊は嬌声を上げ、身を捩らせた。

「ああっ……孝明さ……まぁ……」

　孝明は蕾を吸い上げながら、さきほど抜いた指をふたたび挿入した。其処は蜜が大量に溢れ、今度はすんなりと奥底まで孝明の指を咥えこむ。指を出し入れさせながら、孝明のくちびるは溢れた蜜を吸い上げる。

「あ、ああっ、おかしく……なってしまいます……っ」

　叫ぶ雛菊を余所に、孝明は指の出し入れをさきほどよりも激しくさせた。水音が溢れ、くちゅくちゅと掻き混ぜられる音が聞こえる。

「そうだ、雛菊。おかしくなってしまえばよい」

　蕾をくちびるに挟みながら、孝明は上目遣いで雛菊を見た。股の間から覗く彼女の視線とおのれの視線がぶつかった。

　熱い、じっとりとした強く鋭い視線に体が打ち震えてしまいそうなほど、雛菊は快感に溺れていく。

「……っ……や」

「雛菊……」

　名を呼ばれ、強く蕾を吸われた瞬間、頭の中が痺れた。一瞬で、堕ちていく──。

「はああっ……ぁ……ああん」

　びくびくっと体を小刻みに震わせ、雛菊は果てを見た。

　初めての感覚は驚きの連続で、頭の中は真っ白になっていた。

　四肢が震え、体はひくひくと未だ小刻みに動いている。孝明は指を引き抜くこともせず、そればかりかさらに一本指を加えた。

「ひっ……」

　きつくなるのがわかる。強く孝明の指を締めつける彼女の狭まった蜜壷の中はとても温かい。

「こ……めいさ……ま」

　声が不安な色を醸し出す。雛菊は息を零しながらも、孝明の腕に手を伸ばした。

「どうした？　痛いか？」

　首を横に振り、大丈夫だと言わんばかりの仕草は、やはり我慢をしているようにも窺える。

「言ってみろ。どこがどう……痛いか」

「そ……そのようなことっ……」

「言えないのか？」

　月明かりに照らし出された彼を、雛菊は虚ろな瞳でじっと見つめる。

「あ……つくて……入り口が……ひりひりと痛みます」

「奥はどうだ？」

「痛みはありません。ですが……なんだか疼いて……」

「……此処か？」

　孝明の指先が奥を突く。

「……っ……」

　声にならない声が漏れる。

　雛菊がふたたび孝明の腕に爪を立てた。血が滲むくらい強く、強く。

　──拷問しているようだな。

　痛みに耐える姿を目にした途端、孝明がずっと胸の内に秘めてきた苦い想いがこみ上げてくる。

　今までどれだけの人を苦しめてきたのか……わからない。忍として生きていく為には、情けは無用だ。感情なんていらない。

　──今とて、おのれの欲望を満たすことしか考えておらぬ。そうだ、俺は何故、この女を抱く【用意】をしているのだ？　初めてだと聞いたからか？　泣き叫ぶ女を殺すこともあった。こうして、無理矢理襲い、酷くすることも……。

　孝明はおもむろに指を抜き、雛菊の腰を引き寄せた。

「孝明様っ？」

　雛菊の戸惑いも関係なく、するりとおのれの着物を脱ぐと、一気に奥底へと自身のいきり勃った屹立を突き刺した。

「ひっ……あああ」

　突然の痛みに、雛菊は声を上げ戦慄く。それでも孝明はおかまいなしに雛菊の中を掻き乱した。

「雛菊、痛いか？　苦しいか？　俺を恨め。罵って、憎しみを抱け。さすれば俺もここから……」

　──出て行くことができる。

　孝明の言葉を遮るように、雛菊が口を開いた。

「……約束……を破るおつもり……ですか？」

　涙目になりながら雛菊が紡いだ言葉に、孝明の目が大きく見開かれる。

「この体で俺を止めろとおっしゃったのは、孝明様ではございませぬか。出て行くおつもりならわたくしは許しませぬ！」

　雛菊は孝明の首に腕を絡め、力強く抱きしめた。

「なにがなんでも、止めてみせますっ」

　ぎゅうっと抱きしめられた孝明の鼻腔を柔らかな香りがくすぐった。思わず笑いが込み上げてきそうだった。

「お前、本当に面白い奴だな」

　──この十数年、感情を表に出したことはない。初めてだ。このような気持ちになるのは……。

　孝明は口角を持ち上げて、雛菊の陰部に手を伸ばす。

「え？　……やっ……なにをするのですっ？」

　親指でぐりぐりと淫芽を押し潰した。くちゅくちゅと水音が漏れる。少しずつ、雛菊の体が開いていく気がした。

「やああっ……」

　自分の声とは思えないほどの甘い嬌声が漏れ出し、雛菊は慌てて口許を押さえた。

「よし、お前の望み通り、あと少し……此処にいてやろう」

　言いながら、孝明はゆっくりと腰を揺らした。先程とは違い、激しい律動はない。だが、じっくりと雛菊の中を溶かすように、奥へ奥へと攻めると、それがまた雛菊の体を解し、感度を高めていく。

「あ、あ、あ、だめっ、そんなにゆっくりだなんて……」

「さきほどは激しくしてしまったからな。痛みのないようゆっくりと腰を動かしているのだが……激しいほうが好みなのか？」

「ち、違いますっ」

「だったらなんだ？　雛菊、お前はどちらが感じるのだ？」

「そ、そのようなことは……初めてなものでわかりかねます」

　雛菊の言葉に孝明は一瞬静止した。

　──そうだった。この女、男が初めてと言っていたな。

　孝明は結合部にそっと指を這わせてみる。指の腹にうっすらと血が付着していた。

「まことだったか」

　愛おしそうに雛菊の体を抱き起こした。

「わかった。なら今宵だけだ。今宵だけ……お前を俺の女だと思って抱く」

「こ……めい様」

　孝明はおのれのあぐらの上に雛菊を乗せ、下から腰を突き上げた。

「はあうっ……ん」

　思わず孝明の肩に顔を埋める雛菊。親指で淫芽を弄られながら、孝明が腰を動かすたびにぐちゅぐちゅと音が溢れる。苦しみと快感が入り混じる下肢の疼きに翻弄されながら、雛菊はくちびるを噛みしめた。初めての営み、男との交わりがこれほど痛いものとは知りもしなかった。

　こんなにも熱くなるものなのか、と雛菊は思った。触れられた場所、くちびるを落とされた場所、そして、繋がっている場所──。

　すべてが初めての熱さで、頭に痺れを感じる。雛菊の体がぶるっと震えた。

「どうした？　まだ痛むか？」

　頬にくちびるが落ちてくる。雛菊は首を横に振ると、しっとりとした目で孝明を見つめた。

「だいじょう……ぶでございます。痛みは疾うに……消えうせました」

　涙目になりながらも、にっこりとほほ笑むその姿に孝明の胸が何故だか締め付けられた。

「なら……そろそろ動くぞ」

「え？　あ……あのっ、待ってくださいませっ」

「待てないっ」

　ぐっと雛菊の体を引きおろし、それと同時におのれの腰を突き上げた。ぱんぱんっと結合部周辺のぶつかる音が鼓膜に触れる。

「あああっ……ひっ……」

　ずんっと突き上げられ、雛菊は天井を仰いだ。露わになった柔らかな首筋に、孝明はかぶりつく。

「んっ……やあっ……」

　そのまま孝明は舌を這わせ、時折、肌に吸い付きながら辿り着いた胸のいただきにしゃぶりついた。するりと背中のほうへと手を回そうとしたそのとき、雛菊の手が孝明の手に重なった。

「……背中には……触れないでくださいませ」

「……どうしてだ？」

　雛菊は口を噤み、顔を俯かせた。

　──なにか言えないようなことがあるのか？

　そう思ったが、おのれ自身も他人に言えない秘密が多々ある孝明は、それを口に出すことができない。

「まあ、よい。それよりも……」

「ひゃあっ！」

　びくんっと雛菊の体が跳ね上がった。脳天を突き刺すような快感が雛菊を襲う。淫芽をむしり取られるように、親指とひとさし指で強く摘まれた。同時に腰を動かされ、雛菊の感度は絶頂へと誘いざなわれた。

「あっ……あああ」

　小刻みに震え出した雛菊は孝明の体に強くしがみつく。頭の中は真っ白になり、ふたりの吐息だけがその場に響いている。

　果てた余韻で体が無意識に揺らいでいる雛菊の黒髪を掬い、孝明はくちびるを押し当てた。雛菊はただ、孝明の肌に爪を立て、しがみつくことしかできないでいた。

　──生きているのか？　もしや死んだのではあるまいな？

　髪から頬に手を移したとき、孝明の視線と彼女の視線がぶつかった。

「……っ……」

　雛菊の虚ろな瞳はとても妖艶で、孝明の心を一瞬にして鷲掴みにしたのだ。

「雛菊……お前、そのような目もできるのか。初めて見たときは色気のない女だと思っていたが……」

　孝明はぐんっと腰を突き上げた。深い一突きが、雛菊の奥へと容赦なく突き刺さる。

「……ひあっ……」

　中はひくひくと脈打ち、孝明の雄を強く絞めつけていた。

「雛菊っ……出すっ……ぞ、お前の中にっ……」

「あっ……はあっ……んッ」

　柔らかな腰回りを掴み、孝明はおのれを穿つと、欲望を放った──。






二　過去の記憶









　あの日は雨が降っていた。嵐のように風が強く、木々がざわめき、なにか悪い出来事が起きそうな予兆が多々あり、幼い雛菊は不安を隠せずに呟いた。

「母様、この道をゆくのでございますか？」

　無言のまま、母も父も雛菊の手を引いて山道を登っていく。まるで、なにかに追われるかの如く……。

　突然、木々の間から鳥たちが一斉に羽ばたいた。驚いて振り返った瞬間、時が止まったような気がした。

「母……様？」

　繋いでいた手はゆっくりと解けていき、地面へと倒れ込んだ。母も父も一瞬にして血飛沫をあげ、その場に倒れ込んだのだ。

「きゃああああっ」

　悲鳴を上げた瞬間に、背中に激痛が走った。じりじりと焼けるような鈍い痛みが雛菊を襲い、記憶が弾け飛ぶほどの衝撃を体に感じた。雨に濡れ、冷えた体はじわじわと生温かい血に覆われていく。

　──なに？　なに？　いったいなにが起こったのっ？

　月明かりにうっすらと浮かぶ人影。真っ黒な衣服に身を包みこんだその人物は、闇と同化するように顔の大半を布で覆っていた。唯一露わになっていたのは、目だけ──。

　──少……年？　わたくしより少し大きい……少年？

　大人ではない。雛菊はそう直感し、強く睨みつけた後、呟いた。

「人殺し」と──。







　あれから一晩が過ぎた。初めて交わった板の間から布団へと移動し、さらに互いの体を貪り合った後、二人はそのまま眠ってしまい、雛菊は小鳥のさえずりで目を覚ました。

　ゆっくりと上半身を起き上がらせたその瞳からは、一筋の光が零れていた。

「ゆ……め？」

　いや、昔の記憶だ……と、雛菊はぎゅっと目を瞑り、胸の前で握りしめた手を震わせた。背中の傷がうっすらと痛む。実際に痛みはないが、そう感じる。

「母様……父様……」

　ささやいた言葉は、孝明の耳にも届かぬほど小さいものだった。

「痛むのか？」

　その声に我に返った雛菊は思わず振り返った。

「孝明……様」

　雛菊は昨夜の出来事を思い返す。いつ記憶を失ったのか、わからない。乱れた着物は綺麗に整えられていた。

「大丈夫か？」

　言葉をかけられ、思わず赤面をする。今までなんとも思わなかった孝明のその裸体を見ると、どくんと心臓が鳴り、体が反応してしまう。

「な、なんのことでございましょう？」

　雛菊は慌てて立ち上がろうとしたが、上半身を起き上がらせた孝明に手首を掴まれてそれを阻まれた。

「ひゃあっ」

　そのまま、孝明の胡坐あぐらの上に尻もちをつく格好になってしまう。

「こ、孝明様、離してくださいませ！　今から朝餉の支度をしなければ林の中を抜けて畑へと行く時間がなくなってしまいます。野菜の収穫を頼まれていて……」

　とにかく水を汲みに行かないと……そう考えた雛菊は土間に下り草履を履くと、駆け足で引き戸の方へと向かった。

「野菜の収穫ともなると腰に負担がかかるだろう？　昨日の今日だ。俺も手伝ってやろうか？」

　家の外に出ようとして引き戸の前に立つ雛菊に、孝明は柱にもたれながら尋ねる。

「い、いけませぬ！　孝明様のお体はしっかりと養生をしなければなりませぬ故、ゆるりと……」

「もう体の調子は戻った。言っただろう？　体の回復は早いと。お前を抱いたことで毒が抜けていったか……」

　孝明の言葉で昨夜の情事をさらに思い返した雛菊は顔を真っ赤にさせ俯いた。

「は、早く着物を着てくださいませ」

「顔を真っ赤にさせることもなかろう。さきほどまで散々しがみついていたくせに……」

「それはっ……孝明様があんなことを……」

　言いながら、孝明は床に落ちていた着物を拾って羽織った。軽く帯を結ぶと裸足のまま土間に下り、固まったままの雛菊に歩み寄ってその背後に立つ。

「あんなことって、どんなことだ？」

　孝明のくちびるの端が吊り上った。雛菊は目を見開いた瞬間、びくりと体を震わせる。

「あっ……」

　着物の合わせ目からするりと孝明は手を忍ばせた。すぐさま潤った其処に指を這わせると、くちゅりと水音がした。

「まだ、濡れているぞ？」

　親指でぐりぐりと膣の入り口を押さえつけられた。

「ひあっ……」

　そして、円を描くようにわざと水音を出しながら掻き混ぜる。

「昨夜は散々、此処をいじくり回したからな。一晩かけてじっくりと……」

「ひゃあん」

　雛菊はびくりとして孝明の首にしがみつく。

「ぐちょぐちょだ」

　耳許でささやかれた。それと同時に耳穴に舌先がにゅっと入る。

「……っふ……あ」

　体が蕩けるように、ぞくぞくぞくっと甘い痺れが駆け巡った。

「あ、あ……孝明様……」

「思い出したか？　雛菊。熱くなる体を……」

　言いながら、孝明はさらに奥へと指を突っ込んだ。

「やああっ」

　背中を孝明の胸に押し当て、雛菊は仰け反る。背後にいる孝明の腕をぎゅうっと掴む雛菊は顔をゆっくりと後ろに向けた。

「こ……めいさ……まぁ」

　とろんと蕩けたその顔は孝明の心の奥底に火を点ける。

「くっ……雛菊ッ」

　背後から右手でお椀型の乳房を鷲掴みにして、揉みしだく。同時に反対の手で中を荒々しく掻き混ぜ、雛菊の快感を煽った。

「ひっ……ァ……」

　掴んでいる孝明の腕にしがみついた雛菊の体は言うことを聞かず、快感の渦へと溺れていく──。

「あああっ……それっ……」

　ぐちゅぐちゅと蜜壷の中を掻き回すと、大量の蜜が溢れ、雛菊のふとももを濡らしていく。孝明はそのまま指を出し入れさせながら、親指でぷっくりと膨らむ蕾を押し潰した。

「ひゃうっ……」

　びくんっと勢いよく腰が引いた。

「雛菊、やらしいなあ？　お前の中は。どんどんと蜜が溢れてくる」

「やあっ……孝明っ……様」

　雛菊は与えられる快楽に耐える。乳房の突起を強く摘まれた瞬間、歓喜の声を上げた。

「ああああっ」

　びくんびくんと腰が何度も上下に揺れ始める。無意識にがくがくと震えた姿を見ると、孝明は満悦そうな表情を浮かべた。

「雛菊……」

　孝明はおのれの反り勃つ雄を雛菊の股に擦りつけた。

「……っあ……」

　尖端部分を蜜壷に擦りあてると、ぬちゃぬちゃと音が漏れだす。

「なあ、雛菊、俺のが欲しいか？」

「えっ……」

　孝明の言葉に雛菊は驚き目を丸くさせた。

「此処に……俺のを入れてほしいのかと聞いている」

「そ、そんなことっ」

　真っ赤な顔で雛菊はいやいやと目を瞑った。だが、それでも孝明は下からぐりぐりと自身を押し付けてくるのだ。入り口に尖端がつぷりと入り込む。そのままぐちゃぐちゃと擦りつけられ、体の奥底から熱いものがこみ上げてくる。

「雛菊」

　甘い声が、鼓膜に響いた。雛菊は目を見開いたまま、そのささやきに耳を傾ける。

「孝明……様……」

　思わず懇願しそうになった。ぎゅっと孝明の腕を掴んで、その逞しい体を引き寄せた瞬間、家の入り口の扉を叩く音が聞こえた。

「雛菊！　おるのかっ？　俺じゃ！　林太郎じゃ」

「林太郎様っ？」

　互いに顔を見合わせた。こんな姿を林太郎に見られては困る。

「す、少しお待ちをっ……」

　そのとき、孝明に体を強く抱きしめられた。

「こ、孝明様っ？　なにをするのですかっ？」

　雛菊は小声で孝明に尋ねる。返ってきた言葉は雛菊の想像を超えていた。

「途中で止めることはできない」

「な、なにをおっしゃって……」

　尖端がずぶずぶと中へ入ってくる。

「……っ……ああ」

　自らの口を、無理矢理手で押さえこんだ。

「雛菊？　どうかしたのか？　まだあの薬売りの男は此処にいるのか？」

　林太郎の声が引き戸越しに聞こえる。きっと、すぐさま引き戸を開けて中へ入ってくる。

　いや、でも大丈夫だと雛菊は思った。心張り棒で戸締まりはしているはずだ……と。

　不安げな表情の雛菊に、孝明は耳許でささやく。

「こんな姿を見たら、お前に好意を持っているあ奴はどんな顔をするのだろうか？　気にはならないか？」

　蜜が溢れ、昨夜よりも滑らかにするりと入っていく。あまりの快感に、雛菊は体を激しく揺らした。声を出さぬよう、必死に口を押さえつける。

「雛菊？　何故返事をしない？」

　そう言って、林太郎は引き戸越しに尋ねた。

「ほら、早く返事をしないと……あ奴が引き戸を蹴り破って入ってくるぞ？」

　雛菊が困っているのを楽しむようににやりと笑うと、孝明は一気に雛菊の中を貫いた。

「ひっ……」

　ずんっと奥底に響く熱の塊が、容赦なく雛菊の中いっぱいに広がっていく。浅い呼吸を繰り返しながら、雛菊は体を跳ね上がらせた。

「声が……っ……出てしまいますっ」

　口を押さえながら目を瞑り、ただ必死に快楽に耐えている。そんな雛菊の両腕を掴んで後ろから何度も突き上げる孝明は、さらに耳穴に舌を挿し込んだ。

「雛菊、声を出せ。あの男にも聞こえるように……」

「ふっ……ァ……」

　雛菊は目許を濡らす。背中に押しつけられた逞しい胸は、さらに雛菊の背中に密着した。

「……っ……」

　涙目になりながら、雛菊は後ろの孝明へと視線を向ける。瞼を濡らしたその目は、孝明の心にすっと入り込んだ。

「雛菊、ここを開けてくれっ」

　林太郎の声が扉一枚挟んだすぐ傍で聞こえる。雛菊は慌てて声を出した。

「は、入らないでくださいませ！　林太郎様！」

　雛菊の声に、林太郎は扉を蹴破ろうとした足を下ろした。

「雛菊？　どうかしたのか？　朝の収穫に来ないものだから俺はてっきり病に伏せったのかと思ってやってきたのだが……」

「寝坊をしてしまいまして……今はその……き、着替え中でございます。だから、引き戸を開けないでくださいませ」

　言い訳を始めた。

「そ……そうだったのか！　すまぬ！」

　林太郎は引き戸から手を離し、顔を真っ赤にさせ、くるりと戸口に背を向けた。

「ゆ、ゆっくり着替えてから村まで降りてこい！　母がなにか頼みごとをしたいそうだ」

「しょう……承知致しました」

　途切れ途切れの言葉。雛菊は孝明の雄に突かれながらも必死に喘ぎを堪え、話していた。

「うまく乗り切ったな？」

　孝明は耳許でささやきながら、雛菊の乳房の尖端を親指で摘んだ。

「……っ──」

　与えられた快楽に、声が漏れた。孝明の手がすぐさま雛菊の口を覆う。

「雛菊？」

　林太郎は戻ろうとしていた足を止め、振り返った。

「声が聞こえた気がしたが……気のせいか？」

　ゆっくりと林太郎はふたたび戸口の前へと戻る。その気配を感じ、どくんどくんと雛菊の鼓動が騒がしくなった。雛菊と孝明は林太郎の気配を気にしながら、じっとしたまま動かない。

「雛菊……あの薬売りの男はまだいるのか？」

　目を見開いた。そんな雛菊に「奥で休んでいると言え」と孝明が小声でささやいた。

「あ……の方は、奥の部屋で休んでおりますわ」

「そうか。怪我が治れば早急に出て行ってもらえ」

「……わかっております」

　ずちゅっと雄が突き上げられた。

「ふっ……」

　ずちゅ、ぬちゃ……と何度も腰を動かす孝明。

「あっ……ひっ……」

　雛菊はがくりと体を前に倒す。

「林の入り口のところで待っておる。着替えたらすぐに来てくれ」

「わ……かりました。すぐにっ……参りますっ……ァ……」

　林太郎の足音が遠ざかる。安堵したのか雛菊の体から急激に力が抜け、床の上に倒れ込んでしまった。

「そのまま、手をつき四つん這いになれ」

　背後からの声に、雛菊は両手を上がり框の上につく。

「こ……めい様？」

　丸みを帯びた形のいい尻を強く掴み、孝明は激しく腰をぶつけた。

「ひゃあっ……」

　雛菊は驚いて後ろを振りかえようとしたが、手首を掴まれそれを阻まれてしまった。

「やっ……孝明様っ？」

　後ろ手に手首を掴まれ、引っ張られながら腰を打ちつけられる。激しい律動に、雛菊は膝に力が入りきらず、前のめりになり、お尻を突き上げる格好になってしまった。頬が床に擦れる。

「んっ……やあっ……」

「締まりがよいな、雛菊。こういう乱暴なほうが好みなのか？」

「違っ……あああ」

　びくりと体が跳ね上がり、雛菊の目が見開いた。孝明の指先が下肢の蕾に触れたからだ。

「んんっ──」

　くりくりと親指とひとさし指で熟れた蕾に刺激を与える。それだけで蜜壷の中はぎゅうっと狭まり、孝明の雄を締めつけた。

「やだっ……それ──」

　気持ちいい部分を同時に責めたてられ、雛菊の体はがくがくと小刻みに震えた。

「……っ俺も、出るっ──」

　ぱんぱんと腰を打ちつけながら、孝明は最奥に当たるように強く深い一突きを与えた。

「ああああっ」

　放たれた欲が雛菊の陰部に迸った。つつつ──と、白濁した欲がふとももを通過し、板の間にぽたりと落ちていく。悶えて体を捩じらせた所為か、着物がしだいにずれ、背中が微かに露わになった。瞬間、孝明の目が見開いた。

「……雛菊、この傷は……？」

　雛菊の背中を、孝明は震える手で撫でた。果てたばかりの雛菊は、孝明がなにを言っているのかがわからないほど頭の中が真っ白になっていたが、背中に触れる指先に気づき、勢いよく体を起き上がらせ着物を羽織り直した。

「な、なんでもございません！　わ、わたくし、そろそろ行かないとっ……」

　乱れた着物を直しながら、慌てて雛菊は戸口から飛び出し、家を出た。

　ぴしゃりと閉じた戸の前で、雛菊はしばらく突っ立ったままだ。







　──見られた？

　雛菊の額には汗がうっすらと滲んでいた。

　──背中の傷を……見られてしまった。

　震える手でおのれの体を抱きしめる雛菊。

「おい、雛菊、まだかっ？」

　林の方から林太郎の声がする。

「あ、はい！　ただいま参ります！」

　動揺しながらも、雛菊は戸口の物入れへと向かい大きな籠を抱えた。







　雛菊の声が遠のいていく。孝明はその場にしゃがみ込んだまま、動けないでいた。

　──あの背中の傷は……刀傷か？

　孝明は黙ったまま雛菊の残像を思い出す。微かに残る香り、そして、てのひらに残る肌の感触……。

　てのひらを見つめた後、ゆっくりとその手を握りしめた。

　今でも鮮明に覚えているのは、あの日、初めての任務のことだ。

「刀傷……」

　これまでどのような任務をこなしてきたか、正直覚えていない。それほどまでに、孝明の暮らしは過酷で、任務遂行の邪魔になる者はたとえ相手が女子どもであろうとも、その手にかけてきた。おのれの命を顧みず、命令が下れば相手が誰であろうと息の根を止めなくてはならない。言うなれば、忍びの裏の顔だ。忍びの世界の者たちでさえ、その存在をする者は限られている。

　握りしめた手を、ゆっくりと開いた。硬いてのひらには無数の豆が破れた痕、斬られた傷などがある。

「薬売りの手ではないな」

　フッと誰に見せるわけでもなく笑みを見せ、くしゃりとその手を強く握りしめた。

　気づいているのかいないのかわからないが、雛菊はなにも言わない。詮索はしない。

　──詮索をしたら俺が出て行くと思っているのだろう。

　孝明はそう思いながら、重くなる瞼を閉じた。
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　──その日、夢を見た。体を毒にならす為、幼い頃から毒ばかりを食べさせられていた時のことを……。

　トントントン……と、包丁の音が微かに聞こえてきた。

「……っ……」

　勢いよく体を起き上がらせた孝明は隠し持っていた苦無くないを握りしめていたが、辺りを見回して我に返った。

「お目覚めですか？　孝明様」

　その声に反応し、孝明は慌てて握りしめていた苦無を離す。

「雛菊……？　帰っていたのか？」

「そろそろ日も暮れます故、早く食べましょう、ね」

　どうやら孝明は寝ていたらしい。起こしても起きなかったぐらいだと雛菊は言う。

　──この数年、気を張りすぎて深く眠れていなかったせいか。

　額を押し当て、項垂れる孝明は、歯を強く食いしばった。

「孝明様？　どうかなさいましたか？」

「いや……」

　なんでもないと、雛菊にそっと告げた。

　足付き折敷に並べられたご飯、味噌汁、漬物、魚、お箸。

「お米はたくさんいただいたので」

　にっこりと笑顔で言うと飯めし櫃びつに釜戸で炊いた炊き立てのご飯を移して、雛菊は自分の隣にそっと置いた。

「今日の朝と昼は忙しくて食事もできませんでしたから、夜はその分ご飯をたくさん作ってしまいましたわ」

　雛菊は朝に一度ご飯を炊き、夜にかけてその飯を食べるので、夕餉は冷えたご飯をお茶漬けにすることがしばしばある。

「別に、俺はいつものお茶漬けなどでもよかったのだが……」

「孝明様はしっかりと食べて、早くお体を治せねばなりませぬ」

　雛菊の優しい笑みに、脈が速くなっていく。慌てて視線を外し、茶碗を手に持つ。

「……お前が……傍にいろと言ったのだろ？」

　ずずずっと味噌汁を一口飲むと、孝明は静かに口を閉ざした。黙って味噌汁のお椀の中を見つめる孝明に、雛菊は不安げに問う。

「お、お口に合わなかったでしょうか？」

「……少し昔を思い出していた」

「昔を……ですか？」

「ああ。こうして飯を食うのも、毒が入っていないかと疑わねばならぬほどの毎日だった」

「孝明様……？」

　雛菊の呼びかけに、孝明は慌てて言葉を打ち消した。

「いや、なんでもない」

　毒が入っているものさえも食べなければならない日常。そんな日常がここにはない。ここにあるのは、温かな食事と、ふとした優しさと……目の前の無垢な一輪の花──。

「美味い……な」

　口もとが自然と綻んだ。

「おかわり、たくさんございますので」

　この笑顔をもっと見たいと思った。それが、ここに留まる理由の一つなのかもしれない。






三　祭りの後









　山肌を染め、ゆっくりと沈みゆく夕日を眺めていた雛菊は、大きく息を吐き出した。そんな雛菊の橙色に染まった横顔をうっとりと眺める林太郎は、照れなから尋ねた。

「な、なんだか少し……変わったな」

「え？」

　突然そんなことを言われた雛菊は驚いた。

「どこが変わったのでしょうか？　自分ではわかりませんが……」

「なんだかこう……色香が漂ってくるような。あ、いや、遊郭にいるような女子という意味ではなく……なんというか」

　しどろもどろに語り始める林太郎は身振り手振りでなんとか雛菊に自分の感じたことを伝えた。

「別に……わたくしはなにも変わっていませんわ。あの日から……ずっと……。林太郎様のお父様、お母様には家族を失ったわたくしを育てていただき、大変感謝しておりますわ」

「なあ、雛菊。何故この村の中心部で住まぬのだ？　毎日、林の中を大層な時間をかけて歩いてくるのは大変だろう？　なにもあんな辺へん鄙ぴな村のはずれで一人で住まなくてもいいのではないか？　……また昔みたいに俺の家で暮らせばよかろう？」

　村のはずれの林の入り口近くに隠れるようにぽつんと建つ家に、雛菊は幼い頃、ある事件をきっかけに藩を捨てた浪人の父親と母親と暮らしていた。

　林太郎たちが住む藩に再仕官をしようとしていた矢先、殺された。

　親をなくした雛菊を裕福な家庭の林太郎の両親が引き取った。表向きは女中として引き取ったのだが、いずれ林太郎の嫁にするつもりで、生活には困らぬよう、支援してきたのだ。十五を過ぎた頃から、雛菊は薄々そのことに気づき、両親と過ごした家へ戻ることを決めた。

　それ以降は林太郎の家が所有する畑の手伝いをしてなんとか生計を立てている。生活面などにおいては助けてもらっているのだが、心配でたまらないといった表情の林太郎はなんとか必死に雛菊を説得する。

「あら、辺鄙な場所ではございませんわ。のどかで静かな場所でございます」

「とにかく、野盗などに出くわしたらどうする？」

「そのときはそのときですわ。覚悟を決めております故、林太郎様はなにも心配しなくても大丈夫でございます」

「あの薬売りの男はどうした？　まだ、お前の家にいるのか？」

　林太郎の言葉に雛菊はふと足を止めた。ゆっくりと林太郎に体を向け、視線を合わす。

「もう……旅に参られました。なんでも……薬を待っている人がいるということ──」

　遠い目をしながら、雛菊は山頂を見据えた。

「そうか、なら安心した」

　林太郎は雛菊の言葉を聞くと安堵の表情を浮かべた。

「林太郎様の家族がいなければ……わたくしは死んでいましたもの。仕事も与えていただき、大変感謝しております」

　野菜のいっぱい入った籠を抱えながら、雛菊は目を伏せた。土で汚れた泥だらけの手で、ぎゅっと籠の端を掴む雛菊。だがすぐさま顔を上げ、満面の笑みを見せた。

「では、林太郎様。今日もご苦労様でした」

「お、送って行くぞ！　雛菊」

「いえ、慣れている道程でございます故、けっこうでございます」

　おやすみなさいませと、雛菊は言葉を付け足し、林太郎に頭を下げると家路を急いだ。
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　家に着いた雛菊は野菜の籠を地面にいったん置くと、引き戸を開こうと手をかけた。

「雛菊」

　声に反応する。ゆっくりと振り返った雛菊の目に映ったのは孝明の姿だった。

「孝明様……」

　孝明はゆっくりと雛菊に近づく。

「……ただいま」

　戸惑いながらも呟いた言葉に、孝明自身照れていた。こんな言葉を口にしたことはない。当たり前の言葉など使うことのない世界で暮らしていたのだから。

「おかえりなさいませ」

　雛菊はふっと笑みを零し、照れたままの孝明を家の中に招き入れる。体の回復もまだ完全ではないということ、そして、なにより雛菊との約束を守るため、この家に留まっている。

　十日ほど経ち、大分傷が癒えた孝明はこうして度々外出をしていたが、夜は必ずここへ戻ってくる。林太郎には内緒だ。

「林太郎様には、もう既に旅に向かわれたと……」

「そうか。そのほうがよい。俺がお前の家にまだいるということをあの男に知られてはならん」

「何故……でしょうか？」

「この前言っただろう？　あいつはお前に好意を持っている──ということを。まさか聞き逃したということはないだろうな？」

「も、申し訳……ございませんっ。あのときは……孝明様の腕の中で、その、頭が宙に浮いたようにふんわりと……」

　孝明は雛菊の言葉に呆れかえり、項垂れた。はあっと深いため息を吐き「もう、よい」と話を切った。小首を傾げながら、雛菊は孝明の呆れた意味をわかっていない。

「あの、わたくしなにかおかしなことを申しましたでしょうか？」

　おそるおそる尋ねる雛菊を後目に、孝明は家屋の中へと入っていく。

「孝明様っ？」

　慌てて孝明の後を追う雛菊は、自らも家の中に入り引き戸を閉めた。

「わ……わたくし、なにか孝明様の気に障るようなことを致しましたでしょうか？」

　再度問うと、上がり框の手前で、孝明はゆっくりと雛菊に振り返る。

「別に、かわいそうな男だ……と思っただけだ」

「かわいそうな男……というのは林太郎様のことでしょうか？」

「ああ、わかっているじゃないか。かわいそうで惨めだと思わぬか？　あいつはお前に目をかけ、仕事も与えている。その体であの男に奉仕を施していると思っていたのだが……」

「きゃあっ」

　どさっと雛菊の体が板の間の上に倒れ込んだ。孝明はぐっと手首を掴んで、離さない。その手首は孝明が力を強く入れただけで、折れそうなほどに細かった。

「お前は俺が初めてだもんな？」

　信じられないな、と言いながら、孝明はからかうように雛菊を見下ろした。

「信じられないとはどういうことでしょうか？」

「生娘のままだったということが……信じられないと言ったのだ。俺の里の女子おなごは……十五にしてもう男のすべてを把握しているぞ？　どういうふうにすれば男が喜ぶか、熟知している」

　びくりと雛菊は体を強ばらせた。着物の胸もとからするりと孝明の手が入ってきたからだ。

「こ、孝明様っ？」

　吃驚している雛菊を余所に、孝明は丸みを帯びたお椀型の乳房を鷲掴みにした。

「……あっ……」

　いただきを指と指で挟みながら、円を描くように揉み上げると雛菊の腰が浮く。その腰の隙間にもう片方の手を滑り込ませ、より密着度を増し、露わになった乳房を舌先でなぞり始めた。

「ひっ」

　ざらついた舌の感触に耐えかねなくなり、ぞくぞくぞくっと体の奥底からこみ上げてくる快感。

「あ、あ、あ……いやっ……」

「いやじゃないだろ？　お前が懇願したのだ。俺の怪我が治癒するまでは傍にいろ……と」

　言いながら胸の突起にしゃぶりつく。そのまま、舌先でころころと突起を転がしながら、時折吸い付いた。

「その体で引き止めろ……と、言ったはずだ」

　カリッと軽く、桃色の突起を歯で噛まれる。

「ひゃああっ」

　体の熱っぽさを感じながら、雛菊は強く目を瞑った。孝明のくちびるが柔肌を這う。伸ばした手は下肢にも触れ、着物を捲り上げた。茂みに指先が到達すると、雛菊の体が反応する。

「こ……めいさま……」

　恥じらいながら雛菊は顔を真っ赤にさせる。次になにをされるのか、不安と期待が胸の中で入り交る。孝明の指先は、茂みを撫でつけるだけで、なかなか割れ目を割ってその先に侵入することはなかった。

「強ね請だることができるか？　雛菊」

　低い声が雛菊の鼓膜に触れる。その声に反応し、雛菊はゆっくりと目を開けた。孝明の鼻先と雛菊の鼻先が触れるか触れないかの距離──。

「あ……」

　思わず、顔を背けるが、孝明の鼻先が頬に触れ、振り向かざるを得なかった。

「そっちを向くな、雛菊。俺を見ろ」

　そう言って、孝明は雛菊から目を逸らさずに、下から上へゆっくりと乳房の側面を舌先が上下する。雛菊の顔が一瞬で真っ赤になる。視線を逸らしたいはずなのに、逸らせない。

「ほら、強請ってみせろ。そうしないと……焦らしたままだぞ？」

　雛菊が気持ちいいと感じる場所に触れない。孝明は側面や近い場所だけに触れた。焦らされて、痺れを切らした雛菊は戸惑いながらも孝明の着物の裾を震える手で掴む。

「こ……うめい……さま、もっと……」

　か細い声が孝明の鼓膜に響いた。それでも孝明はまだ納得せず、その先を雛菊に言わせようと企んでいる。

「もっと……なんだ？　そんな小さな声じゃ俺の耳に届かないぞ？　もっと俺を惑わせてみろ。俺がここから消えてしまわぬように……」

　孝明は言いながら、雛菊の首筋に歯を立てる。

「お前がその体で繋ぎ止めよ」

　軽く噛んで、うっ血したその部分を指先で愛でる。

「ひっ……」

　びくりと体を強ばらせた雛菊。それと同時に、孝明の頭を掴み、おのれの胸へと押し付けた。

「……触れてくださ……い」

「何処に？」

「……わたくしの……肌に」

　羞恥など疾とうになく、あるのは快楽のみだ。

　孝明は、雛菊の茂みの奥に指を這わせた。すっと一撫でするだけでぬるりと指先に蜜がたっぷりと付着する。

「お前……こんなにも濡らしおって……」

　一気に蜜壷へと指が突き立てられた。ぐじゅぐじゅと音を立てて、指は雛菊の最奥を目指す。そのまま、荒々しく上下左右に掻き混ぜられ、雛菊は仰け反りながら歓喜の声を上げた。

「ああああっん──」

　水音がわざと聞こえるように、孝明は指で掻き混ぜる。

「あっ……や、やだっ……」

　ぞくぞくぞくっと体の奥底から溢れてくる快感と熱。その二つが入り混じり、雛菊は腰を浮かせながらじっと天井を見つめている。

「雛菊、お前の中、溢れているぞ？　つい数日前まではこの指さえも知らなかったはずだ。それなのに……」

　孝明は雛菊の奥にある出っ張った部分を指の先で擦りあげた。

「ひゃああっ」

　蜜は溢れ、雛菊の尻や太ももまでを濡らし、さらに床の上に零れていく。

「床の上にまで溢れる始末……」

　鼻で笑うような言い草に、雛菊は腹が立った。

「お、おやめください！」

　ぐっと胸を押し返しても、雛菊の力では押し返すことができない。

「なんだ？　いやなのか？」

　孝明の指は止まらず、そればかりか雛菊の気持ちいい場所だけを攻めているようだった。

　快楽には逆らえない。

「んっ……やああっ……」

　精一杯抵抗しても気持ちは昂るばかり。孝明はそんな雛菊を上から見下ろしながら、ほくそえむ。指の付け根まで彼女の中に押し込み、親指でぷっくりと膨れ上がった蕾をふにっと押し付けた。

「あっ──っ……」

　びくびくっと体が小刻みに揺れる。何度も押し寄せる快感の波には逆らえず、雛菊は背中を仰け反らせた。爪先がぴんと張りつめ、達した余韻が残る。ずずずっと指を引き抜いた孝明はその指を艶めいた表情で舐め始めた。

「お前の味……もっと堪能させろ」

　言いながら、孝明は横たわった雛菊の足を大きく開いた。まだ、力の入らない雛菊は、ぐったりと横たわったままだ。

「あ……それは……」

　雛菊の声が震える。あんな恥ずかしい行為は二度としたくないはずなのに、もう一度あの快感が与えられるかと思うと体が自然に求めてしまう。

「なんだ？　早く舐めて欲しい顔をしているな？」

「そ、そんなことっ……ないです。それよりもわたくし、そろそろ夕餉の用意をしないとっ……」

　改めて体を押さえつけられた。太ももに孝明の指が食い込み、雛菊の陰部が露わになる。蜜が溢れ、光り輝く陰部に孝明はそっとくちびるを寄せた。

「……っ……あああ」

　音をたてるようにその場所に何度も口づけると、ねっとりとした舌先が、割れ目を何度も往復する。

「ふっ……わっ……」

　体がふわふわと宙に浮くような感覚に陥り、脳天がじわじわと痺れてきた。

「こ、孝明様っ……またっ……来るっ！」

　雛菊は縋るような眼差しで、おのれの下肢に顔を埋める孝明を艶めいた瞳で見つめる。ちらりと顔を上げた孝明はふたたび顔を埋め、雛菊の割れ目を指で開き、息を吹きかけた。

「……っ……」

　びくりと腰を浮かせたかと思うと、雛菊は小刻みに体を震わせる。

　そのまま、はぁ、はぁ……と荒い呼吸を繰り返した。

「達したのは何度目だ？」

　言いながら、孝明はひくひくとしている蜜壷を眺める。とろりとした愛液は止まることを知らないのか、洪水のように流れ出していた。

「さらに溢れてきておるぞ」

　その言葉を証明するかのように孝明は舌先で、蜜をすくいあげる。

「ひゃあっ……んっ」

　達したばかりで、未だひくひくしている蜜壷を執拗に舐め回す。

「んっ……くぅ……」

　くぐもった声が漏れ、雛菊はその快楽から逃れようと必死に体を捩じらせて抵抗するが、孝明に腰を引き寄せられ、逃れられない。着物はすべてはだけ、腰に巻かれた帯紐だけがかろうじて残っているだけ。ほぼ、全裸と言ってもいい状態だ。

「やあっ……」

　くちくちと指先が蜜壷の入り口を出たり入ったりしている。奥まで突き上げては引き抜いての繰り返しだ。

「お願い……です。もう、もう……許してぇ……」

　狂いそうなほどの執拗な愛撫に耐えきれず、幾度となく懇願しても、その願いは受け入れられない。孝明はただひたすらに、雛菊の陰部を攻め続ける。

「もうよいのか？　せっかくこの俺が丁寧にしてやってるというのに……」

　孝明は濡れそぼった陰部から顔を上げると、雛菊の膝裏に手を滑り込ませた。

「それとも、乱暴なほうが好きなのか？」

　言いながら、着物をはだけ、下ばきを解くと、一気に奥へとおのれの雄を捩じ込んだ。

「ひあっ……うう」

　さらに雛菊は高い声を上げる。ぞくぞくっと寒気のような感覚が押し寄せ、雛菊は身震いをした。

「達したか。お前の中、俺のを締めつけて離さない」

　ぐっと膝裏の手をさらに押し付け、孝明は体を前へと倒す。奥深くに入り込んだ雄は、雛菊のいい場所に当たった。

「やあああっ」

　結合部が密着し、互いの肌が重なる。激しく腰をぶつけながら、孝明は乳房を荒々しく揉み始めた。

「ふっ……あんんっ」

「お前とは体の相性がいいらしい。こんなにも興奮するのは初めてだ。ここに留まってよかったのか……そう考えるとしよう」

　ずずずっとぎりぎりまで引き抜いて、それから一気に奥へと突っ込む。何度挿出を繰り返されたのだろうか、雛菊の体はぐったりとし、抵抗する気力もなかった。

「あ、あ、あっ」

　狭い膣壁を肉棒が行き来するたびに、雛菊の声が溢れ、止まらない。さらに淫芽をむしり取るように爪で引っ掻かれた瞬間、体が震え、果てを見る。

「ひっ……ぁあ」

　孝明は腰を揺らしながら、雛菊のくちびるを貪った。

「ふうっ……んん──」

　そのまま雛菊の体内には欲が迸る。

「んんん」

「……っ……ひなぎ……くっ」

　くちびるの隙間から零れた孝明の言葉に、雛菊は吃驚した。こんな風に感じた声を聞いたことがないからだ。

　二人の吐息が静寂な部屋に響き渡る。孝明はするりと雛菊の肩から背中へと手を滑らせた。背中をななめに走る盛りあがった傷をそっとなぞっていく。

　──この傷は……やはり刀傷か？

　男らしさの溢れる手で、雛菊の背中を撫でる。

「やっ、背中には……触れないでくださ……い」

　急に現実に引き戻されたかのように、雛菊は小さな悲鳴を上げる。

「お前がさきほど肌に触れろと言ったのではないか」

　着物を剥ごうとした孝明だったが、雛菊は強く抵抗し、それを阻止する。

「お願いでございます、孝明様」

　雛菊ははだけていた胸許をかきあわせ、頑なに拒否し続けた。背中に触れることをここまで拒む雛菊の態度に、孝明は不審そうに眉を顰める。

「別に……お前の肌には興味ない。ただ、おのれの欲が満たされれば、それでいい」

　突き放すような孝明の言葉に雛菊の胸が軋む。体だけの関係だとはわかっていたが、ここまではっきりと告げられるのは辛かった。

「雛菊、今度はお前が動け」

　想像もしていなかった言葉を突きつけられ、雛菊は目を見開いた。

「こ……めいさま……」

「女の武器はその体だけだ。どんな男でも女の中には弱い。そこに隙ができるほどに……な」

　その低い声に、雛菊の体はびくりと跳ね上がった。真っ暗な海へと入っていくような冷たさを感じる言葉だった。

「俺がもしお前の仇だとしたのならば、今が殺す絶好の機会だ。首許を一気に掻っ切れるぞ」

　孝明の言葉に雛菊は目を見開いたまま。そんな雛菊の表情に気づいたのか、孝明はふっと軽く笑って見せる。

「冗談だ」

　おのれの雄を抜き、雛菊の体をひょいっと持ち上げるように起こし、背中を向けた孝明は胡坐をかいたまま静かに目を閉じた。

「孝明様……」

　雛菊はただ静かにその背中を見つめる。とても、大きな背中だが何故だか無償に切なく感じた。
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　小川のせせらぎが微かに聞こえた。孝明はゆっくりと目を開き、天井を見つめた。呆けているうちに、少しずつ頭が冴え、目が慣れていく。

　──あれから……眠っちまったのか……。

　知らぬ間に夜が明けていたと気づいたのは、薄く日の光が部屋の中を照らしていたからだ。

　──こんなにもゆっくりと時が流れるのは初めての経験だ。

　隣に横たわる雛菊を見つめると、そっと手を伸ばした。

　昨夜も散々この華奢な体をいたぶった。折れるほどに強く、壊れるほどにめちゃくちゃに抱いた。

　──女の肌はいい。本能のまま貪り続ければ、なにもかも、忘れることができる。おのれが忍びだということさえも……。

　手を握りしめ、拳を作る。力は疾うに戻っている。そろそろ、里へ帰らねば……。

　孝明はそう考えなが、もう一度雛菊の髪に触れると、ゆっくりと起き上がり着物を羽織った。だが、雛菊の手がそれを阻んだ。着物の裾をきゅっと掴んでいる。

「どこへ……参られるのですか？　孝明様」

「……雛菊」

　雛菊は孝明をじっと見上げていた。

「いや……別に何処も……」

「孝明様は回復がお早いようですね。わたくしならきっと……何日も寝込んでしまっていますわ」

「……俺は、幼き頃から人よりも治りが早いんだ。お前と一緒にするな」

「そう……だったのですね」

　微かに震える雛菊の手に、孝明は気づく。

「引き止めてしまい……申し訳ございません。もうここを発つと……？」

「ああ、任務……いや、薬売りの仕事が残っているからな。ここで過ごすのも……今宵が最後だ」

「にん……む？　とは、なんのことでございましょうか？」

「いやっ……なんでもない」

　慌てた孝明は、「世話になったな」と、すぐさま視線を逸らし誤魔化した。そんな孝明のぎこちない態度に気づいた雛菊は口を噤んだ。それ以降、雛菊が孝明の失言に対してなにも尋ねてこなかったことに、ほっと胸を撫で下ろす。

「今宵が最後……なのですね」

　雛菊は小さく呟き俯いた。なにかを考えているかの如く、ただ静かにじっと俯いたままだ。

　──雛菊？

　孝明は小首を傾げながら、雛菊の姿をじっと見詰めた。どうかしたか？　そう尋ねようとした瞬間、雛菊はその小ぶりなくちびるを開いた。

「今宵が最後というのでしたら、町へと参りませんか？」

「町……だと？」

　雛菊は黙ったままこくりと頷く。

「今晩、町のほうでは夏祭りが行われるのです。もしよろしければ……ご一緒にいかがでしょうか？」

　初めて自分から男を誘う雛菊は、顔を赤らめながらそう尋ねた。

「わたくしと一緒に歩くのがご迷惑でしたら孝明様とは町で別々に行動いたしますので……」

　そう慌てて付け足すが、孝明の返事はない。それどころか、沈黙が続くばかり。顔を上げることが怖くなり、雛菊は俯いたまま言葉を口にした。

「あ、あのっ……やっぱりけっこうでございます！　わたくし一人で参りたいと思いますっ……」

　慌てて背を向けた雛菊の腕を孝明は引き止める。そして、戸惑いながらも、小さく返事をした。

「わかった」

「え？」

　孝明の言葉に、雛菊は目を瞠った。

「あの、もう一度……おっしゃっていただけますでしょうか？」

「わっかたと言っておる」

「わかったというのは……？」

「だから、祭りに参るのだろう？」

　雛菊は驚いていた。自分で誘っておきながら、まさか孝明が祭りに行ってくれるとは思わなかったのだ。

「参らないのか？」

「あ……ま、参ります！　もちろんでございます！」

　湧きあがる熱い思いに雛菊は胸を躍らせる。

　──まだ、あと少し……一緒に過ごすことができる。

　そう思いながら、高鳴る胸の鼓動を感じていた。
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　城を中心に栄えた城下町──。大崎山がそびえ立ち、その近くを南北に流れる川がある。その川辺で打ち上げられた花火は、城下町を鮮やかに彩った。

「うわあ、綺麗」

　いつもより華やいだ浴衣に着替えた雛菊は、夜空を見上げながら微笑んでいた。隣には同じく浴衣に身を包んだ孝明がいる。慣れない浴衣に戸惑っている孝明は雛菊の隣に立っていた。町の中心部を抜ける道の左右には露店が並んでいる。遠くから祭り囃子が聴こえる中、ゆっくりと時間をかけて露店を見て回った後、花火が見える位置に移動したのだった。

「お似合いでございますね、その浴衣」

「……俺が着てよかったのか？」

「父上の浴衣でございます。箪笥の奥に眠っていたものですので、少し湿気臭いですが……」

「いや、それは気にはしない。俺が気にしているのはお前の父がどう思うかだ。俺が……袖を通していいのか？」

　孝明の胸中は複雑だった。人を殺めたこともある穢れきったおのれが父親の浴衣を身に纏っていいものなのか……と。

「喜んでいると思いますわ」

「その言い方はやはり……既にこの世にいないということか？」

　孝明の言葉に雛菊はそっと頷いた。

「お気づきになられていたでしょう？　わたくしが一人で暮らしていることを」

「ああ。人には皆それぞれ事情がある。俺は詮索などしないからな。気づいてはいたが……敢えて聞かずにいた」

　花火を見上げながら、孝明は小さく呟く。

「天涯孤独……というものでしょうか。十年前に父と母が亡くなり、それからずっと村のはずれに一人で住んでおりました」

「誰かの手を借りたり、もう少し勝手のいい村の中心部に住もうとは考えなかったのか？」

「いいえ。最初は村の庄屋である林太郎様の家に女中として置いて頂いていたのでございます。今、住んでいるあの家屋はもともとわたくしや家族が住んでいた場所でしたが、今は庄屋様のものです。大きくなったら父と母の思い出がたくさん詰まったあの場所で暮らしたいと願っておりました。林太郎様の家族には大変よくしていただきましたが、甘えることはしたくなかったもので、十五になった頃に林太郎様の家を出て一人で暮らすことにいたしました。庄屋様は心配してくださいましたが、もともとはわたくしの家だったのだからと、最終的には快くあの家に住まわせてくださり、畑の手伝いという仕事も与えてくださって……」

「……変わった奴だな。普通、幼くして両親を亡くした女は……男に媚びて……慰み者に成り下がるというのに」

「女子がそのようなことは致しませぬ……」

「するさ。お前には知る由もない、それを生業にしている女もいる」

　伏せた目で、孝明はそっと呟いた。

　忍びの世界では、親に捨てられたり、死に別れたりする者がたくさんいる。女の忍びであるくノ一は男を誑たぶらかし、騙しながら生きていかなければならないときもある。それを考えると、雛菊はとても恵まれた子だと、孝明はそう思った。

「そう……なのですね。まだわたくしは恵まれたほうだと？」

「ああ。そうだ。お前は恵まれている。自由な暮らしを与えてもらっている。自由など一寸も与えてもらえない者もこの世にはいるのだ」

「孝明様？」

　孝明の言葉が強くなっていくのがわかった雛菊は、彼の名をそっと呼んだ。瞬時に、孝明は我に返った。

　──あろうことか、つい、むきになってしまった。

　くちびるを噛みしめる。

　──やはり、こいつが傍にいると、俺が俺でなくなる。狂ってしまう。狂ってそして、離れたくなくなる……。今すぐにでも離れなくてはならない。

「孝明様？　どうかなされましたか？　気分でもお悪いのでしょうか？　少しあちらのほうへ参ってお休みになられては……」

　雛菊の言葉を遮るように、孝明は雛菊の髪にかんざしを挿してやった。

「これは……？」

　驚いて、雛菊はそのかんざしにそっと触れる。

「そこの露店で売っておった」

　ふいっとあごをしゃくり、露店のほうへと視線を逸らす孝明。その表情はうっすらと赤みを帯びていた。

「ありがとうございます。大切にしますね」

　かんざしに触れながら、雛菊は満面の笑みを浮かべた。孝明の胸が高鳴る。

「……っ……別に、今までの礼だ」

「それでも……嬉しいですわ」

　目を細め、花の蕾がほころぶように微笑む雛菊は嬉しさを隠し切れない。

「桜の花……でしょうか？」

　雛菊はかんざしに手を触れながら、その形を探る。

「ああ、そうだ。よくわかったな」

「花弁の形でわかりました」

　つつつっとかんざしの花の淵をなぞっていく。その仕草は色気を帯びており、孝明の心の奥底がざわついた。

　──俺はなにを考えている？　今すぐにこの浴衣を剥ぎ、その中におのれ自身を埋めたいなど……。

「……っ……」

　孝明はくちびるを噛みしめながら、雛菊に背を向けた。

　──やはり、今すぐにでもこの場を離れないと……俺が俺ではなくなっていく。

　そんな孝明の大きな背中が、雛菊の視線にぶつかる。突然、孝明が背を向けたことで、雛菊は首を傾げた。

　今すぐに……今すぐにここを離れる。だが、足が動かない。ここに留まれと言わんばかりに、体が固まり、彼女を抱きしめたいという衝動に陥ってしまいそうで……怖くなる。

「どう……なされましたか？　孝明様」

「もう……行かねばならない」

　ぐっと拳を握りしめ視線を逸らし、彼女の顔を見ないようにする。

「何処へ……ですか？」

「お前の家へ一旦戻る。浴衣のままでは旅にも出られぬからな……」

　そう言い、林の方へと向かおうとした孝明の浴衣の袖が後ろから引っ張られた。

「……もう少し、もう少しだけ……一緒にいてくださいませ」

　俯きながら小さく呟く雛菊は頬を赤らめたまま。

「花火が……終わるまでは」

　どんっと大きな花火が打ち上がった。のろし花火の後に花のように開いた大きな花火が打ち上がる。真っ暗な闇の中に浮かぶ光の花が、二人を照らしていた。

　二人とも多分、これで花火は終わりだろうと予感していた。見物客も帰り始めていた。

　しかし、孝明の浴衣の袖を掴んだままの雛菊は、一歩も動けないでいた。俯いたまま、時が止まった気がした。流れゆく人の波にのまれることなく、二人はその場に突っ立ったままだ。

「……帰らないのか？」

　黙ったままの雛菊に、孝明はゆっくりと振り返り顔を近づけた。

「最後の花火、ちゃんと見ることができたか？」

　雛菊は返事をする代わりに、ゆっくりと孝明に視線を合わせた。恥じらいのあるその顔に、孝明は戸惑う。

「そのような顔……誰が教えた？」

　上目遣いでじっと見上げる雛菊のくちびるに、孝明はそっと指先で触れた。柔らかなくちびるがふにっと押しつぶされる。くちびるの輪郭をなぞり終えると、その指先に雛菊の舌先が触れた。

「……っ……」

　孝明は吃驚して目を見開いた。震える舌先は孝明の指先を濡らす。周囲の声が聞こえなくなり、二人だけの時間がそこには流れているようだった。人々が行き交っているというのに、孝明は静かに熱がこみ上げてくるのを感じていた。木々が揺れるのと同じように、感情が揺らぐ。揺らいで、どうしようもなくなる──。

「雛菊……」

　おかしくなるくらいに、溢れてくる想い。壊したくてたまらない。歪ませたくてたまらない。心の中がぐちゃぐちゃになって、掻き混ぜられている気分に陥る。

「孝明様……」

　愛おしそうにおのれの指を舐める雛菊を見ると、迷いが吹き飛んだ。

　孝明は雛菊の手首を強く掴み、走り出す。人目を憚るように、孝明は雛菊を連れて林の奥へと早足で向かった。

「孝明様っ？　何処へっ？」

　雛菊の問いかけに孝明はなにも答えない。ただ、ひたすらに林の中を駆け抜ける。

「孝明様っ？　止まって……止まってください！　これで、最後なのです！　孝明様がその浴衣を着替えたら……もうわたくしと孝明様はさよならをしなくてはいけないのですよっ？　せめて、残りの時間を孝明様と静かに過ごしとう存じます！」

　雛菊の家へと向かう途中の林の中で、その足は止まった。

「こ……孝明様？」

　息をきらせながら尋ねるも、孝明は未だに黙ったままだった。

　雛菊は切ない気持ちになりながら、俯く。孝明に掴まれた手首が熱くなっていることに気がついた。強く掴まれている為か、痛みを伴うほどだった。

「なにか……おっしゃってください。なにか……」

　沈黙が続く。掴まれた手首と共に、体の奥底が熱くなってくる。汗が滲み、喉が渇く。こんなにも沈黙が苦しいだなんて、雛菊は初めて知った──。

「孝明……様、なにかおっしゃってください。なんでも……よいのです。わたくしのご飯がまずかったとか、気が利かない女だとか……一人残された哀れな女だと……なんでもっ……んんっ……」

　話を途中で遮ったのは、孝明のくちびるだった。

「……んっ……」

　勢いよくくちびるを奪い、腰を引き寄せ抱きしめた。

「んっ……ああっ……ふう」

　舌先を絡め、雛菊の口内を犯す。くちゅくちゅと掻き混ぜて、唾液を重ね合わせて、貪る。

「……う……あぁ……んん──」

　雛菊はまるでそうなることが分かっていたかのように孝明の口づけを受け止めた。

「雛菊」

　くちびるから唾液の糸が伝う。虚ろな瞳をしながら必死にくちびるを絡め合わせる雛菊の姿に孝明は切なげに眉を寄せた。

「一人残された哀れな女だと？　そういう女はたくさんいる。自分だけが不幸だなどという考えは、思い上がりだ。ならば、俺が……いっそのことその命を絶ってやろうか？　家族の元へ……行きたいのだろう？」

「こう……めいさ……ま？」

「男と繋がりながら死ぬことができる……それも悪くないかもしれないぞ」

　ふたたび、くちびるが覆われ、舌先が侵入してくる。草むらの影に引き込まれ、木にその体を押しつけられた。

「孝明様っ？」

　驚きの声を上げながら、雛菊はくちびるを離す。だが、またすぐさまくちびるを奪い返される。

「んっ……ぁ……ううっ」

　舌先で歯の裏側や頬の内側までも舐められる。さらに歯列をなぞられ、雛菊の体が反応した。浴衣の薄い布きれの上から、乳房を揉みしだかれる。あっという間に布の上からでもわかるように、胸のいただきがぴんと上を向き膨れ上がっていた。

「ひゃうっ」

　敏感になったいただきをぱくりと口内に含まれ、舌先で突起を転がされる。

「あっ……あああ」

　鼻先で浴衣をずらされ、ふっくらとした胸が片方露わになった。外気にさらされ、ひんやりとした空気が無防備な胸にまとわりつく。ちゅぱちゅぱと赤子のように、音をたてながら胸を吸われ、びくりと腰が浮いた。それと同時にじわりと下肢が熱くなる。

「や、やだっ……」

　雛菊の心は羞恥心でいっぱいだった。このまま秘めたる部分に触れられたら、おのれがおのれでなくなってしまう。そう思っていた矢先、孝明の手が下肢に伸びてきた。浴衣が捲られ、真っ白な太腿が晒された。そっと下から上に撫であげられ孝明の手が秘部に到達した。布が剥がされ、露わになった秘裂を指の腹が往復する。

「ひっ……ぁ……」

　ぬちゃぬちゃとした水音で、自分の秘部が濡れていることがわかり、雛菊は戸惑った。死んでしまいたいほどに恥ずかしい。月明かりに照らされた顔を隠そうと手で覆おうとするが、孝明がそれを許さない。それどころか孝明は、雛菊の両手首を片方の手で掴むと、さらにひだの奥を何度も擦りあげる。

「や……っ……ァァ」

　微かに漏れる吐息と甘い声。膝を割られ、孝明の体が押し入ってくる。足を開かされた雛菊は、必死に顔を背ける。

「雛菊、俺の目を見ろ」

「いや……でございます」

「何故？」

「だって……は、恥ずかしいですっ……はうっ……ん」

　ぐにぐにと淫芽を親指で押しつぶされる。途端に、足に力が入らなくなり、孝明の膝に腰を下ろしてしまった。

「そのような恥じらいは捨てろ。男と女のまじわりにそのようなものは必要ない」

「で、ですが……」

　孝明はぐりっと陰部に膝を押し当てた。

「ひゃう……」

　膝頭が蜜壷にちょうどよく当たるようにすると、雛菊の体がひくひくと震えあがる。

「や、やだっ……それっ……」

　骨ばった膝の骨が雛菊の膣の入り口を擦りあげた。堪らず彼女は孝明の胸に顔を埋める。

「あああっ……」

　ぐちゅぐちゅと音が鳴り、孝明の膝は雛菊の愛液で濡れていた。すかさず孝明は乳房の尖りをきゅうっと指先で摘んでやる。

「ひあっ……あ、あ、あ──っ」

　びくんびくんと腰を揺らし、雛菊は果てを見た。

「指でもなく、舌でもなく、ましてや俺のモノでもなく……膝で気持ちよくなるとは……はしたないぞ？　雛菊」

　未だぱくぱくと収縮を繰り返す膣口から、孝明は長い指先を挿入させる。

「あはっ……んん」

　長い指が柔壁を押し拡げ、侵入してくる。蜜が溢れていたその場所は、すんなりと孝明の指を根本まで飲み込んだ。ずっ、ずっ、と、音を立てて出し入れを繰り返す孝明。

「んんっ……くう……」

　甘い喘ぎが辺りに響き、水音が雛菊の鼓膜にへばりつく。羞恥など疾うに通り越してしまった。肉壁を擦りあげられ、ぞくぞくぞくっとふたたび絶頂の波が押し寄せ、雛菊を狂わせる。立っていられず、雛菊は孝明の膝の上に腰を下ろしたままだ。足をいっぱいに広げているせいで、孝明のてのひらには愛液が溢れ溜まっていく。

「やっ……やああっ」

　子宮口の手前を抉り取ると、雛菊は喉を曝け出し、びくびくっと体を震わせた。孝明の膝に溢れる愛液は地面にも滴り落ちている。雛菊はくたりと木に背を預け、動かなくなった。

「あ……あ……」

　声も出せず唾液が口の端から零れるほど、絶頂の余韻に浸っていた雛菊のそのような姿を見て、孝明はごくりと唾を呑みこんだ。

「雛菊」

　名を呼んで、膝をゆっくりと外す。ぬちゃあ……と、蜜が一本の糸となった。孝明はそのまま力の抜けた雛菊の膝裏に手を入れ、持ち上げた。

「え？　やあっ……」

　丸見えになった陰部に、孝明の雄が突き刺さる。

「ひゃああっ……ん」

　ぐちゃあと音を鳴らし、屹立が一気に雛菊の中を擦りあげた。

「あ……あ……あっ、いやあああ」

　おろしてくれとせがみながら、孝明の肌に爪を突き立てる。

「こんな格好っ……いやっ……」

　膝裏を手で支えられながらもお尻は宙に浮いている格好だ。恥ずかしさでいっぱいになりながらも、快楽を与えられ、雛菊は逃れることができない。

「孝明様っ……おろしてっ」

「どうしてだ？　奥まで入り、気持ちがよいだろう？　それに……」

　ゆっくりと入り口まで引き抜いて、またゆっくりと奥底まで挿入する。

「興奮しないか？　こうして俺とお前は……一つに繋がっている」

　結合がより深くなる。

「はうっ……」

　お腹が圧迫され、苦しい。だが、それよりも快楽のほうが勝り、雛菊は言葉を失うほどに与えられ続ける快感に酔いしれる。

「繋がっているんだ、なにもかも」

　孝明は掠れた声で、小さく呟いた。

「ひっ……」

　同時にぐんっと最奥を肉棒で抉る。激しい律動が繰り返され、ぱんぱんっと腰を打ちつける音が鳴り響いていた。

「んっ……くぅぅ……っ」

　雛菊は与えられる快楽を受け止めようと、必死に孝明の肩にしがみつく。

「あ、あ……孝明さっ……まぁぁ」

「……っ……ひなぎ……く」

　雛菊の中を何度も穿ち、そして引き抜いた。ぽたぽたと地面に濁った欲が迸る。雛菊の蜜壷はさきほどまでみっちりと入っていた肉棒を探すかの如く、ぱくぱくと開いたり閉じたりを繰り返していた。ずるりと雛菊の体は下がり、慌てて孝明はその体を支える。

　大丈夫か？　と口に出そうとしたが言葉が出ない。着物が肩からはだけ、背中に傷痕が見えていたからだ。

　おのれの心臓がどくんと呻った気がした。

　──これは……。

　以前目にしたときは一瞬だったが、今度は雛菊がぐったりと体を孝明に預けている所為で、背中がはっきりと見えていた。震える指先で、そっと傷口をなぞる。

「やっ……触らないでください！」

　ぴくりと反応した雛菊は目を大きくさせ、一瞬にして孝明の手を払いのけた。

「それは……やはり刀傷」

　雛菊は乱れた浴衣を整えながら、黙ったままだ。

「しかも、かなり古い傷痕と見受けられる」

「これは……その……」

　聞き取れないほどの小さな声は次第に消え、沈黙と化す。

「何か、思い出したのか？」

　孝明が沈黙を破ると、雛菊ははっとしたように顔を上げる。

「思い出したくもございませぬ」

　おのれの体を強く両の手で掴む雛菊は少し震えていた。余程、思い出したくない記憶なのか？　幼き頃から感情を押し殺す訓練を受け、人を斬り続けることを生業（なりわい）としてきた孝明には雛菊の複雑な思いなど想像もつかない。だが、その悲しい表情を見ると、触れたくなる。溢れる涙があれば、拭いたくなる──。

「雛菊、なにがあったというのだ？」

　そっと、孝明の手が雛菊の頬に触れた。体の震えはぴたりと止まり、雛菊はその大きな手をそっと掴み、おのれの頬に擦りつけた。

「不思議……孝明様に触れられると、心の中が温かくなります」

　目を閉じて、雛菊はそっと昔を思い出す。

「……十の頃でした。夜道で……わたくしは父上と母上と共にいきなり黒い衣に身を纏った男に斬りつけられたのです」

　どくんと心臓が忙しなく動いた。見覚えのある光景がふと、脳裏に過ぎったからである。

「十の頃……というと十年前くらいのことか？」

「正確には覚えておりませぬが……たしか十になる少し前だったかと。十年、もしくは十一年前だったと記憶しております。定かではないんでしょうけど……」

　言いながら、雛菊は目を細めた。

「ときどき、思うのです……。あのとき、何故わたくしだけが生き残ったのか……と、親の仇にもし、いつか会えることができるのならば、尋ねてみたいものです」

「なんと……尋ねる？」

「……どうしてわたくしを生かしたのか」

　雛菊の言葉に、孝明は足がふらつく感覚を覚えた。重なったのだ。あの日の少女と雛菊のことを重ねて見てしまっていた。いや、違う。もしかすると、雛菊こそが……俺がこの手で斬りつけた……少女なのか。

　孝明は拳を握りしめると、強く目を瞑った。手のひらに爪が食い込み、じわりと血が滲むほどに……。

「背中の傷は……若い男に斬りつけられたのか？　少年のような……奴だったか？」

「そこまでは……覚えておりませぬ。月明かりにうっすらと浮かんだのは真っ黒な衣だったと記憶してはいるのですが……」

　おのれの記憶を辿る二人。

　──雛菊の両親を殺し、背中に大きな傷をつけたのは俺なのか？　それとも……他の暗殺業しのびの者なのか？

　くちびるを噛みしめながら、孝明は眉間に皺を寄せる。

　──あのときの記憶は鮮明だ。もし、俺がお前の仇なら……。

　雛菊を見つめる孝明。そんな切ない視線に、雛菊もふと気づいた。

「どうなされましたか？　孝明様」

　小首を傾げる雛菊の姿があまりにも愛らしくて、孝明は胸の奥に火が灯ったことを微かに感じていた。

「……っ……」

　雛菊の小さな手を強く握りしめ、帰り道を歩く。

　──いや、そんなはずはない。だが……俺がお前の美しい肌に傷をつけたとしたならば……。

　考えたくもない、とその考えを打ち消した。いつもと様子の違う孝明の姿に気づいていた雛菊だったが、なにも語らず、ただ黙ったままだ。

　身支度を整えさせると、孝明は彼女を家まで送り届けた。

「やはり、もう参られるのでしょうか？」

　雛菊が洗濯し、綻びを繕ってくれた薬売りの衣装を身につけた孝明に、雛菊が声をかける。その声を振り払うように孝明が背を向けたと同時に、縋りつかれる。それは今まで味わったことのない温かさだ。温かくて、愛おしくて……もっと触れたいとさえ思う。

　孝明は拳を握りしめ、縋った雛菊の手を振り払い、大事な浴衣を丁寧に畳むと、雛菊に手渡す。

「ここにいれば……錯覚してしまう。日常の在り方、生き方が今までとは真逆で、俺は……」

　くちびるを噛みしめ、喉奥から出かかった言葉を呑み込んだ。

「祭りに行くことができて、感謝している」

「孝明様……」

　浴衣を受け取りながら、雛菊はただじっと、孝明の言葉を一つ一つを静かに聞いていた。

「お別れ……なのですか？　先ほどは、あんなに熱く抱いて……」

　言葉がうまく紡げない雛菊は、途切れ途切れになりながらも気持ちを伝えようと必死だ。

「雛菊、俺は……」

　真実を知りたい。お前のその背中に傷をつけた者は……俺なのか？　俺じゃないのか？

　ただ、知りたい。お前が……どうやって今まで生きてきたのかを。

　苦しんできたのか、大変だったのか？　それとも……幸せだったのか？

　いや、そのような傷を抱えて、幸せであるはずがない。

　孝明はそう思いながら、口を開く。

「……一度里に戻らねばならぬ」

「里……ですか？」

「ああ。俺が……育った場所だ」

　雛菊はふっと笑みを見せた。

「孝明様の生まれ育った里というものを一度見てみたいものです」

　雛菊の言葉に、孝明の心の奥底が疼きだす。

　──お前の親を殺したかもしれない者が育った里なのだぞ？

　思っていても言葉にはできない。

　──いや、考えすぎだろう。そんな偶然があるわけがない。そう……思いたい。

　孝明は、堪らず雛菊の体をそっと抱きしめた。

「すぐに戻ってくる」

　額に口づけ、孝明は小さく呟いた。雛菊はそっと目を閉じ、孝明の背中に手を回す。

「待っております……」

　さわさわと草木が音を奏でていた。それはとても心地よく、二人の心の中に染み込んでいった──。






四　絶望に射す光









　孝明は深い森の中、風のように木から木へと飛び移りながら移動し、ある場所に辿り着くと、音も立てずに地面へ飛び下りた。久方ぶりに体を動かしたので、ほんの少し体がぐらつく。

　──足がなまっているな。

　孝明はそう思いながら、おのれの体の状態を確認すると、廃屋の裏にいる一人の男の足許へ膝をついた。

「春日かすが様」

「孝明！　お主、生きておったのか？」

　孝明と同じく真っ黒な衣服に身を包んだ春日と呼ばれる男は、孝明の姿を見た途端、瞠目した。

「申し訳ございません。深手を負ってしまい……任務が遂行できない状態でありました。ようやくこの場所に辿り着いた次第でございます」

　深々と頭を下げる孝明に舌打ちをする。

「お前の所為で仕事が大幅に遅れたのだ。そのおかげで我ら忍びの存在が、危うく表沙汰になるところだった。遺体の後始末は儂が行ったから大事には至らなかったがな……。責任は里へ帰ってからとってもらう」

「……御意」

　孝明は小さく呟いた。

　ここは、雛菊の家から三里ほど離れた、小高い丘の上だ。一軒の古びた家屋がある。常に、忍びが最低でも二人は常駐しており、情報を共有しているのだ。任務中に不測の事態が起きても、この廃屋に辿り着くことができれば、長門の忍びの誰かに状況を報告することができる……というわけだ。

「新たな密旨があった。失敗はできぬぞ。よいな？」

「……わかっております。春日様」

　孝明より幾分歳上の春日は切れ長の鋭い瞳をしていた。瞬殺を得意とし、孝明のいわば師匠のような存在だ。孝明を幼き頃から感情のない忍として育て上げたのは紛れもなく春日だ。春日の言うことはぜったいであり、逆らえない。

「で、ようやく動けるようになったということは……毒……か？」

　春日の言葉に、孝明は戸惑いながらも頷いた。

「……切っ先に毒が塗られておりました。鳥兜のような神経系の新たな毒が開発されたかと……」

「あれだけ訓練をしたというのに……」

　ちっと再び舌打ちが聞こえた。

「申し訳ございませぬ。拙者の……未熟さが仇となりました」

「そうだな、里に帰ったら訓練を一からやり直す」

　春日の言葉に孝明は顔を上げた。

「そのことでご相談があるのですが……」

　春日は一睨みすると、「なんだ？」と低い声で返事をした。

「しばし……ここに留まりたいと考えております」

　風が二人の間を拭き抜けた。ぴりぴりとした不穏な空気が流れ始め、ふたりの動きが止まる。

　しばらくして、先に口を開いたのは春日だった。

「それは任務あってのことか？」

「いえ……その……」

　孝明は俯く。どう、答えていいのかわからず、ただ黙ったままだ。痺れを切らしたのか、春日は深いため息を吐く。

「話は後で聞く。ここから三里離れた場所で任務だ。急ぐぞ」

　孝明は頭を下げると、一瞬にしてその場から消え去った。







　広い屋敷は、時間が止まったかのように、妙に静かで不気味だった。

　今、この屋敷には、いったい何人の人間がいるのだろうか。そう考える。

　任務は暗殺。暗殺部の孝明の仕事は、孝明たちの主にとって邪魔となる者を抹殺すること。今回は密命を受け、ある屋敷に忍び込んだ。この屋敷に住む者、すべて根絶やしにすること──。

　殺す者の素性は知らされる場合と知らされない場合がある。

「屋敷にいる者を一人残らず殺せ。たとえ鼠一匹だろうと取り逃がすな！　動くものすべて──だ」

　春日の言葉に孝明は誰にも見つからぬよう、静かに拳を握りしめた。ゆっくりと忍び刀を背中の鞘から抜くと、もう片方の手には苦無を握りしめた。

「二人も三人も必要ない。孝明、お前が家の中に一人でいくのだ。拙者はここで、逃げてきた者を討つ」

　ほくそ笑むその姿は、鬼のようだ。孝明の目にはそう映った。

「御意」

　──いや、俺も鬼だ。殺される相手の目からすれば、俺も鬼と見えるだろう。

　刀を握りしめる手が、微かに震えている。あの日と同じように……。

「春日様……拙者は……」

　春日に体を向き直った孝明の真横を、なにかがさっと横切った。振り返ると、木造の家に一瞬にして火の手があがった所だった。

「なっ……春日様っ？　いったいなにを……」

　燃え上がる炎に孝明は驚きを隠せない。

「油を染み込ませた布を投げ入れた。火を点けてな」

「春日様……あなたは……」

　言いかけたところで、春日の言葉が重なる。

「行け、孝明。火でじわじわと焼かれるよりも、お前のその手で一瞬にして殺めてやったほうが幸せだろう」

　幸せ？　なにを思って幸せだと言えるのだろうか？

　孝明は静かにくちびるを噛みしめた。

「一瞬でも躊躇するな、孝明。お前は……選ばれた者だ。その冷酷さと残忍さは、長門の忍びの中でも最強だ」

　わざとそう言っているように思えた。姿を消していた数日間の甘さを見透かされている……きっと、多分そうだ。

「躊躇など、しません。拙者は……鬼──」

　そう、躊躇などしない。たとえ、数日間甘ったるい世界を味わって、人間臭くなってしまったとしても、鬼は鬼、この手は真っ赤な血に染まっている──。

　血飛沫が一気に吹き上がった。鼻先まで黒い布で覆われている為、煙を吸うことはほとんどない。だが、今にも焼け落ちそうな家屋ではのんびりしている暇もなく、孝明は次々と人を襲った。

「はあっ……はあっ……」

　──火の回りが早い。うかうかしていたら俺自身も……この業火に焼かれるだろう。

「どこだ？　動くものはどこだ？」

　もはや雛菊に出会い心が揺れていた孝明はそこにはいない。躊躇うことなどしない、ただ、主の命のまま、人を斬りつける感情のない忍びの孝明がそこにはいた。

　がたりと背後から音がした。ゆらりと人の影が見える。裏口から逃げようとしたのだろうか。

　母親らしき若い女と、守るようにその胸に抱きかかえられた赤子が、そこにはいた。

「……っ……」

　目を見開いたまま、孝明はごくりと息を呑み込む。

　子を守る母の姿を目の当たりにし、動けなくなった。震える手で、強く苦無を掴みなおす。過去の幻影に揺らぎ、くちびるを噛みしめる。そう、あの日のことを思い出してしまった。

「こ……この子だけでも、どうか……どうかお助けを！」

　泣いて懇願する母親の声が、孝明の鼓膜に響く。この二人を助けてしまえば、孝明は命令に背くことになってしまう。だが、命乞いをする女に、孝明はあの日の記憶を重ねてしまう。そしてさらに、その若き女に雛菊の姿を重ねてしまったのだった。

　──雛菊、やはりお前はあのときの子どもなのか？

　雛菊の幻影に問う。その幻影はなにも答えない。おのれで決めなければならない。目の前の親子を殺すか生かすかを。

　ゆっくりと震える手で、苦無を握りしめ、切っ先を構える。

　長門一族に忠誠を誓い、一族の裏の仕事を任されるようになった。それは、孝明自身を信じてもらっているということ。頼りにされているということ。

　──今まで心を鬼にして生きてきたというのに……。何故、躊躇う？

　何故、戸惑っているのだろうと考える。

　──そうだ。あの日の光景を思い出したからだ。俺が唯一ただ一人、助けた少女のことを……。

　きゃっきゃっと笑う赤子を孝明は見据えた。口許の布をそっと外す。幸せな家庭だったのだろう。赤子の笑い声を聞くとそう思えた。

　構えていた苦無を、そっと下ろす。

「……行け」

　くちびるが震える。

「早く行けっ」

　孝明は腕を伸ばし、戸口のほうを指さした。女は驚いていた様子だったが、赤子を大事そうに抱え、慌てて戸口へと向かう。その女の背中を見つめながら、孝明はおのれのしたことに呆然としていた。

　──俺はなにを……？　何故、女と赤子を助けた？　任務遂行はぜったいだ。それなのに……俺は……女と赤子を助けてしまった。

　孝明は目を見開いたままその場に立ち尽くしていた。

「きゃあっ」

　悲鳴と共に、生々しい鈍い音が聞こえた。孝明は思わず顔を上げる。

　女が出て行ったほうへと急いで回り込んだ孝明が見たものは、さきほどの女と赤子が息絶えた姿だった。

「……っ……」

　亡骸に駆け付けようとしたが、躊躇した。目の前に春日がいたからだ。

「孝明っ？　なにをしておるのじゃっ？　二名こちらに逃げ出してきたぞっ」

　倒れ込んだ女と赤子は春日に一突きで息の根を止められたのだろう。亡骸から血が滲み出し、孝明の爪先を真っ赤に濡らした。

　敢えて春日のいない裏口を教えたというのに……。

　孝明はその亡骸を見据え、拳を握りしめた。体の奥底から打ち震える。

「根絶やしにすると言っただろう？」

　春日の低い声が孝明の鼓膜にこびりつく。

「申し訳……ございません。春日様」

　それだけ言うと、強くくちびるに歯を押し当てた。血が滲むほどに──。

「われらは長門一族の忍びとして、恥じない生き方をしなければいけない。情けは無用だとあのとき申しただろう？　孝明」

　殺気が満ち溢れ、ひしひしと伝わってきた。

「なにをしておる？」

　春日の低い声は、孝明の体に響き渡り、孝明は見開いた目を閉じることができないでいた。その声は、過去の地獄のようだった訓練を思い出させる。

「か……すがさ……ま」

「二人も取り逃がしたではないか。お前らしくもない」

　孝明を暗殺部の忍びとして育て上げたのは紛れもない春日だ。命がけの任務を遂行するための術を教えてくれた春日との関係は切っても切れない間柄であり、それは一生、死ぬまで続く。春日に逆らうことは、裏切りを意味していた。

　がくりと膝から崩れ落ちた孝明は砂利を握りしめながら、俯き項垂れた。

「春日様、申し訳ございませぬ。拙者の……不手際でございます」

「次はないぞ、孝明。次、こんなことが続けば……命がないと思え」

　握りしめた砂利は、まるで孝明の心の如く、ばらばらになって指の隙間から零れ落ちる。

「捨てられた赤子のお前を拾ってやったのは誰だ？　長門一族の長おさであろう？　貴様は恩を仇で返すつもりかっ？」

「わかって……おります、春日様。捨てられた俺をここまで育ててくれた御恩は一生忘れないと、長に誓い申しました。その心は今も……変わっておりませぬ」

　──俺の運命は最初から決まっていた。苦しくて、泣きたくても誰も傍にはいない。人を殺めることでしか、俺は生きていくことができない。

「失敗は挽回せねば、いけぬのぉ？　どうだ、孝明。もう暫くこの地に留まり、任務を頼まれてはくれないか？　お主一人で……」

「拙者一人で……でございましょうか？」

「ああ。諜報活動のほうが人手不足でな。暗部の忍びもそちらに行っておる」

「どのような……任務でございましょうか？」

「とある家老一家を皆殺しにする」

　春日の言葉に、孝明は耳を疑った。驚愕して、声が裏返る。

「また……ですか？　皆殺しとは……赤子もすべて……ということでございましょうか？　もう……このような赤子を殺すようなことは……」

「貴様が言うか？　孝明」

　びくりと、孝明の体が静止する。

「長門の裏稼業を担ってきたのは紛れもない貴様だ。その手は数多の武士よりも……血に染まっておる」

「俺……せ、拙者は……」

　気が動転していた。春日の言葉は、的確に孝明の心の中を打ち砕いて行く。

「今さら、まともに生きようなどと思うな。命乞いをする者を助けようと思うな」

「ですが……子どもにまで手をかけることは……反対でございます」

　先程殺された赤子を思いだし、くちびるを噛みしめた。

「長の命令だ。いいか、家老の血筋は根絶やしにしろ。生かしておけば、必ず危険な存在になりうる血筋なのだ。貴様はただ、この国の為に任務を遂行すればよい」

　孝明の頬を一撫ですると春日は、口の端を吊り上げた。

「二度目はないぞ、孝明」

　鼓膜に張り付くような声。目の前には無数の屍が横たわっていた。胸の奥が軋む。今までこんな感情はなかった。ただ、命令されるがまま、人の命を奪ってきた。いや、あったとしても、きっと、心の奥底にしまいこんでいた。気づかぬふりをしていたのだ。

　──これが、俺の生きる運命さだめか。

　家屋が炎に包まれるのを、ただ、見据えていた。ただ心を無にして見つめることしかできなかった。血と泥にまみれた手が行き場を失う。がらがらと音を立てて、目の前の家屋は虚しさと共に崩れ去った。
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　真っ暗な部屋で、雛菊はゆっくりと体を起こした。

　眠れずに起き上がり、暫しその場で座っていた。静寂の中で、ゆっくりとため息を吐き出す。頭の中は孝明のことでいっぱいだった。初めて触れた男は薬売りで……まさかこんなにも慕うことになろうとは、考えていなかった。だが、一緒にいると心が落ち着く。触れられると体が熱くなって満たされる。寂しさから解放されるのだ。

「孝明様……」

　名を呟いて寂しさを紛らわす。すぐに戻るという言葉を信じて待つしかない。そんな中、戸口のほうで物音がした。

　雛菊は、脅えるように一点を見つめた。ゆっくりと立ち上がり、戸口へと向かおうとしたそのとき、声が聞こえた。

「雛菊、俺だ」

　雛菊は吃驚し、慌てて戸口の心張り棒を外した。がらりと勢いよく引き戸を開ける。目の前には憔悴しきった孝明の姿があった。

「こう……めい様」

　戸口の壁に背を預けていた孝明は、いつもの様子とは違っていた。目は虚ろで、荒い呼吸を繰り返している。

「孝明様っ？　戻って来られたのですねっ？」

「……ああ」

　丑三つ時が過ぎた頃だった。孝明はふらりと家の中へ入る。そして、雛菊の寝床へとゆっくりと向かい、その場に腰を下ろした。

　今にも倒れそうな孝明の姿に、雛菊は心配でたまらない。

「ご無事だったのですね……」

「心配……してくれたのか？」

　俯きながら、孝明は小さく呟いた。

「え？　ええ、それはもちろん……」

　雛菊は慌てて言葉を返すが、孝明の手は、雛菊の手首をしっかりと掴んでいた。

「あの、孝明様……？」

　やっぱりおかしいと、孝明の姿を見て、雛菊はそう思った。顔を覗き込もうとした瞬間、ぐんっと手首を引き寄せられ気づいたら孝明の胸の中に顔を埋めていた。

「許可が下りた」

　頭上からの声に、雛菊の体はぴたりと止まる。胸に埋めていた顔を上げ、孝明を見上げた。

「え？」

「しばらく此処にいる」

　孝明の言葉に雛菊は驚きを隠せない。

「ま、まことでございましょうか？」

　声が裏返ってしまった。そんな雛菊の反応に、孝明は声を出し笑った。

「はははっ、なんだ？　その声はっ……ははっ」

　腹を抱えながら笑う孝明の姿に、雛菊はそっと目尻をさげた。

「初めて笑ってくれましたね、孝明様」

「はじ……めて……？」

　──そうだ。こんなにも声を出して笑ったことなどない。笑うと殺される。そう教えられてきたからだ。家に帰ると笑顔の雛菊がいて、出迎えてくれて、温かいご飯を食べることができる。ゆっくりと腰をおろし、美しい花火を見ながら、他愛もない話をする。そんな当たり前のことさえも俺には……すべてが新鮮だった。

　驚いていたのは孝明自身だった。自分自身の笑い声に驚き、呆然としている。

「お前は……俺の知らないことを教えてくれる。俺を……人に戻してくれる」

「人……？　いったいどういう意味でございましょうか？」

　雛菊の問いかけに、孝明はふっと優しく微笑む。その笑顔に雛菊の心音が高まった。

　慌てて目を逸らし、孝明に背中を向ける。座ったままの雛菊は布団を直す素振りを見せた。

「あの、お布団もう一枚敷きますね。疲れましたでしょう？　ゆっくりお休みになられて……」

「雛菊」

　背後から声がした途端、いきなり温もりに包み込まれる。孝明の逞しい胸板が、雛菊の背中に押し当てられた。腕は首に絡み、簡単に逃れることはできない。突然の抱擁に、雛菊は驚き目を丸くさせた。

「こ、孝明様っ？」

　声が跳ね上がる。孝明の舌先が雛菊のうなじを這い始めたからだ。

「お、お布団をもう一枚敷かなくてはっ……」

「ここでいい。お前と……一緒がいい」

　つつつ──っと、舌先が首筋を這う。熱い舌は、何度も首筋を往復し、雛菊の感度を上昇させた。

「……っあ」

　首筋を舐められただけで、雛菊の体はびくりと反応する。下肢が熱くなり、疼き出す。

「俺と寝るのが不服か？」

「そ、そんなことは……」

「なら、いいだろ」

　首筋から今度は耳たぶを舐められた。

「ひゃあっ……」

　軽く甘噛みされた後、耳の中に舌先が入り込む。くちゅりと水音がして、雛菊は肩を竦めた。だが、後ろから羽交い締めにされている所為で、逃げることができない。

「あ……あ……」

　おのれの首に絡む孝明の腕をぎゅっと握りしめた。そんな雛菊の姿に、孝明は胸を締めつけられた。

　たった今、人を殺してきた。助けられた命を助けられなかった。暗殺を生業としているというのに、情けが心に芽生えてしまった。

　──人の感情が戻りつつある。

「お前の所為だ。お前の……」

　強く雛菊を抱きしめ、孝明は彼女の首筋に顔を埋め嘆いた。

「え？　こ、孝明様？」

　項垂れる孝明の頭にそっと触れる雛菊。思わずびくりと孝明の体が強ばった。

「辛いときは……口に出して吐き出してよいものですよ？　なにかあったのかは存じ上げませんが」

「雛菊」

　顔を上げた孝明は触れられた場所が熱いことに気づいた。

「で、出しゃばったことを言って申し訳ございませんっ。孝明様があまりにも……あまりにもいつもと違った様子でしたので」

「いつもと違う……か」

　──そうだな、いつもと違う。いや、雛菊に出会ってからずっと……俺は俺ではない。

「どこがどう違う？　言ってみろ、雛菊」

　言いながら、孝明は雛菊のふとももにそっと指先を這わす。つつつ──っと太腿をなぞり、寝間着を捲りあげた。

「あっ」

　露わになった白い足をゆっくりと下から撫で上げる。くすぐったいようななんともいえない感覚に雛菊は目を閉じた。

「雛菊、ほら。言え」

　さらに指は下肢の膨らみのある部分へと到達する。

「……いつもより、何故か、元気がなくて……触れるのも優しくゆっくりで……」

　くいっと布地の上から陰部を探り当てられ、びくんと雛菊の体が浮いた。孝明は閉じた足をこじ開け、腕で固定する。

「足を閉じるな」

　背後から耳許にささやかれ、耳にくちゅりと舌先が入る。

「んっ」

　それだけでも感じてしまった。ぞくぞくぞくと上りつめる快感。まだ触れられていないのに、自分でも濡れているとわかる。胸のいただきは布越しでもわかるほどにぴんと張りつめていた。

「勃ってるぞ？」

　孝明の大きな手のひらが胸を包みこむ。そのまま尖端には触れずに、ゆっくりと円を描くように揉みしだいた。

「んあっ……」

　触れられたくてたまらないのに、もどかしくて気が狂いそうになる。背後の孝明の衣服を握りしめ、訴えてはみたものの、なにも変わらない。愛撫はゆっくりと優しい。

「哭いてくれ、雛菊。もっと俺を欲しいと願え」

「わ、わたくしはっ……」

　話の途中で、くちびるが塞がれた。

「ふっ……ううっ……んんっ──」

　くちゅくちゅと舌先が入り込み、雛菊の口内を舐め回す。

「あっ……んんんっ」

　強く腰を引き寄せられ、孝明のくちびるは雛菊の小ぶりなくちびるを完全に覆った。同時に着物をずらされ、乳房が外気にさらされた。そして、両胸の突起を指先で摘まれ、くりくりと弄られる。

「んん！」

　跳ね上がる体は、下肢の熱がさらに増した。もぞもぞと膝を擦り合わせようとするが、孝明の腕がそれを阻止する。後ろから羽交い締めされたままの雛菊は身を捩らせた。膨れ上がった乳首を何度も爪先でこりこりと引っ掻く。

「ひゃあ」

　いやいやと頭を振る雛菊は孝明の腕に縋った。

「触れてほしいか？　雛菊」

　孝明は耳に舌を挿し込みながら尋ねる。頷くことしかできない雛菊は涙目になりながら訴えた。

「こ……めい様、お願いっ……します」

　途切れ途切れの言葉を聞き、孝明はそっとささやく。

「望みどおりに」

　にやりとほくそ笑んだ後、孝明の指先が陰部に触れた。

「溢れているぞ？　そんなに触れてほしかったのか？」

　蜜壷に指先を浅く埋める。くちゅりと音が聞こえ、雛菊の体がびくびくと跳ね上がった。

「あ、あ、あ──っ」

「やらしいな、お前の体は。本当に俺が初めてなのか？」

　仰け反る雛菊の背中を受け止めるかのようにして、ささやいた。孝明の逞しい胸板に押し返され、雛菊は「うっ」と喘いだ。

「まだ、先っぽしか入れていないぞ？」

　言いながら、長い指が奥底まで一気に入った。

「はああっ……ん」

　止まらない蜜が溢れ、指が動くたびにぬちゃぬちゃと卑猥な音を醸し出す。淫いん靡びな雰囲気の中、雛菊は再度体を震わせた。果てようとも、足を閉じることだけは許されない。さらに指の動きは激しさを増し、快感の波が再び容赦なく襲ってくる。

「ああっ、もう……もう無理でございますっ、孝明様ぁぁ」

　嘆いても孝明の耳には届かず。ただ無心に雛菊の中を掻き混ぜる孝明は、雛菊の淫らな姿を見つめるばかり。

「あ、あ、や……ああ、また……きちゃうっ……」

　指の尖端で、中を抉ってやると、雛菊は軽く達してしまった。座っているため、布団にまで愛液が溜まっている。ゆっくりと指を引き抜くと、雛菊の体は崩れ、布団の上に倒れ込んでしまった。

「何度目だ？　達するのは……」

　はあ、はあ……と荒い息が漏れる。虚ろな瞳で雛菊はおのれに覆い被さる孝明の姿を見つめた。

「溢れすぎて、布団の色が変わってしまったぞ？」

　ぐったりと横たわる雛菊のふとももを掴み、ぐいっと上へ持ち上げた。丸見えになった陰部に息を吹きかけて、ゆっくりと舌先を這わす孝明。

「ひゃああっ……」

　ぬるりとした舌が、溢れ出た愛液を丁寧に舐め始めた。

「やっ……やだっ……」

　二枚の花弁を開き、じゅるじゅると音を立てて、ぬめりのある中に吸いつく。びくりと雛菊の腰が浮いた。頭の中が痺れるほどの快感が広がっていく。意識を保とうとしなければすぐにでも達してしまいそうな状況の中、孝明は再度彼女の中に指を埋めていく。

「……あっ……はうっ……ん──」

　淫芽をくちびるで覆われ、蜜壷の中を指で弄られると体が震え始めた。

「……おかしいっ……です、孝明様っ……わたくしっ……」

　体験したこともないような大きな波がくると悟った雛菊は声をあげた。

「なにもかも俺に曝け出せ、雛菊」

　言いながら、孝明は淫芽をちゅうっと思いきり吸い上げた。

「ひゃっ……」

　声にならない声が漏れる。

「やっ……ああああっ……んくぅ──」

　愛液が溢れ出た。透明の蜜が、孝明の頬を濡らし、滴り落ちる。

　ゆっくりと流れる蜜を舌先で掬い上げた孝明の妖艶な姿に、雛菊は声を失いそうになった。

「こ……めい様……」

　孝明は、おのれの手や腕に滴る雛菊の愛液をゆっくりと舐め取る。雛菊は胸が締めつけられるような思いになった。

「雛菊」

　名を呼ばれたかと思うと、腰をぐいっと引き寄せられる。寝間着はもはや肌を隠す機能を果たしていない。

　かろうじて結ばれていた寝間着の紐に手をかける孝明。強く引っ張ろうとしたその手を、雛菊の手が止めた。

「やっ……解かないでくださいませっ……」

　俯きながら紐を解くことを拒絶する。

「何故だ？」

「わ、わかりきったことを聞かないでくださいませ」

「背中の傷のことか？」

「そうでございます！　この傷の所為でっ……所為で……誰とも……触れ合うことなんてできなかった」

　つーっと雛菊の頬を通過する涙。

「触れ合ったのは……孝明様ただお一人でございます。孝明様がなにもかも……初めて」

　雛菊はゆっくりと手を伸ばし、孝明の頬に触れた。肌に触れる指先が熱い。指先から伝わる熱が、孝明の心を動かした。

「親を殺され、天涯孤独となったわたくしは一生誰からも愛されることなく死んでゆくのですっ……」

「背中の傷、見せてくれないか？」

　孝明の言葉に雛菊は目を見開いた。そして、激しく拒絶する。

「い、いやです！　いやでございますっ！　こんな、こんな気持ちの悪い傷っ……誰にも見せとうございませぬっ……きゃあっ」

　雛菊の言葉を無視して、その体をくるりと反転させた孝明は、彼女のうなじに手を伸ばす。

「やっ……いやっ！　孝明様っ、離してっ……」

　びくりと体が反応した。うなじに押し当てられた指先がゆっくりと背中へと触れたからだ。

「やっ……だ、お願いいたしますっ、いや……」

　露わになった雛菊の背中の傷痕をじっくりと見て、孝明は言葉を失った。

　──背中の刀傷……。

　左肩から右わき腹にかけて背中を斜めに走る大きな傷。傷痕は盛り上がり、見るに堪えないものだった。ざっくりと斬られた傷跡が残るその背中は悲しげで、孝明は目を逸らすことができない。

　──この切り口……やはり、間違いない。俺の刀の切り口だ。

　ごくりと息を呑みこんだ。

　──傷痕が波打っている。

　孝明の刀は特殊なものとなっており、物打ちの部分がのこぎりのようになっていて、肉だけではなく骨までも断ち斬ることができる。雛菊の背中にはまさにその刀でつけられた傷痕があったのだった。

　──やはり、あのときの……少女が雛菊だったと？

　肩を震わせ泣いている雛菊の姿を見つめる孝明。

「も……離してっ……見ないでくださいませっ……」

　泣きはらした目は真っ赤になっていた。

　──俺が……雛菊の背中を斬った。こんなにも美しい肌をした彼女の背中を……。

　胸が苦しくなった。胸の奥底がぎゅうっと締めつけられて、息もできないほどの苦しさでいっぱいになった。

「お願いっ……孝明様……もう、見ないでっ……」

　泣きじゃくった雛菊の目が見開いた。

「え？　やだっ……孝明様っ？　いやっ」

　孝明は雛菊の懇願を聞こうともせずに、背中の傷痕にくちびるを寄せた。ちゅうっと肌に吸いつき、ゆっくりと傷痕を舌先でなぞっていく。

「ひゃあっ……やああっ、舐めないっ……でぇ」

　くちゅりと音をたてながら、左肩から右わき腹にかけてつつつ──っと、舌を這わせる孝明。吸いついては舐め、もう一度くちびるを窄ませてしゃぶりつく。それの繰り返しだ。ぞくぞくぞくっと痺れが走り上りつめていく雛菊の体。

「やっ……」

　何度も傷痕を舌先で往復した後、孝明は雛菊の体を後ろから強く抱きしめる。乳房を持ち上げるように掴みながら、尖った部分を指で擦りつけた。

「んんっ……ふぅ……」

「雛菊……綺麗だ」

　孝明の言葉に、目を見開かせた雛菊。驚いて、後ろを振り返った。

「え？　な……」

「お前は美しい。この傷も……すべてが美しい」

「そ、そのようなこと……」

「お前の背中に花が咲いた。俺のくちびるでつけた朱い花が──」

　言いながら、孝明はおのれの雄をゆっくりと蜜壷にあてがう。

「咲き乱れて……」

　一気に雛菊の中へと貫いた。

「美しいぞ──」

「ああああっ……」

　ずずずっと何度も腰を打ちつける孝明。ぐちゃぐちゃと卑猥な水音が雛菊の鼓膜に触れる。後ろから乳房を揉みしだかれ、淫芽を摘み上げられると、雛菊の中がきゅうっと狭まった。

「気持ちいいか？　雛菊」

　頷くことしかできない。同時に傷痕を甘噛みされ、雛菊は体を震わせた。

「ひゃああっん」

　ぐったりとしている間にも孝明の穿ちは止まらない。激しく体を揺さぶられると共に、快感が突き立てられ、背中を優しく撫でつけられてはまた果てる。

「あっ……あ……」

　疾うに声は嗄れていた。

「雛菊っ……」

　孝明の指先に力が籠められる。ぱんぱんっと結合部がぶつかり、雛菊の快感の波も止まらない。孝明はぶるっと身震いをして、最奥におのれの欲を吐き出した。ずずっと肉棒が引き抜かれ、雛菊の体はひくっと浮いた。お尻を突き出したままの格好のまま振り返ると、背後の孝明を虚ろな瞳で見る。

「こ……め……さ、ま……」

　まだ、収縮しひくついたままの蜜壷は、孝明自身を欲しがっていた。どくんと孝明の心臓が鳴り響く。

「あうっ……」

　思わずひくつくその場所に舌先を這わせた。

「やああっ……もう……もう、無理でございまっ……すぅぅぅ」

「はあっ……舐めるだけだ。ぐちゃぐちゃになった此処を、俺が綺麗に……してやる」

　ちゅぱちゅぱと再び孝明の舌先が愛液を舐め取る。

「ふっ……わっ……ああん」

　狂いそうなほどに気持ち良く、雛菊は頬を真っ赤にさせながら孝明の舌の動きに酔いしれる。

「雛菊、俺のも……」

　雛菊は体勢を変え、孝明の足許を頭にして横になる。互いの陰部を口に含んだ。

「んっ……ん、んん！」

　──だんだん、わたくしの口の中で膨らんでいく。孝明様の……。

　雛菊は懸命に孝明の肉棒を咥え、舌先で掬い上げた。

「雛菊、苦しくないか？」

　孝明は言いながら、花弁を食む。

「んんっ！」

　びくりと体が浮いて、口での奉仕が止まってしまった。

「まだ、お前の此処はひくひくとして、俺を欲しがっているようだぞ？」

　にゅうっと長い指を蜜口に捩じ込んだ。

「ふううっ……ん！」

　肉棒を咥えたまま、雛菊は体を強ばらせた。

「腰が動いている。気持ちがよいのか？」

「んん……んくぅ──」

　孝明が感じていると思うと、嬉しさがこみ上げてくる。もっと、頑張らなくては……そう思ってしまう。

「んんうっ……」

　雛菊は喉奥まで大きく膨らんだ雄を咥えこみ、舌先を上下左右に動かす。

「雛菊、苦しいなら離せ。かまわぬぞ？」

「んんっ……いや、でございま……すぅ。孝明様……が、気持ちよくならないと……」

　必死に奉仕する雛菊の姿を見ると、たまらず彼女の中にずぶずぶと指を根元まで押しいれた。

「ああっ……んん」

　じゅくじゅくと指を二本、三本と増やし、中を掻き混ぜていく。

「やあっ……掻き混ぜ……ないでっ……ぇぇ」

　激しい水音が鼓膜に響く。雛菊はたまらず、孝明の雄から口を離し、身を捩った。

「先程お前の中に注いだ俺の欲が溢れている。すごい音が鳴っているだろう？　もっと掻き混ぜなくては……な」

　ぐちゅっと指を最奥へと捩じ込んだ瞬間、雛菊は嬌声を上げた。

「ひ、あああっ……」

　びくびくと腰とお尻が震え、止まらない。

「こ……めい様……もう……」

　変えるつもりはなかった。何なん人びとたりとも。おのれの生き方を変えられるはずなどなかったのに……。

「雛菊っ……」

　ぐいっと雛菊の腕を掴んで体を引き寄せると、おのれの体の上に乗せた。

「俺の上に跨れ」

　──お前に出会って俺は……おのれの愚かさに気づいた……。

　背中の傷痕に指を這わせ、そっと撫でる。真っ黒な美しい髪に触れ、口づけた。

「孝明……様……」

　孝明のあぐらの上に跨った雛菊は膝立ちをして、肩に手をかけた。甘い吐息が間近で聞こえる。小ぶりなくちびるがぷっくりと艶を帯びて、孝明の名を呼ぶ。

「そのまま、ゆっくりと腰を下ろせ。すぐにでも奥まで入るっ……」

　そう言った瞬間、孝明の下肢にびりびりと快感が一瞬にして駆け巡った。雛菊の蜜壺の中にすっぽりと肉棒が包まれたからだ。

「……っ……ひな、ぎく……」

　くぐもった声で愛しい女の名を呼ぶ。突然の快感は彼を狂わせた。

「ああっ……」

　ぐちゅりと音をたてて奥まで入った肉棒を出し入れさせようと、雛菊は懸命に腰を揺らす。だが、初めてのことでとてもぎこちなく、瞳が涙で濡れていた。

「雛菊、無理をするな」

「無理などしておりませぬっ。わたくしは……孝明様の為に……」

　涙を流す雛菊の体を強く抱きしめた孝明。耳許でそっと囁いてみせた。

「やはりお前は俺を……狂わせる」

　互いの顔が目の前にある。鼻先から僅かな距離で、孝明はそっと微笑んだ。

「こ……うめい……様」

　額をそっと重ね合わせ、孝明は指を絡ませ合う。そして、下から突き上げるように雛菊の中を何度も穿つ。

「あっ……あ……ふっ、んくっ……」

　背中を仰け反らせながら、雛菊は孝明の上に跨り喘いだ。そんな彼女の中は蕩けきっていて、さすがの孝明も欲を抑えきれない。

「いくぞっ？　雛菊……。もっと俺に曝け出せ。身も心も、ぜんぶ……」

　激しい揺さぶりが雛菊の体を震わせた。孝明はゆっくりと果てた彼女のくちびるに口づける。背中の傷痕に何度も触れながら──。
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　ざわざわと外がなにやら騒がしかった。

「んっ……」

　昼寝をしていた孝明は、寝ぼけ眼を擦りゆっくりと起き上がる。隣にいるはずの雛菊がそこにはいなかった。

　──雛菊？　どこに行った？

　辺りを見回していると、部屋の中は橙色の光が射し込んでいる。

　──まさか、もうこんな時間なのか？　俺としたことが、雛菊が起きだしたことに気づかず、眠っていたのか？

　飯の炊けるいい匂いが孝明の鼻腔をくすぐる。夕餉の支度を終えているのか、白米や味噌汁の香りが漂う生活感あふれるその場所で、孝明は無言のまま土間を見詰める。

　不思議だ。ここにいると、俺の心は安らぐ。

　雛菊の姿が見えないので、孝明は戸口に向かった。

「あははっ、待って、待って～」

「よ～し、今度はわたくしが鬼ですわ」

　ずっと声がしていた。楽しそうな声が。孝明は音を立てないように家の外に出てから、柱の陰に隠れるように様子を窺った。見ると、雛菊と数名の子どもたちが楽しそうにはしゃいでいた。

　孝明は目を細めながら、雛菊たちの姿を眺めていた。ただ、黙ったまま、その様子を見詰める。笑顔で子どもたちと接する雛菊の姿に、何故か胸が騒ぐ。

「それじゃあ、もうこれでおしま～い。あんまり遅くなると、みんな心配しちゃうから」

「ええ～、もうおしまいなの～？」

「雛菊姉ちゃん、もっと遊ぼうよ～」

　子どもたちは駄々をこね、雛菊に縋りつく。

「ごめんね。もうすぐ夕餉の時間でしょ？　日が暮れる前に、早くみんな家に帰らないと。また今度遊ぼうね」

「は～い。雛菊姉ちゃん、約束だよ！　ゆびきりげんまん～」

　雛菊は小指を出した子どもに、おのれの小指を出した。微笑む雛菊の姿に、孝明は息を詰まらせる。

「気をつけてね～」

　何度も振り返り手を振る子どもたちに大きく手を振りながら、雛菊はその場に佇んでいた。

「楽しそうに遊んでいたな」

　突然の背後からの声に、雛菊の肩が竦む。

「孝明様？　見ていてらしたのですか？　それなら声をかけていただけたら……」

「あまりに楽しそうにしていたお前を見ていたらつい……声をかけるのを忘れていた」

「──そうでしたか」

「子ども……好きなのか？」

「ええ、もちろんですわ。孝明様は？」

「俺か？　俺は……別に……好きとも嫌いとも、なんとも言えん」

　会話が止まる。いつものことだ。それでも雛菊は、構わず笑顔を向ける。そんな笑顔を見ると、慌てて目を逸らしたくなる。

「自分の子どもなら……可愛いかもしれんが、そう思わない親もいる。平気で生まれたばかりの赤子を捨てるような親が……」

　ぎりっとくちびるを噛みしめた。

「孝明……様？」

　雛菊の言葉に、孝明は我に返る。

「い、いや……今のは……忘れてくれ」

「十月十日……」

　雛菊は小さく呟いて、おのれの腹に手をあてた。

「母は必死にお腹の子を守り、命がけで産むのです。孝明様も、十月十日、母上様のお腹の中で、ずっと守られてきたのです。だから……」

　雛菊はお腹にあてていた手でそっと孝明の胸に触れた。

「今、ここでこうして……わたくしの前に存在し、生きている」

「雛菊……」

「孝明様の母上様が命を懸けて生んでくださったのですから、こうしてわたくしたちは触れ合うことができる」

　木々がざわめいて、鳥が飛び立つ。夕日に映し出されたその笑顔は、孝明の心に焼き付いた。思わず、雛菊の体を抱きしめる。強く、頭を抱えるように抱きしめると、その体は壊れそうなほど、細いと改めて気づく。

「力を入れたら……折れてしまいそうだな」

「ふふっ……孝明様はお力が強いのですもの」

　互いに、額を押し付けて笑い合った。

　このまま、時が止まればいいとさえ孝明は静かに願う。だが、現実は甘くはなかった。刻一刻と、時が迫っていた。
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　群青色の着物に身を包んだ孝明は、ある武家屋敷の庭を掃除していた。この屋敷の主は、城主に仕える家老の一人で、その能力が認められ、まもなく筆頭家老に任命されると噂の人物だ。

　近隣の大名は、この有能な家老が筆頭家老になることを恐れていた。孝明の主もその一人だ。

　孝明は数日前から奉公人として、この屋敷に潜伏していた。それは、新たな任務を遂行するため。

　新たな任務──主にとって脅威の種である家老一族を根絶やしにすること。

　孝明はその任務を一人で背負う。

　──皆殺し……というわけか。

　ふうっと孝明はため息を吐いた。

　庭や屋敷内の掃除をしながら、孝明は屋敷の間取りや、屋敷の中の人間がどんな動きをしているのかを偵察しているのだった。

「誰か、誰か、こっちに来て」

　声のしたほうへと孝明は向かった。

　声の主は家老の妻──。

「誰か、履き物を持ってきてくれないかしら？」

「……ええ。少しお待ちを」

　孝明は庭下駄をそろえて、踏み石の上に置く。

「ありがとう」

　そう言って、庭下駄を履こうとする女を見て、孝明は言葉を失った。

「……っ……」

　──腹が、膨れている？

「赤子がっ……いらっしゃるのですか？」

　声が震えた。

「ふふっ、もうすぐ生まれるのよ。お腹がもう大きく大きくて……って、あら、あなた……見ない顔ね」

「え、ええ──。つい昨日、こちらへ奉公人としてやってまいりました。旦那様にはご挨拶をしたのですが……」

　──しまった。不覚にも、つい、会話をしてしまった。

「そう、これからよろしく頼むわ。この子が生まれてきたら、いろいろと大変だから……」

「……」

　孝明は黙ったまま、ただ目の前にいる家老の妻を見つめていた。

「ようやく授かった子なの。元気に産まれてくれればそれだけで……いいんだけど」

　下唇をぎりりと噛みしめる。

「十月十日、長いようで早いものね」

　懐に忍ばせた苦無の柄を握りしめていた孝明だったが、その手をゆっくりと離した。













　その夜、家の者が全て寝静まった頃、忍びの装束に身を包んだ孝明は眠る女の肩を揺すっていた。

「早く……」

「え？」

「早く、ここから……逃げてくださいっ」

　昼間、孝明と言葉を交わした家老の妻が寝ぼけ眼で孝明を見詰めている。

　女の腕を掴んで逃がそうとしたそのとき、硝子窓を突き破って、煙幕の球が投げ込まれた。

　──煙幕っ？　皆殺しの合図だ。

　孝明は鋭い視線で煙幕を見つめる。そして、ゆっくりと鞘から刀を抜き出すと、神経を集中させ、構えた。

　──俺には、これしかない。これしか俺の生きる術はない。

　家老の妻の腕を放すと、孝明は別の部屋へと向かった。主寝室で眠っていた家老やその兄弟、さらに使用人を次々と人を斬り殺していく。以前のように全ての感情を押し殺し、無心になって刀を振り下ろす。

「はあっ……はあっ……」

　息が上がる。血飛沫が頬に飛び散っても、拭おうとせずただただ、任務を遂行した。

　──愚かでしかないことはわかっている。それでも、これが俺の……運命。

　何人殺したかわからないほど、辺りは一面、血の海だった。刀を振り払い、付着した血を吹き飛ばす。鞘に収めようとしたところで、外から悲鳴が聞こえた。思わず顔を上げた孝明は、急いで外へと飛び出した。







「ど、どうかお助けをっ……」

　庭に出てみると、赤子を宿した家老の妻が春日に囚われていた。

「春日様っ？」

　──俺が取り逃がした者たちをここで一掃するつもりだったのか？

　女はすでに腕を斬られていた。赤子を庇うように丸みを帯びた腹を守り、蹲っている。春日は、女の背中を一突きにしようと苦無を勢いよく振り上げた。瞬間、甲高い音が辺りに響いた。

「……くっ……かすが、様っ」

　孝明は女と春日の間に入り込み、苦無を刀で受け止めていた。

「孝明っ？　お主、なにをするっ？」

「お……やめくださいませっ、春日様！　この女の腹には赤子が宿っておりまする！」

「貴様っ、儂に刃向かう気か？」

「刃向かう気などございませぬ。ですがっ……たった一人、逃がしたところでなにも変わらない。この屋敷はもう、俺……拙者がこの手で滅しました」

「他を殺したから大目にみろと？　だからこの女と腹の中の赤子を見逃せと？　今更なにを偽善者ぶっておるのだ？」

　ずざっと苦無で斬り込んだ春日の苦無を必死に受け止める孝明。

「くっ……」

　足先が砂利に埋もれた。

「孝明、お前は自分が善人に生まれ変われるとでも思ったか？　みろ、この女、お前の血まみれの姿を見て恐怖に慄いておるぞ？　それでもまだ助けるとでも？」

　たしかに、震える女の目は脅えている目だった。寝ている屋敷の人間を問答無用で殺し、返り血を浴びた孝明の姿は異様だった。女もその姿に震え、孝明の視線が振り向いた瞬間に小さく悲鳴を上げた。

「ひっ……」

　女は慌てて背を向け、逃げ出した。

「おのれも捨てられた身だ。この戦乱の世を一人では生きてなどいけぬ。あの赤子も産み落とされ、後に捨てられる運命かもしれないぞ。ならば、このまま母と共に楽に死なせてやったほうが二人の為だと思わないか？」

　春日は一歩下がり、苦無を走り去る女に向けて放り投げた。

「春日様！」

　孝明はおのれの刀で矢のように勢いよく飛んだ苦無を弾き返した。静寂に満ちた庭に遠ざかる女の足音が響くのが聞こえる。ひゅうっと風が吹き上げ、孝明の髪をそっと揺らす。

　先に口を開いたのは春日だった。

「孝明……貴様、ぬるくなったな。この間までは任務を優先し、必ず遂行していたではないか。人の命など、任務遂行の為には惜しまなかったはずだ。行方がわからなくなってからの数日の間になにがあった？」

「別に……なにもございませぬ」

　孝明は春日から視線を外した。やはり、この人の圧には勝てないと考える。

「人は……そう簡単には変わらぬぞ。お前は……血に染まりすぎている。もう後戻りなどできぬ」

「……わかっております。ですがっ……」

「里へ戻れ。今ならまだ……見せしめのための百叩きだけで、命だけは助けてやろう。それともなにか？　つまらぬ意地を張って、命を落としたいか？」

「いえ……それは……」

「儂はお前の冷酷さに賭けていた。いずれはこの長門一族を担う忍びとなる日を想像していた」

「春日様……」

「忠告だ。次はないと思え」

「春日様！　拙者はっ……」

「三日猶予をやる。身辺の整理をして里に戻ってこい」

　春日はそう言い残すと、一瞬のうちに消えた。

「春日さ……ま」

　声が切なく響き、その場を吹き抜ける風が、柳の葉を揺らす音が聞こえるだけ。

　真っ赤な血は乾いてどす黒く色を変え、孝明の肌にこびりついていた。





　　　◇　◇　◇






　小鳥のさえずりで目が覚め、雛菊はゆっくりと起き上がった。辺りを見回したが、仕事で留守をしている孝明は昨夜も帰ってこなかった。

　いつ帰ってきてもいいように敷いてあった孝明の寝床にそっと触れてみる。寝床は冷たい。孝明の温もりを感じたくても感じられないと、寂しくなる。

「何処へ……参られたのでしょうか……」

　小さく呟いた言葉は、とても虚しく部屋に響いた。







「雛菊、どうした？　手が止まっているぞ？」

　秋の色が深まる頃──。

　日差しを浴びながら芋の収穫をする為に、田畑を耕していた雛菊に、林太郎がそう尋ねた。

「いえ、大丈夫です。少し日差しが辛いかな……と」

「疲れているならばそこの木陰で休んでいろ」

　と、林太郎は雛菊の持っていた鍬くわを手に取り、木の近くをあごで指した。

「あり……がとうございます、林太郎様」

　雛菊はふらつく体で木陰へと移動し、ゆっくりと腰を下ろした。心配で眠れない。三日で戻ると言って出掛けた孝明が戻ってこないからだ。たった一日遅れているだけだが、それだけでこんなに心配になるとは……。

　ゆっくり休んだほうがいいのかもしれない……と、雛菊は目を閉じた。

　林太郎は畑を耕しながら、ちらりと雛菊のほうへと目を向けた。そこには寝息を立てている雛菊の姿──。

　眠っているのかと、林太郎は雛菊に近づいた。

「雛菊……」

　木陰に横たわる雛菊の姿に目を奪われる。疲れ切った様子で眠る雛菊の体に、そっと布きれをかけた林太郎はふと、彼女の首筋にある内出血の痕に気づいた。

「これは……？」

　震える手で、雛菊の首筋に触れる。うっすらと紫色に変色した痣を指先でぎゅうっと押しつけた。

「な、なにっ……？」

　それに驚いた雛菊は慌てて目覚める。気づけば、林太郎が雛菊の顔を覗き込んでいた。

「ひっ……！　り、林太郎様っ？」

　驚いて目を丸くさせる雛菊。余りにも距離が近かったからだ。

「雛菊、これはいったい……？」

「ど、どうかなされましたか？」

「いや、なんでもない。それよりもあの男とは会っているのか？」

　林太郎の言葉に、びくりと体が強ばった。あの男とは孝明のことだ。雛菊は動揺を悟られぬよう、平静を保った。

「な、なんのことでございましょう？　あの御方は薬売り。もうここにはいらっしゃいません……」

「本当に薬売りだと思うか？」

「え？」

　林太郎は低い声で雛菊に尋ねた。

「薬売りがあのような大怪我をすると思うか？」

「それは……わたくしのように野盗に襲われたり……するかもしれませぬ。幾多の山を越えるお仕事ですもの！　そうに決まっておりまする」

　きゅっと胸に手をあて、その手を握りしめた雛菊。

「もう会っていないのならばそれでいい。だがもし今度目の前にあの男が現れたら、尋ねるといい。本当に薬売りなのかどうかを……」

　鋭い瞳が雛菊を射抜いた。林太郎は「もう日も暮れる。今日はこれで終わろう」と一言呟き、帰り支度を始めた。

　林太郎の言葉が頭の片隅にあって離れない。それは、家に帰ってからも同じだった。





　　　◇　◇　◇






　四日ぶりに孝明は雛菊の家に戻ってきた。暁町の屋敷での任務の後、すぐに血に染まった着物を脱ぎ捨て、川で血を洗い流し孝明の足取りはふらついている。

　三日猶予をやると言っていた春日の言葉を思い出す。

「三日……その間に答えを出さなければならぬとは……」

　口角を吊り上げる。おかしくもないのに、笑いがこみ上げてきた。もう、どうしていいかわからない。人を殺すことに慣れきっているせいか、数十人殺した後に血を洗い流してもなんの感情もない。ただ、戻ってくる場所は──彼女の元だ。

　がらりと戸口を開ける。

「雛菊……」

　雛菊の姿を見るや否や、孝明はその体を強く抱きしめた。

　彼女の首筋に顔を埋め、小さく嘆く。その温もりが肌に触れるたびに、すべてを忘れられる。自分自身が感情のある人間だとわからせてくれる。

「こ……めい様？　どうなされました？」

　突然の抱擁に、雛菊は吃驚した。いや、それよりも、彼がこの場に戻ってきてくれたことに驚いている。

　ゆっくりとその手を孝明の背中に回し、強く抱きしめ返した。

「心配……しておりました。ほんの少し離れていただけで、それだけでもわたくし、とても心配でっ……」

「俺もだ、雛菊。ほんの少ししか……離れていなかったというのに」

　雛菊の温もりを感じた孝明は切ない表情でそのくちびるを奪う。

「ふっ……ああっ……んんくぅ──」

　くちゅくちゅと口内を弄られ、雛菊はついていくので必死だ。

「雛菊、もっと舌を出せ」

　言われた雛菊は「んんっ」と舌を出した。孝明は雛菊の震える舌を根本まで咥えこむような勢いで貪ると、そのまま上下に動かす。

「ふうっ……んん！」

　がくりと雛菊の膝が落ちる。それでも孝明の着物をしっかり掴んで離さないのは孝明の表情があまりにも苦しそうだったから……。

「孝明……様？　なにか……あったのでしょうか？」

「……何故、そう思う？」

「そんなに悲しい顔をして……いったいどうなさったのかと思いまして」

　雛菊はゆっくりと孝明の髪に触れた。

「髪が……濡れております。雨など降っていなかったはずですが」

　雛菊の言葉に、孝明はぴくりと反応した。

「お前には隠し事はできないな……」

「え？」

　孝明はふいに、雛菊の体を持ち上げた。膝裏と背中に手を回し、ゆっくりと奥の部屋へと移動する。

「こ、孝明様っ？　おろしてくださいませっ！　自分で歩くことができます」

「いやだ。お前に触れていたい」

　顔が近づき、くちびるが寄せられる。ふたたび、孝明のくちびるは雛菊のくちびるを奪い、そして、ゆっくりとその体を押し倒していった。

「寝ていたのか？」

　布団が敷かれてあったことに気づき、孝明は雛菊に尋ねる。










「今日は少し……疲れておりました故、日中も休んでいたのです」

「なら、そのまま休んだほうがいい」

　気遣いながらそう言うと、雛菊は孝明の体に縋った。

「いやっ、やめないでくださいっ」

　ぎゅうっと腕を掴み、離さない。

「おい、どうした？」

　孝明の体に縋りついたとき、薬の香りは一切しないことに気づいた。薬売りの服や薬箱は見たことはある。だけど、薬売り独特の匂いは感じたことはない。そればかりか──体には無数の傷痕。

　雛菊はくちびるを噛みしめ、泣き出しそうな表情を浮かべる。

「いつ……戻ってくるかわからない貴方様のことを、わたくしは……今日か明日かと待ちわびておりました」

「雛菊」

「薬売りとは……まことでございましょうか？」

　雛菊の言葉に孝明は目を見開いた。

「……疑っておるのか？　俺のことを」

「いえ、そのようなことは……。ただ、貴方様のことを知りたかっただけでございます。わたくしは……孝明様のことを……何も存じ上げません。どこで生まれ、どこで育ち、今までどのように生きて暮らしてきたかを知りたいだけでございます」

　俯いたままの雛菊は戸惑いながらもおのれの気持ちを初めて孝明にぶつけてみた。

「一晩では足らぬ」

「え？」

「一晩では……俺のことは語れない」

　孝明はぐっと雛菊の体を押し倒した。

「お前のことも知りたい。雛菊……。俺に教えてくれ。お前がどう……今まで生きてきたかを」

　言いながら、孝明は雛菊の首筋に舌を這わす。

「恨みながら……生きてきたのか？　親を殺した男たちのことを……」

「男……たち？」

　ぴくりとその言葉に雛菊は反応をした。

　以前、過去のことを少しばかり話した覚えはある。だが、男に斬られたと言ったが男たちとは言っていない。黒い衣に纏った男は一人だったようだと記憶している。

　雛菊は考えようとするが、辛い記憶を思い出そうとすると拒否反応のように、頭の中に白いもやがかかってしまう。

　いつまでも逃げていてはいけない……そう思い、目を瞑って昔を思い返す。

「いや──考えなくていい。雛菊、俺に集中しろ」

「え？　あ……あぁっ」

　ぐいっと腰を引き寄せ、孝明はゆっくりと雛菊の帯と腰紐を解いた。解けた腰ひもがはらりと畳の上に落ちると着物がはだけ、雛菊の裸体が露わになる。恥ずかしさでいっぱいの雛菊は顔を赤らめ、腕で体を隠そうとしたが、それを孝明の手によって阻まれた。

「隠す必要があるか？」

「で、ですがっ……」

　黙ったまま腰巻き一枚になった裸体を見つめられ、じわじわと羞恥心が湧いてくる。

「わたくしの体なんて……汚いだけでございますっ……」

　そう訴える雛菊の掴んでいた手を、孝明はおのれの胸に押し当てた。

「俺のほうが汚い。汚れている」

「……孝明様？」

　一瞬、目を伏せた孝明の表情が沈んだ気がした。

「孝明様はいつも、そのようなお顔をなされますね」

「そのような……とは？」

　雛菊は、そっと孝明の頬に手を添える。

「悲しげな……なにかを後悔しているような。そのようなお顔でございます」

　その言葉に、孝明は目を見開く。

「後悔……か。していないと言えば嘘になる。俺の人生はその後悔さえも許されない」

「それは、どういう意味でございましょう？」

「お前は……知らなくてもいい。いや、知るべきではない」

　露わになった乳房の尖端を、孝明は荒々しく口に含んだ。

「ひゃあっ……ああんっ……」

　濡れたくちびるが、ちゅぱちゅぱと音を立てて、赤く色づいた蕾を弄り舐め、吸い上げる。ちゅうっと強く吸われただけで、体が敏感に反応し、ひくひくと小刻みに揺れ始める。

「やっ……やだっ……」

「やめないでと言ったのはお前だ。雛菊」

　いたずらな少年のような笑みを見せた孝明。その孝明の表情に、雛菊の胸は高鳴り始める。

　恥ずかしい。けれど、触れてほしい。頭の中が押し問答をし、答えが出てこない。

「こ……めいさ……まァァ」

　片方の乳房のいただきを舐められ、もう片方の突起は爪先でこりっと引っ掻かれる。腰がひくひくとし、雛菊の快感が昂る。

「いやあっ……ああ」

　うっと呻き声を出したかと思えば、甘い喘ぎが漏れ出した。

「これだけで果てるとは……。そんなに気持ちがよいのか？」

「も、申し訳ございませ……ん。わたくしだけ……こんな……」

　沈んだ表情を浮かべる雛菊に対し、孝明はそっと口づける。

「違う。そんな意味で言ったのではない。俺はお前が気持ちよくなっていれば、それでいい」

　言いながら、孝明は雛菊の下肢に触れた。そっと、腰を引き寄せ顔を近づけると、腰巻きをむしとり、くちびるを割れ目に沿わせる。ちゅくりと舌先が、ひだの奥にある濡れそぼったその中へと埋め込まれた。

「ひゃうっ……」

　丸まった舌先が中を押し開いた。ぐにぐにとうごめく舌は、まるで生き物のようだと雛菊は思う。

「あっ……ああ」

　両手で顔を覆いながらも、下肢の快楽には逆らえない。そんな雛菊の気持ちを悟ったかのように、孝明は濡れた陰部を執拗に丁寧に愛撫する。一心不乱に其処ばかりを責める。

「んんっ……うっ……ァ……はあん」

　快感を与えられるたびに、腰がくねくねと動いた。だが、孝明の逞しい腕に引き寄せられ、逃げることなんてできない。

「ンッ──ァ……」

　孝明が割れ目の上部に吸いついた瞬間、雛菊の腰が浮いた。それでも孝明は雛菊の腰をしっかりと抱えて離さない。

「やっ……あん、またっ……離し……てぇぇ」

　孝明の腕を押しのけるも、びくともしない。それどころか、さらに舌先はこりこりとした膨らみを押し潰し、吸いながらさらに、割れ目の中を指先で弄る。ひだの中は蜜でいっぱいになっており、ぬるぬるとしていた。くちゃくちゃと音をわざとたてながら、孝明はゆっくりと蜜壷に指を埋めていく。

「あっ……あ──っ」

　刹那に雛菊の体が震えあがった。声が無意識の内に零れ、痙攣が止まらない。喉許を曝け出すほどに仰け反り、うわごとのように孝明の名を小さく呼んだ。

「あ、あ、あ……」

　未だ震える体の中から、孝明はちゅぷんと指を引き抜いた。ぐったりと横たわった雛菊の艶めいた姿を見ると、ごくりと喉が上下する。

　可愛くて、愛おしくて。

　乱暴に、壊してしまいたいほどだ。

「お前の中に……入っていたい。叶うならば……ずっと、永遠に」

「こ……めい様……」

　虚ろな瞳のまま、孝明を見上げた。孝明は眉間に皺を寄せ、切ない表情を浮かべていた。雛菊は手を伸ばす。その指が頬に触れようとしたすきに、孝明のいきり勃った雄が雛菊の中を貫いた。

「ひゃっ……」

　声が出ない。突然すぎて、頭も体もついていかない。

「あっ……うう」

　雛菊の小さな蜜壷をいっぱいにした孝明の熱い肉棒は容赦なく彼女の中を擦りあげる。

「ひゃあうんっ……んん──ああっ」

　体を揺さぶられ、強くしがみつきながらも孝明の首にしがみつく。

「あっ、ああっ……孝明様っ……！」

「雛菊！」

　膝裏を思いきり持ち上げられ、深く何度も突かれる。腰を引いては、捩じ込み、繰り返される穿ち。

「やあっ、激しいっ……で、す。もっと……ゆっくりっ……」

「後でな。今は……とにかくお前の中に俺の──」

「ひゃあっ」

　体を起こされ、孝明のあぐらの上に載せられた。みっちりと先程よりも深く突き刺さる肉棒に、雛菊はぴくぴくと体を震わせる。

「印を刻みたい」

　じっくりと悩ましげに見つめられ、そして、ゆっくりと頬を絡め取られる。

　ひくつく体に、孝明の熱を感じる。

「孝明……様」

　互いに見つめ合い、くちびるを寄せた。舌を絡ませ合いながら、孝明は下から突き上げる。結合部が淫らな音を奏でた。

「んっ……はぁ……」

　くちゅくちゅと口づけを交わしながら、一つに繋がっていることを体すべてで確認するかの如く、孝明は雛菊の体を愛おしそうに撫でながら、ぶるっと身震いをした。

「んっ……」

　ぴくりと雛菊の体が跳ね上がった。どくどくと孝明の源みなもとを感じる。

「綺麗だ、雛菊。この背中の傷痕も全部……美しい」

「孝明様……」

　舌先と舌先が触れ合う。くちびるを奪いながら、合間に呟かれた言葉に、雛菊は頬を染めた。

　このまま、ずっと傍に……。そう思っていた。










　雨が降っていた。大粒の雨が屋根を叩き、雨音でぱちぱちという音を立てている。

　ゆっくりと目を開いた雛菊は隣で寝息を立てている孝明に寄り添った。逞しい体を見つめる。体には無数の傷痕が残っていた。

　つつつ──っと、左胸の古い刀傷に気づくと、指を這わせる。

「この傷……」

　大きい。わたくしの背中の傷と同じよう……。傷だらけの体。薬売り……ではこんな傷はつかないはず。

　雛菊はそう思いながら、その傷に口づけた。

「雛菊……？」

　肌に触れたくちびるが温かかったのか、ふと、孝明は目を覚ました。

「ごめんなさい。起こしてしまって……」

　慌てて謝る雛菊に対し、孝明はそっと笑みを零すと頭を撫でた。

「いや、いい。こんなにもゆっくりと眠れたのは初めてだ」

　いつもは緊張の中、立ちながら眠ることもある孝明に安らぎという言葉は未だかつて人生の中になかった。だから、ゆっくりと眠ることができただけで嬉しさがこみ上げてくる。

　孝明は天井を見上げた。

　互いの温もりを感じながら、目覚める朝。

　──これが、幸せというものなのか？　こんな何気ない平凡な朝を迎えることが、俺の幸せだと。そう感じる。

「雛菊」

　言いながら、ひょいっと彼女の体を持ち上げ、おのれの上に載せた。

「こ、孝明様っ？　な、なにをっ……」

「おはよう」

　おのれも上半身を起き上がらせ、強くその体を抱きしめた。向かい合わせになり、お腹とお腹、胸と胸が重なる。互いの心音が聞こえるほどに密着させ、孝明は雛菊の体を離さない。

「こんな言葉さえも……俺は口にしたことがなかった」

　孝明の言葉に、雛菊は目を見開く。

「孝明……様？」

「もう少しだけ、もう少しだけこのままでいてくれ。後少しすれば必ず……すべてを話す」

　見上げる雛菊の姿に、孝明は先程よりも力を籠め、そして、額と額を重ね合わせた。

「雛菊……」

　──愛していると、言えたらいいのに……。

　孝明は喉の近くまでこみ上げた言葉を呑みこんだ。






六　消えた望み









　──後、一日。

　春日に里に戻るまでに与えられた猶予は残り一日となった。まだ、どうするか答えは出ない。このまま、抜け忍となりここで暮らすのか、それとも里に戻り、人を殺す日々を過ごすのか。

　──いや、抜け忍になれば死ぬまで追われる身となる。そして、里の場所、里の機密を守る為に殺されてしまう。

「どのみち、お前とは結ばれぬ宿命≪さだめ≫なのか……」

　孝明は寝息を立てて眠る雛菊の頬をそっと撫でる。そして、ゆっくりとそのくちびるにおのれのくちびるを重ねた。

「雛菊……俺はお前に謝らなければいけない」

　小さく呟きながら、真っ白な柔肌に触れると、胸が張り裂けそうな思いが溢れてくる。初めて、孝明は人を殺したことに後悔の念を抱いた。

　カタンと戸口で小さな物音がした。ハッと気づいた孝明の目の色が変わる。すぐさま雛菊のもとから離れ、戸口へと向かった。

　人の気配があったからだ。

　息を殺して裏口から外に出ると、正面の出入り口の様子を窺う。誰かが家の中の様子を窺うように、聞き耳を立てていた。

　雛菊の知り合いでもなさそうだ。それに、知り合いならすぐに中にいる雛菊に声をかけるはず。

　孝明はそう思いながら、身を潜め、そっと、相手に近づいて行った。

　相手が引き戸に手をかけ、侵入を試みようとした瞬間「誰だ」と、忍ばせていた苦無を首許に突きつけ、一瞬の隙をついてすばやく相手の後ろ側へ移動し、羽交い締めにした。

「こんな朝早く、なんの用でここに来た？　答えによっては……」

「孝明！　わたしよ！　わたし」

　聞き覚えのあるその声に、するりと腕の力が緩んだ。

「あ……あやめっ？　あやめなのか？」

　羽交い締めにしたその首はたしかに男ではなく細い女のものだった。

「何故……ここに……？」

「離してくれるかしら？」

「え？　あ、ああ」

　あやめの言葉に慌てて孝明は手を離した。

「頭領の娘になにをするのかしら？　危うく殺されるところだったわ」

「すまん、あやめ」

　あやめという女は長門一族の頭領の一人娘であり、孝明の幼なじみでもある。互いに言いたいことを言い合える仲だ。

「あなたの羽交い締めには誰もかなわないわ。そのまま首を折られて死んでしまうもの。いままで何人の首をへし折ってきたのかしら？」

「さあ。数えたこともないからな」

　言いながら、孝明はゆっくりとあやめに背を向けた。

「長門一族の長の娘のお前が、何故こんなところにいる？」

　あやめは長い髪を手で払いのけ、孝明の体を正面へと向けさせた。

「春日から話は聞いたわ。三日間の猶予を与えられたって。明日でその三日が終わる」

「偵察に来たのか？　俺が里に戻らないとでも？」

「ええ、そうよ。その理由を確かめにきたの。それにしても、まさかこんな所にいるとはね。思いもしなかったわ」

　あやめの鋭い眼光が、孝明に容赦なく突き刺さる。

「追尾……していたのか」

　──雛菊の存在に気づかれてはいけない。

　あやめがなにをしでかすかわからないと、孝明は心の中で考えた。

「あやめ、ここから離れよう。話はそれからだ」

「なにを隠しているの？　孝明。やけに動揺しているわね。あなたらしくないわ」

「別に……隠すものなどなにも……」

　あやめの言葉に、孝明は動揺する。

「孝明、本当に最近のあなたはおかしいわ！　ねえ、いったいどうしたっていうの？　追尾に気づくのはいつもあなただったじゃない。そのあなたが、自分が追尾されて気づかないなんて、ありえないわ。長門一族の忍の中でも一番慎重で残酷だったのは孝明、あなただったはず……」

　あやめは孝明の肩を掴み揺さぶりながら迫った。

「あなた……変わったわ。まるで、普通の人のよう──」

「どうもしない！　俺は俺だっ。三日したら里へ戻ろうと考えて……」

　孝明が突然言葉を途切れさせ、大きく目を見開く。それに気づいたあやめは素早く背後を振り返った。みると、驚いた表情の雛菊が戸口の前に立っていた。

「孝明様？　いかがなされましたか？」

　薄暗かった外は、しだいに明るさが増してきていた。

「雛菊……すまん。起こしてしまったか？」

「いえ、もうそろそろ起きようと思っておりましたので。あの……こちらの方は？」

「あやめと申します」

　あやめはにっこりとほほ笑み、その場で軽く頭を下げた。聡明で美しいあやめの姿は、雛菊の目を奪うほどだった。

「あ、あの……わたくしは雛菊──と申します」

　雛菊は慌てて頭を下げた。

　こんなにも美しいあやめと孝明との関係はいったい？

　と、気になるが、口にはできない。

　気まずい空気が流れる中、先に口を開いたのは孝明だった。

「そっちの小川のほうで、あやめと話をしてくる」

　孝明はあやめの肩を押しながら、近くの小川へと向かった。

　そんな二人の背中を雛菊は見送ろうとする──。が、不安な気持ちを押し殺し、しばらくその場に立ち尽くしたまま、胸の奥から湧いてくる、未だかつて経験したことのない胸の痛みに戸惑っていた。こんな胸の痛みは初めてだ。だが、それを抑えようと必死だった。

「孝明様！　わたくし、畑に行かなければなりませぬ故、部屋を使ってくださってかまいませぬが……」

　孝明を呼び止める。

「まだ……外は少し肌寒い季節。どうぞ、この部屋をお好きなように使ってくださいませ」

「おいっ、雛菊！　今から畑へ行くのか？　まだ時刻が早すぎるだろうっ？」

「今日は早めに作業をするつもりでございましたので。では、行って参ります」

　雛菊はそう言い残すと、孝明の引き留めにも耳を貸さず、支度を終え素早く家を出て行った。





　　　◇　◇　◇






「静かね」

　あやめが家の中を見回しながら、小さく呟いた。

「あやめ……用件があるなら早く言え」

「あの子、一人で住んでいるの？　あなたとはどうやって出会ったのかしら？」

　あやめは孝明の質問にも答えず、おのれの聞きたいことを一方的に話すばかりだ。

「あやめ！」

　孝明の鋭い眼光と怒りを含んだ声により、あやめの体がびくりと強ばった。一瞬でその場は静まり返る。

「あいつには手を出すな」

　その言葉に、あやめの眉尻がぴくりと動いた。

「わたしって、そんなに誰彼かまわず殺しているかしら？」

「ああ。お前は狙った獲物は必ず殺す。昔からだ。そうだろう？」

　あやめはそう言われ、黙ったままかりっと爪を一噛みした。

「そうね、それがわたしたち暗部の仕事だもの。今さら、普通に生きていけると思っているの？」

「……俺は……そんなつもりは毛頭ない。普通に生きていこうなどと……思っていない……」

「そんなつもりだから、里に戻らないんでしょう？　わかるわよ、それくらい。昔からわたしとあなたはずっと一緒だったわ。口には出さなくても、あなたの考えていることはなんでもわかるわ」

　あやめは、強く孝明を睨みつける。

「……里を捨てるの？」

「あやめ……」

　感情的になったあやめは、立ち上がるとあぐらをかいたままの孝明を見下ろした。荒い呼吸を繰り返しながら、肩が上下する。

「あの子はいったい……あなたにとってなんなの？　長年住み慣れた里や仲間よりも、出会ったばかりのあの娘を選ぶというわけ？　世話になった里よりも大事な存在だというの？」

「……そうだ。大事だ。とてつもなく……」

　孝明は視線を戸口の方向に向けながらそう呟いた。

　その切なそうな瞳には、今、ここにいないはずの雛菊の姿が映っていることは一目瞭然だった。

　あやめはくちびるを噛みしめた。

「長門一族はどうなるのっ？　あなたが継ぐはずでしょ！」

「俺は長門の血筋ではない。正統な血を受け継ぐのはあやめ、お前ただ一人だ」

「そうだけど……あなたとわたしが夫婦になればいいだけの話じゃない！　父上もあなたのことを気にいってるのよ。この間までは、あなただってそのつもりだったでしょっ！」

「春日様が納得していないようだが？」

　孝明は視線をあやめに戻すと、穏やかな声でそう言った。

「俺を追尾させるとは余程疑われるようなことをしたか、俺が邪魔で……殺したいと見受けられる」

「春日のことはわたしに任せて。説得するわ。だから孝明、お願い……」

　あやめは孝明の体に抱きついた。

「戻ってきて」

　小さく呟いた言葉が震えている。あやめはぎゅっと孝明の胸に顔を埋め、強くその体を抱きしめていた。

「……戻ることはできない」

「抜け忍になるつもりっ？」

「……」

　真一文字に引き結ばれたくちびるは、開く気配がない。あやめの体をゆっくりと引き離し、孝明は背を向けた。

「……初任務のときに失敗した。背中に傷をつけられても、幼き少女は必死に母親を守ろうとしていた。その気迫に俺は負けた。その子の純真な目で見つめられた俺は、どうしても殺すことができなかった。十年経った今も忘れられない」

　一つ一つ、孝明は噛みしめるように話す。

「そのことが……今、俺の中で引っかかっている。ずっと……ずっとだ」

「そんなの、わたしにだってある。殺せなかったときだって……あるわ」

「それは任務を失敗したということだろう？　俺は違う。人を手にかけることを生業として生きてきた俺が……人を手にかけることが間違いなんだと気づいてしまった」

「……あの娘にその少女のことを重ねているというの？」

「……いや──」

　孝明そう言って、口を噤んだ。

「惹かれたというの？　あの子に」

　それでもなお、尋ねてくるあやめに対して、孝明は一息吐いた後、ゆっくりと再度口を開いた。

「さあ。どうだかな」

　そう言って、孝明は目を伏せた。

「お前の前だと俺は……何でも話してしまう。すまん、つまらぬ感傷だ、忘れてくれ……。とにかく春日様には時期に報告を……」

「どうしてっ？」

　ばんっと大きな音がした。板の間を思いきり叩いたあやめは、孝明に勢いよく迫った。

「何故、わたしではないのっ？　あの子なんかよりも、わたしのほうがずっと孝明の傍にいたわっ！　どんなときも……ずっと傍にいたのに。どうして……」

「あやめ……？　どうした？　急に……」

　引き離そうとしても、あやめは強い力で孝明に縋りつく。

「女が必要ならわたしを抱いて！　ただの欲でいいのなら、わたしを抱いてくれればいい。それで忍びとしての誇りを取り戻せるなら……」

「誇りなんてない！」

　孝明の声が部屋中にびりびりと響いた。

「あやめ、誇りなんてないんだ。人を殺して生きていく俺たちに……誇りなんて疾うにない。あるのは……人の心をなくした修羅の道だけだ」

　あやめは興奮状態に陥っていた。縋っていた孝明の体に覆い被さるように、崩れ落ちる。体を前屈みに崩したまま、むせび泣く。

「あやめ……」

　背中を撫でる孝明の手に気づいたあやめの顔つきが、鋭く変貌した。

「その手で……あの子を抱いたの？」

　孝明の手を払いのけ、ふたたび孝明の腰へと縋りつく。

「いやよ……」

　言いながら、孝明の下腹部に手を伸ばす。

「あやめ、やめろ」

「いやよ、いや。そんなの許さないわっ」

　下腹部に触れたあやめは、着物を払いのけ、孝明の雄を掴んだ。

「あやめっ？」

　そのまま口の中に含むと、舌先でぺちゃぺちゃと肉棒の先端を舐め始めた。

「あやめ、放せっ……」

「んっ……ふうっ……」

　必死に、そして執拗に孝明の雄にしゃぶりつく。舌先を使い、手で扱いて、くちびるで吸い上げても反応はまったくない。

「あやめっ」

　孝明の言葉を無視してまでも、あやめはいっこうに硬くならない柔らかな雄を手に持ったまま。上下に扱いたが孝明自身はくにゃりとしな垂れたままだった。

「やめろ！」

　孝明はあやめの体を払い除けた。そのまま、床にへばりつくようにあやめの体は倒れ込んだ。

「嘘よ、嘘。わたしは、小さい頃からずっと孝明のことを……」

「あやめ……今のお前は感情を露わにしている。それが人間の本来の姿だ。無理なんだよ。すべての感情を押し殺して、人を殺し生きていくことは……無理なんだ」

　あやめの肩が震えている。黙ったまま孝明の言葉を聞いていた。長い髪で、その表情はわからない。

　孝明は心配になり、あやめに近づいた。幼き頃からずっと一緒にいたあやめのことは妹のように思っていたからだ。

「あやめ」

　名を呼んだ。孝明の言葉にぴくりと反応したあやめは、ゆっくりと顔を上げた。髪の隙間から、涙を流しくちびるを噛みしめているあやめの表情が見えた。

「あの子の首、細かったわね。少し力を入れたら簡単に折れそうね」

　声を震わせながら、あやめは一点を見つめている。

「あやめ……？　なにを言っているんだ？　お前、まさか……」

　ふらりとその体を起き上がらせたあやめは、俯いたまま孝明へと体を向ける。

「孝明の心をあの子が縛っているのね……。だから苦しいんでしょ？　あの子がいなくなれば、あなたも楽になってまた……忍びとして生きていける」

　あやめの涙が頬を伝った。あやめのと視線が合う。孝明があやめの言葉を否定しようとした瞬間、あやめはその場からいなくなった。

「あやめ……」

　舌打ちをしながら、孝明もその場から瞬時に消えた──。





　　　◇　◇　◇






　農作業を終えた雛菊は家路を急いでいた。朝からずっとあやめのことが気になって、仕事に身が入らず、何度か林太郎から注意を受けたほどだ。

　孝明とはどのような関係なのか──。

　そればかり考えていた。

　今もずっと、あやめのことを考えて、ぼんやりしていた雛菊の視界がふと影で覆われる。驚いて顔を上げてみると、目の前にはあやめが立っていた。

「あ、あやめさんっ？　もう帰るのですか？　用事は済んでっ……」

　黙って雛菊に鋭い視線を向けたまま、動かないあやめの様子に体が強ばる。

「あ……やめさん？」

　異様な雰囲気を察知したのか、雛菊は一歩後ずさりをする。あのとき、十年前の記憶がよみがえってくるようだ。

　あやめの放つ異様な雰囲気が殺気だとすぐにわかった。あやめにじりじりとにじり寄られ雛菊は後ろへと下がる。汗が滴り落ちてきた。背中を向け、逃げだそうとしたら一瞬で殺されてしまう。雛菊はそう悟った。

「あ……」

　息もできないほど、空気は緊迫していた。一歩も動けない。逃げることさえもできない。

「どうして……あなたなの？」

　あやめは小さく呟き、苦無を手に持った。

「なんのことで……ございましょうか？」

「とぼけるな！　お前の所為で孝明は……孝明は……わたしの元からいなくなった」

　そう言った一瞬のうちに、あやめは雛菊の懐に飛び込んだ。

「きゃっ……」

　すかさず雛菊は持っていた籠を抱え、体を守るが、衝撃により尻もちをついたはずみで林太郎の母にもらった野菜がぼろぼろと零れ落ちた。

　運よく体に苦無は刺さることもなく、あやめの失敗に終わった。それでも、あやめは体勢を立て直し、雛菊に襲い掛かろうとする。

「お前さえ、いなければ！」

　倒れ込んだ雛菊の胸めがけて、あやめが苦無を振り下ろしたその瞬間、血飛沫が跳ね上がった。ぽたり、ぽたりと血が滴り落ちる。

「こ……めい……？」

　肉を貫いた感触がある。あやめはおそるおそる顔を上げた。

「くっ、あやめ……」

　目の前には、おのれの手のひらで苦無を受け止めた、孝明が立っていた。苦無は孝明の手のひらに貫通しているが、ぐぐぐっと力を入れ突き刺さった苦無を自ら握りしめ、あやめから奪った。

「孝明様……？」

　孝明の背中が目の前にいきなり現れ、雛菊は驚き目を見開いたが、血を見た拍子に意識を失ってしまった。

　咄嗟に、孝明は倒れこんだ彼女の体を受け止める。

「孝明、何故っ？　自らの手で受け止めて、この子を庇うのっ？　血がたくさん出ているじゃない！　あなたなら……払いのけることだってできたはず……」

「苦無を払いのけて、こいつに刺さったらどうする？」

　愛おしそうに、孝明は雛菊の顔を見つめ、その場にそっと寝かせた。

「……自分の体を傷つけてまでして……自ら苦無を受け止めたというの？　その娘を庇うために？」

「あやめ……頼む。雛菊のことは殺さないでくれ」

「わたしが苦無に毒を仕込んでいたら、あなたは死んでいたかもしれないのよっ？　それでも……助けるなんて、昔のあなたならこんなこと、ぜったいにしなかった。忍びであることに誇りを持つあなたがこんな……なんの取り柄もない村の娘を庇うなど……ありえないわ。ここまであなたを変えたものはいったいなにっ？　それがわからなければわたしは……どこまでも追いかけてその女の息の根を止めてやるわっ」

　あやめが再び雛菊へ襲いかかろうとしたそのとき、孝明の手がそれを阻んだ。

「雛菊の親は俺が殺した！　それがっ……真実だ。だからもう……手を引いてくれ、頼む……あやめ……」

　あやめを制止できないことは孝明にはじゅうぶんわかっていた。なにがなんでも執拗に追いかけ、弄り殺すあやめの姿を幾度も見ていたからだ。

　だからこそ、あやめには本当のことを言った。そうしなければ、あやめの激情を止めることはできない。

　孝明はおのれの手のひらに刺さったままの苦無に視線を向けた。

「……っ……」

　止血をする為、さっと白い布を巻きつけると、苦無を引き抜く。

　痛みが走り、小さく血飛沫が跳ね上がったが、止血のおかげで血はさほど出なかった。

「あいつは……初めて……安らぎというものを俺に与えてくれた。殺しをした後、虚無感に襲われる俺に満面の笑顔を向けてくれる。それだけで……地獄から救われる気がした」

「そんなことで……わたしだって、笑顔を向けられる！」

「里にはっ……」

　あやめの言葉を最後まで聞く間もなく、孝明が言葉を繋ぐ。

「里には……必ず戻るから」

「……戻るというの？　その女を諦めて里に戻るというの？　孝明はそれで本当に……納得するの？」

「雛菊の親の仇は俺だ。そんな俺がこいつの傍にいることなんて許されない」

　気を失った雛菊の頬を撫でながら、孝明はそう言った後、くちびるを噛みしめた。

「抜け忍にはならないのね？　それなら安心だわ。あなたが戻ってくるならそれでいいの。それだけで……」

　俯きながら、あやめはおのれの手を握りしめる。ぐっと泣き出しそうな感情を抑え、あやめは顔を上げた。

「春日にはわたしから伝えておくわ。必ず戻る……と」

「ああ、必ず……」

　孝明の言葉にあやめは頷き、その場から一瞬にしていなくなった。木々がざわめき、風がびゅうっと吹き上げた。

　雛菊を抱きかかえながら、孝明は黄昏時の空を見上げる。ただじっと、なにかを決意した眼差しで空を見上げたままだった。

「雛菊、俺は……もう少しお前の傍にいたい」

　気を失い、目を瞑ったままの雛菊の姿を見つめ、頬をすり寄せる。

「かまわぬか？　それとも……仇の俺が傍にいてはいけぬか？」

　ただ、孝明の言葉だけが山間の中、虚しく響いた。






七　手繰る心









　夜が明ける。闇夜から暁となり、空が紫色になる頃、雛菊の目がゆっくりと開いた。

「ここは……わたくしは……いったい……？」

　──そう、たしかあのとき、あやめさんがわたくしに襲いかかってきて……孝明様の背中が見えて、血飛沫が……飛び散って……。

　雛菊が慌てて上半身を起こす。

「孝明様っ？」

　目の前にはあぐらを組み、静かに雛菊を見つめている孝明の姿があった。

「雛菊……？　目を覚ましたのか？」

「孝明様！　あの、わたくしはいったい……？」

「覚えていないのか？」

　孝明の問いかけに、雛菊は不安そうに首を振る。

「気づいたら目の前にあやめさんがいて、何やら尋常ではないご様子に気圧されてしまい、転んだところに孝明様が現れて……というところまでは覚えておりますが、後は覚えておりませぬ」

「そうか。なら……無理に思い出さなくてよい。お前は知らなくてよい世界の話だ……」

「いえ、教えていただきたいのです。なにがあったのか……」

　言いながら、雛菊はちらりと孝明の手の傷に視線を送った。

「孝明様……その手は……？」

　雛菊の顔から血の気が引いていく。白い布に血が滲むほどの怪我をしている。

「なんでもない」

「なんでもないって……酷い怪我ではございませぬかっ！　いったい……どうなさって……」

「知らなくてもいい世界があると申しただろう？　まだ明け六つだ。ゆっくりと休め」

　孝明の突き放した言葉に、雛菊は堪えきれなくなったのか、ぽろぽろと涙を流し、俯く。

「雛菊？」

「しょ……正直に申し上げます。これ以上……どうしたらいいかわかりません。仕事の帰りにあやめさんと話していたと思ったら……気づけば孝明様が傍にいて、家にいる」

「お前はなにも気にしなくてもいい」

「お前さえいなければ……と、あやめさんがおっしゃっておりました。いったい、お二人はどのような関係なのでしょうか？　わたくしはただ、孝明様とあやめさんとの間柄を知りたいだけでございます。二人が並んだ姿を見ると、胸が痛んで苦しくなって……しまうのです。孝明様が何者でもかまいませぬ。たとえ……薬売りでなくても……どのような悪人であったとしても……」

　雛菊の言葉を途中で遮ったのは、孝明のくちびるだった。彼女のくちびるを素早く覆い、激しく口づける。

「ふっ……あ……ああ」

　くちゅくちゅとわざと水音を出しながら、歯の裏側までも丁寧に這わせ、舌先で口内をぐるりと一周させると、名残惜しそうにくちびるを離した。

　くちびるとくちびるが一本の糸でつながる。まるで、赤い糸のように……。

「俺が欲しいか？」

　孝明の手のひらがふわりと雛菊の頬に添えられた。温かいそのてのひらは、雛菊の朱に染まった頬を覆う。

　こくりと頷いて、孝明の胸の中に雛菊は顔を埋めた。

「なら、くれてやる。存分に堪能しろ」

　雛菊の後頭部に手を回し、己れの胸にさらに引き寄せる。どくんどくんと孝明の心音が雛菊の鼓膜に響いた。

「孝明……様」

　ゆっくりと目を閉じた雛菊は、孝明の温かな胸に寄り添い、しばらく心音に耳を傾けていた。とくんとくんと一定の間隔で命を刻む音が聴こえてくる。

「十年前、何故わたくしも一緒に殺してくれなかったのかと……ずっと考えておりました」

　孝明の胸に耳を押し当てながら、雛菊はぽつり、ぽつりと言葉を紡ぎ始めた。

「親が目の前で一瞬のうちに殺され、わたくしもなにが起こったのかわからぬまま、背中を斬りつけられ、そしてそのまま気を失いました。でもなぜかとどめは刺されず、こうして生き残ったのです。自分だけが生き残ったと知ったとき、何故、わたくしだけ……と思い悩みましたが今は……」

　強く、孝明の胸に顔を埋める雛菊。

「今は……あのとき生かしておいてくれてよかったと……そう考えております」

　顔を上げ、雛菊は孝明に笑顔を向ける。

「今生きているからこそ、孝明様に出会えたのですもの。本当に嬉しく思って……」

「雛菊っ」

　すかさず、孝明は雛菊の体を強く抱きしめた。

「こ……めい様？」

　突然の抱擁に、雛菊は小首を傾げたままだ。

「雛菊、俺は……弱い男だ。お前にすべてを打ち明ける勇気がないのだから……」

「……無理に打ち明けなくてもよろしいですわ。貴方様が傍にいてくれるのならば……」

　にっこりとほほ笑んで、雛菊は孝明の頬を両の手で包んだ。

「わたくしのたった一つのお願いでございます。一人にしないでくださいませ、孝明様」

　小さく呟く雛菊の姿に、孝明の胸は高鳴った。それと同時に切なく響く心音。

　里に戻ると約束をした。戻らなければ抜け忍として、始末されるだろう。里の機密が決して外に漏れないよう存在自体を消されてしまう。

　──俺は始末されてもかまわない。だが、雛菊を巻き込むわけにはいかない。

「……一人にしないと言ってくれないのですね」

　せつなく笑みを作る雛菊。

「孝明様はずるいですわ。なにもかも……。わたくしの心も体もすべて……奪ってさらって……挙げ句、いらないとおっしゃるんですもの」

「いらないとは言っていない！　俺だっておまえのことが必要だ！」

「あやめさんよりも……でしょうか？」

　雛菊の言葉に孝明は頷き、言葉を紡ぐ。

「そうだ。誰よりも……雛菊、お前のことが大事だ。だが……」

「一緒には……なれないと？」

　震えながら、雛菊は声を絞り出した。そんな彼女の言葉が、胸を締め付ける。孝明の困惑した表情に、雛菊はおのれの気持ちを抑えようと必死だ。

「孝明様のことを、わたくしもお慕い申しております。だから……いつでもここに帰ってきてくださいませ。わたくしはいつでも……お待ちしております。たとえ、何年経ってもわたくしは変わらずっ……」

　雛菊の言葉が途切れた。孝明が強く抱きしめたからだ。微かに震える体。孝明は雛菊の肩を抱きしめながら、くちびるを噛みしめていた。

「何故、お前はそのような……俺が欲する言葉をくれるのだ？　言葉だけではない。温もりも、優しさも……愛しさも。俺が望むすべてのものをお前は持ち合わせている。俺にない……ものをだ」

　ちゅっ、ちゅっと、孝明はくちびるを白い陶器のような雛菊の肌に落としながら、言葉を紡いでいく。肌にくちびるが触れるたび、びくりと雛菊の体が震えた。

「こ……めいさ……ま」

　首筋から鎖骨、鎖骨から胸へと下りていくくちびる。肩からゆっくりと着物がはだけていき、真っ白な裸体が露わになった。美しい裸体に、孝明はごくりと生唾を呑み込む。

「美しい。雛菊……そなたはとても美しい」

「美しくなどはございませぬ。わたくしの背中には……」

　くちびるが塞がれた。目を見開いたままの雛菊から、ゆっくりとくちびるを離していく。

「疑うのか？　俺の言葉は信じられぬか？」

「そ、そんなことではございませぬ。わたくしは、ただ……」

「そこに立ち、後ろを向いたまま、着物を脱げ、雛菊」

「え？」

　吃驚する雛菊は、体を強ばらせた。

「見せろ。お前のすべてを」

「す、少しお待ちを！　こ、心の準備というものがありまして……」

「もう、すべてを見ておる。今さらだと思うが？」

　孝明は、雛菊の体を起こし、立ち上がらせた。そして、手を取りながら雛菊を部屋の真ん中へと立たせる。

「こ、孝明様？」

　孝明は無言のまま、雛菊の背中が見える場所へと腰を下ろした。

「あ、あの……」

「いいぞ、雛菊。見せてみろ」

　どうしたらいいかわからず、しばらく突っ立ったままだった雛菊だったが、観念したのか、顔を赤らめ恥じらいながら、着物の帯を掴んだ。するりと帯を解き、着物を床へ落とす。俯きながらも横目で孝明を見つめるが、彼はというと、ただじっと雛菊の背中を見つめたままだ。

　孝明の視線を感じるだけで、体の奥底から熱いものがこみ上げてきた。穴が開いてしまうほど、孝明の熱視線を感じる雛菊。恥ずかしさでいっぱいだ。

「こ、孝明様……？　もう、着物を着てもよろしいでしょうか？」

　そう尋ねてみるが、孝明は黙ったまま、雛菊の姿を見つめている。

「あの、孝明様」

　蝋燭の灯りに照らし出された背中の傷痕が浮き彫りになる。

「動くな。まだ、そのままだ」

　低い声が背後から聞こえた。雛菊はぴくりと体を跳ね上がらせながらも、じっと前を向いたまま。

　孝明はどんな顔をして、この背中を見ているのだろうか。知りたい。でも、知りたくない。怖い。やっぱり、気持ち悪いと言われるのではないかと疑ってしまう。触れたくないのではないかと……。

　強く、おのれの腕を抱きしめ、肩を震わせる。静寂な部屋には、おのれの息遣いしか聞こえてこない。おそろしく、静かだ。

　もう、耐えられないと思った雛菊は強く目を瞑り、口を開いた。

「孝明様！　もう……無理でございます！　着物を着させてくださいっ……」

　瞬間、背後から強く抱きしめられた。首筋に押し当てられる生温かい舌先にびくりと反応し、肩が竦ませる。

「雛菊……」

　声が、間近に聞こえる。耳許でささやかれ胸が高鳴った。

「こ、孝明様……？」

　ちゅうっと首筋を吸われ、体が震えあがる。

「あっ……」

　下肢が疼き、思わず前屈みになってしまった。孝明はすかさずその体を背後から抱きしめると、背中に舌を這わす。

「んんっ」

　舌先で傷を突かれると、下肢からじわりと蜜が溢れてきた。

「綺麗だ、雛菊」

　孝明の言葉が嘘のように聞こえる。

「嘘。こんな傷のついた体……綺麗なわけがありません！」

「お前のすべてがこの傷に刻み込まれている。俺は……そう思っているのだが」

　つつつ……と、再度、舌先が傷痕を這う。

「ひゃあっ」

　さらに前屈みになり、雛菊は胸の近くで手を握りしめた。孝明の手はするりと腰巻きをも脱がし、肌を伝っていく。お尻の割れ目までいったん舌先がさがったかと思えば、また上へと上がってきた。傷痕の一番上まで舌で触れられた瞬間は、ぞくぞくぞくっと全身が震えた。

「あ、あ、あ……孝明さ……まぁ」

　甘い声が溢れ、もう立ってられなくなった。

「雛菊、ゆっくりと手をついてみろ」

　孝明の言葉通りに、雛菊はゆっくりとしゃがむと、畳に手をついた。獣のような四つん這いの姿になり、お尻を突き上げる格好だ。そんな彼女の後ろから孝明は両胸にそっと触れる。持ち上げるように、たぷんたぷんと揺らしながら、円を描くように揉み上げた。

「ひゃっ……」

　時折、胸のいただきを摘み、強く引っ張った。ぐりぐりと突起を指先で捏ねる。

「はうっ……ん！」

　何度もじっくりと揉みしだかれ、揺すられ、雛菊の体はガクガクと震えた。

「気持ちいいか？　雛菊。先っぽが立ってきたぞ？」

　鼓膜に触れられそうな距離でそうささやかれ、雛菊の顔は一気に真っ赤になっていった。

「やぁっ……やだっ……」

　爪先でこりこりと尖端を引っ掻いてやると、雛菊の背中が仰け反った。

「孝明様っ……やっ……そこっ……」

　雛菊は気持ち良さに耐えきれなくなり、お尻をもぞもぞと動かし始める。

　だが、そんな雛菊の腰をしっかりと固定し、孝明はかまわず舌先を割れ目に這わした。

「え？　そ……そんなところっ……」

　じゅうっとお尻の孔を舐められた。

「やあああっ」

　そのまま、孝明はいやらしい音を立てながら、雛菊の陰部に吸いつく。じゅるじゅると水音が溢れ、雛菊は腕を振るわせながら、快感に耐えていた。

「あ、あ、ああああ」

　孝明の舌に酔いしれる。

「ひくひくしているぞ。どっちの穴も……」

　そう言われ、お尻の孔と蜜壷を交互に舐められた。

「もう、もう、其処はいやあ」

　上りつめるのにはさほど時間はかからなかった。小さく熟れた淫芽を摘むだけで、雛菊の体は震えたのだ。

「あうっ……ン──」

　雛菊の腰がびくんびくんと上下に揺れる。がくりと腕が曲がり、床の上に顔が擦れた。

「雛菊……」

　そんな雛菊の突き上げられたままのお尻を掴み、孝明は後ろから露わになった秘部を執拗に舐め続ける。

「やっ……ァ」

　ざらりとした舌先が上下に何度も往復を繰り返し、雛菊の体を再度揺らし始めた。

「んっ……ン、ァ……あああっ」

　真っ赤に熟し、腫れあがった淫芽が剥き出しになっている。孝明はその部分をくちびるで覆いながら、蜜壷の中に親指を挿入した。

「はあっ……うんっ」

　ぐちゃぐちゃと掻き混ぜ、快感を与えてやると、愛液は止まることを知らず、溢れるばかり。

　両手の親指を膣口の中に挿し込むと、光輝く桃色の内部が見えた。

「雛菊、お前は中も外も綺麗だな」

　舌先を挿入する。じゅるっと吸い上げ、淫芽を乱暴に押し潰し、そして、円を描くように擦りあげる。

「あ、あ……うっ……んくぅ──」

　雛菊は耐えるだけでせいいっぱいだ。

「とろとろと蕩け、溢れていくぞ」

「やあっ……言わない……でぇ」

　雛菊は与えられる快楽に必死に耐える。

「ああっ、だめっ……それ、だめなのっ──」

　じゅるじゅると淫芽を吸われ、雛菊の体がしなった。

「はうっ……んっく……」

　何度目だろうか。快楽の頂上に昇りつめるのは……。頭の中が真っ白になり、なにも考えられなくなる。

　床に頬を摺り寄せ、ぐったりとしながら、背後に見える孝明の姿を確認する。愛液で濡れたくちびるを拭い、ゆっくりと起き上がった孝明は、後ろから雛菊の体を抱きしめた。

「大丈夫か？　雛菊」

　優しく声をかけ、背中を撫でる。

「こ……うめい様」

　傷痕を指先で撫でられると、びくりと体が反応した。

「お前は背中が弱いな」

　孝明のくちびるが触れ、ちゅうっと傷痕に口づけられた。

「ああん！」

　驚いて雛菊の体が浮つく。

「傷は……だめ……でございま……す」

「何故だめなのだ？」

「んっ……感じて……しまいますぅ」

　雛菊の抵抗をあえて無視するように孝明の舌先が、背中の傷をなぞっていく。

「ひあうっ！」

「感じるとは？」

「んあ……ん、孝明様……の、舌先……が、気持ち良すぎて……あああ」

　盛り上がった傷に、舌先を押し当てられた。

「はうっ……」

　雛菊は思わず背中を丸めた。

「やあっ……」

　それでも孝明は容赦なく背中の傷痕を舐め続ける。

「美しいぞ、雛菊」

　孝明は雛菊の背中におのれの胸を押し当て、軽く乗り上げた。そのまま、陰部に手を伸ばし、花芽を擦りあげる。ぐちゅぐちゅと強く、膨れ上がった其処を荒々しく弄った。

「やあっ……さっき、其処……触られて……」

「そうだな。さきほど散々触ったな。膨れ上がっているぞ」

「んんっ……言わない……でぇ」

　いやいやと言いながらも、なんとか快楽に耐える。

「此処は滴り落ちているな」

　言いながら、孝明は蜜口を浅く指で掻き混ぜた。

「ひゃああっ……」

「まるで、洪水のようだ」

　ぐちゃぐちゃと音が漏れる。ずっ、ずっ、と指を抜き差しして、淫芽を思いきり親指で押しつぶした。

「ああっ……」

　雛菊はもう限界だった。こんなにも欲しいと思うのは初めてだ。その肉棒で思いきり中を掻き混ぜられたい。そう思ってしまった。

「は……早く……れて」

「どうした？　雛菊」

「早く、いれ……てください……ませ」

　懇願され、孝明は目を見開いた。

「お前のくちびるからそんなこと……」

　体が滾る。ぶるっと震え、心の奥底から欲しいと──誰にも渡したくないと男の欲求が増していく。

「いい子だな、雛菊」

　孝明は言いながら、雛菊のふくよかなお尻を持ち、一突き与えた。そのまま、肉棒の根本まで、一気に貫く。

「ひあああっ……」

　後ろから激しく突いてくる孝明の肉棒に、雛菊はわななく。切っ先が奥に当たるたびに、びくびくと体が浮いた。床に顔を押し付けると、律動の度に体が上下に揺れた。

「雛菊……」

　楔が蜜壷の中を掻き混ぜていく。どんどんと溢れて止まらない愛液が卑猥な音を奏でていた。

「あああっ、もう、もうだめですっ」

「雛菊、もう少しだ。もう少し……待て」

　孝明は腰を打ちつけながら、雛菊の背中に体を乗せた。それにより、ぐっとさらに深く突き刺さる。

「はうっ……」

　後ろから顔を寄せ、雛菊のくちびるを奪った。ちゅくちゅくと舌を絡ませ合いながら、雛菊の中を何度も穿つ。

「あああっ……やあっ、もう……もう！　孝明様あああ」

「出すぞ、雛菊！　お前の中に……」

　びくんびくんと、雛菊の中に欲が飛び散った。孝明はぶるっと身震いすると、雛菊の体を後ろから強く抱きしめる。傷痕を切なげに見つめる。果てた余韻が広がる中、孝明は傷痕に優しく口づけをした。







　しばらく抱きしめ合い、互いの肌の温もりを感じていた。雛菊は孝明の大きな背中に手を這わす。びくりと孝明の体が反応する。

「……待っておりますね」

「え？」

　孝明の気持ちを汲んでなのか、雛菊はそっと微笑みながら孝明に告げた。

「わたくしはいつでもここで待っております。だから……あなた様はどうぞご自由に……ここから離れていただいてもかまいませぬ」

「雛菊、それではお前がまた一人になるだろう？　俺はお前の傍にいると……」

「いいえ、孝明様はまだ迷ってらっしゃいます。あやめさんがここに来てから……いつもと雰囲気が違っておられました」

「雛菊、俺は……」

　小さな男だ。そう思った。おのれが親の仇だと気づかれぬよう、今もなお隠そうとしている。

　──怖いのだ。怖くて……お前を失うのが怖い。

　口を噤んだ。本当に弱い男だと改めて突きつけられる。だが、いつまで黙っていては俺も前には進めない。過去を背負って、雛菊の傷を背負って……生きて行かねばならないからだ。

「雛菊、聞いてくれ。俺は……お前の……」

　すべて言う前に、雛菊のくちびるが孝明のくちびるを覆った。目を見開く孝明に、雛菊はそっとくちびるを押し当てたままだ。ゆっくりと、くちびるが離れていく──。

「いってらっしゃいませ……」

「ひな……ぎく？」

「お仕事でございましょう？　わたくしも……朝になれば、またいつものように畑に行って、農作業をしなければいけないのでございます。孝明様、お互いに自分のなすべきことをいたしましょう。一つ一つ、ゆっくりと悩みは解決していけばいいのです。焦らずに……生きて参りましょう」

　にっこりと笑顔の雛菊は、孝明の両頬に触れると額を寄せた。

「小芋の煮物を作って待っておりますね」

　声が孝明の鼓膜に響き渡る。心地よい声に、孝明はそっと目を閉じ、彼女の体を抱き寄せた。

「ああ、俺の大好物だ。必ず、夜までには帰ってくる」

　どくんどくんと、互いの心音が重なった。夜明け前、暁の空に浮かぶ月はしだいに消えていった──。






八　潰えた咎









「背中に刀傷……か」

　憎しみが消えるなんてありえない。それはそうだ。両親の命をこの手で消し去ったのだから。

　──もう、命を容易く奪うことなどしない。あいつに誓って……。

　木から木へと飛び移り、いざ里へ向かおうとしていた孝明の目の前に、あやめが立ちはだかっていた。

「あやめ……どうしてここに？」

「迎えに来たの」

「迎えに来たってお前……俺は今から里に向かおうとしていたのだ」

　忍びの衣装を着たあやめは、大きな岩のてっぺんに座り、孝明を待っていたようだ。

「本当に？　孝明、本当に戻ってくるのねっ？」

　あやめの言葉に、孝明は眉根を歪ませる。そんな孝明の表情を見たあやめは、なにかに気づき、ゆっくりと口を開いた。

「戻らないと言うの？　う……そよね？」

「あやめ」

「そんなのっ、父上が許さないわ！　父上だけではない。里の者、みんなが……許すわけがない！」

「あやめ、俺は覚悟を決めている。忍びとして生きる道は……俺にはもうない」

「任務がいやなの？　そんなの、わたしや春日に任せればいいのよ。あなたは、ただわたしの傍にいてくれればいいのっ」

　あやめは泣きながら、孝明に縋りつく。

「この里は俺の故郷でもある。捨てられていた俺を拾い、育ててくれた恩は決して忘れない。だが、もう俺は忍びとして任務を遂行することは不可能だ」

　伏せていた目を、あやめに向けた。

「俺が奪った命は数知れぬ。過去は消せない。消せないが、……なにか少しでも誰かの役にたち、殺しをせずとも生き抜く方法を見出したい。それをしなければ、後悔すると悟った。罪滅ぼしではないが……そう捉えられてもかまわぬ。あやめ、すまない」

　孝明は頭を下げた。深く、ただじっとあやめに向けて頭を下げる。

「彼女のこと……ね。彼女の傍にずっといるつもり？　夫婦めおとにでもなって……幸せな家庭を築きたい……そういうことっ？」

　あやめの言葉に、孝明は困ったような表情を浮かべる。

「いや、それはない。俺が親の仇だと知ったら……あいつは受け入れてくれないだろう。それに、抜け忍として俺は一生、死ぬまで刺客を送り続けられ、命を狙われるだろうからな」

「それでも……行くというの？」

　孝明は小さく頷く。

「そんなの、できないわよ。逃れ続けるなんて一生できない」

「できないと決めつけるな。できるかもしれない」

　孝明は言いながら、あやめに背を向けた。風がざーっと二人の間を駆け抜ける。孝明の髪がそっと靡いた。

「あやめ、殺すなら今だぞ」

　ただ、前を見据え、あやめに背中を向けたまま、孝明は暫し、風を肌で感じていた。

「わたしに……殺せるわけないじゃない」

「あやめ……」

　地面に膝をつき、泣きじゃくるあやめに手を差し伸べる。

「父上に……報告するつもり？　殺されるわよ」

「……長には世話になった。一言……礼が言いたくて……」

「阿呆だわ！　あなたは阿呆よ！　そんなの、礼なんていらない！　ただ、嬲り殺されるだけだわ！　だから……戻らなくていい。もうこれ以上ここにいないで。早くわたしの前から消えて！　それが……今のわたしの願い」

「あやめ……」

　孝明はくちびるを噛みしめて涙を堪えた。妹も同然のあやめの優しさに、初めて触れた気がした。

「わたしを選ばなかったこと、後悔しても知らないんだから」

　涙を見せながらも、あやめは笑っていた。

「あやめ……今までずっと、俺の傍にいてくれてありがとう」

「さっさと行きなさい。春日に気づかれたらおしまいだわ」

　あやめは、そう言い残すと、一瞬のうちに消えた。

　追い風の中、孝明は雛菊の元へと向かう。

　──後悔などはない。人を殺すことで後悔が生まれるのなら、いっそのこと俺自身が追われればよい。

「雛菊……」

　──もし……まっとうに人として生きていくことができるならば……傍にいさせてくれるか？　お前の傍に……少しでも可能な限り……。

　いや、もう遅い──か。

　ただ……最後に一言だけお前に伝えなければならないことがある。





　　　◇　◇　◇






　がらがらがらと、板戸の開く音がした。

「孝明様？」

　朝餉の準備をしていた雛菊は、味噌汁を注いだ椀を持ったまま、音のしたほうへと体を向けた。なにか忘れ物をして戻ってきたのだと考えたからだ。

「孝明様？　なにか忘れ物でございましょうか？」

　そう声をかけた瞬間、肩を竦ませた。その顔は、戸口に立っていた者を見ると、一瞬にして驚きの表情へと変貌した。

「り、林太郎様？　朝早くからいったいどうして？」

　目の前にいたのは、孝明ではなく、林太郎だった。

「林太郎様？」

　おかしいと感じていた。林太郎の表情がいつにも増して強ばっているように感じたからだ。

「……さきほど……あの男の名を呼んでいたな？」

　大きく目を見開いた雛菊。心音が高鳴る。

「あ、の……林太郎様？」

「孝明と呼んでいただろうっ？　あの薬売りの男の名を！」

　椀が手から滑り落ち、味噌汁が床にこぼれる。林太郎は雛菊の手首を掴んだまま離さない。

「り、んたろう……様」

　声が出ない。恐怖に慄き、なにもできないでいる。熱い味噌汁が足にかかっても、拭くこともできない。

「やはり、あの男と逢瀬を重ねていたのか？　雛菊！　俺に内緒で」

「ちがっ……違います！　わたくしはっ……」

「俺はこの目でしかと見た。お前があの男と何度も抱き合っているのを」

　雛菊の目が見開いた。声が震えて、言葉が出てこない。

「わ、わたくしだってもうじゅうぶん大人でございます。男の人と抱き合うことは……おかしくはないと……」

「相手が親の仇でもか？」

　林太郎の言葉に、雛菊はぴたりと体を強ばらせた。

「え？」

「あいつがお前の親を殺した仇でも、傍にいるのかと聞いている！」

「そ、そのようなこと……あるわけがございませぬ！　林太郎様、なにを根拠もないことを……」

「根拠ならある。この間、俺は見かけた。お前が気を失い、あの男と顔見知りらしい女が会話しているのを……聞いている。たまたま、お前に言い忘れたことがあって、後を追いかけたときに遭遇した」

　雛菊はぺたりとその場にしゃがみ込んだ。

「いいか？　雛菊。あいつはお前の親を殺した奴だ。それに……お前の背中に傷をつけた男だ」

「そ……そんな……」

　雛菊は未だ放心状態のままだった。

「──嘘、孝明様があのときの……？　嘘、信じられない……」

　雛菊は目の前が真っ白になった。体の奥底から震えが起こり、なにも考えられない。なんとか言葉を紡ごうとしても、言葉にならず、突然突きつけられた林太郎の言葉を信じられないでいた。

「お前もいずれ殺される運命なのだ。あのときの生き残りなのだから。だから雛菊、ここにいては危ない！　俺と一緒にこの家を出るのだ！」

　言いながら、林太郎は雛菊の腰を引き寄せた。

「い、いやっ……」

　その手を払いのける。手を払いのけられたことによって、林太郎は激怒した。沸々と湧きあがる、抑えきれないどす黒い感情が渦を巻いているようだ。

「そんなにあの男がいいのかっ？　俺にはその体……一度も触らせたことなどなかったではないか！」

　林太郎は雛菊の体を板の間に投げつけるように押し倒した。

「きゃあっ……」

　ずどんと、板の間に叩きつけられた鈍い音がする。

「ううっ……」

　頭を強く打ち、雛菊は呻き声を発した。視界が揺らぐ。

「こ……めい様……」

　そのまま、雛菊は気を失い、目を閉じた。倒れた雛菊の姿を見下ろす林太郎は荒い息を吐き出しながら、雛菊の体をゆっくりと抱きかかえる。

「雛菊……ここは危ない。俺と一緒にここを出よう」

　目を瞑ったままの雛菊の頬におのれの頬を擦り寄せると、林太郎はその場を後にした。





　　　◇　◇　◇






「これは……」

　あやめと別れ、雛菊の家に戻ってくるなり、孝明は散乱した部屋を見て絶句した。驚いて声さえも出ない。土間に落ちた椀と味噌汁が床にぶちまけられている。

「いったい、なにがあったんだ？」

　ゆっくりとしゃがみこむ孝明は、ひとさし指で味噌汁の具の豆腐を潰した。

　──まだ、中は温かい。そんなに時間が経っていないのか？　もしかして……春日？　いや、こんなに足跡を残すなど、忍びの仕事ではないな。ということは……あいつが雛菊を？

「雛菊」

　後ろを振り返り、孝明は強く拳を握りしめた。

　──俺が傍にいくまで、無事でいてくれっ。

　家屋から飛び出した孝明は、木々を伝い、深い林の中に消えた。







　林の中にある小屋に、林太郎は雛菊を連れ帰った。この小屋は、ちょうど村と雛菊の家の中間地点にあり、林太郎の親が所有する小屋だ。集めた薪を一時的に保管したり、薪拾いをした使用人が、この場所で休憩や雨宿りをしていた。

「んっ……」

　雛菊はくぐもった声と共に目覚めた。頭がずきっと痛む。

「雛菊、大丈夫か？　頭は痛むか？」

「り……林太郎様？」

　御座に横たわっていた雛菊の体を舐めつくすようにただじっと眺めていた林太郎は、「とても美しい」と小さく呟いた。雛菊は慌てて体を起き上がらせ、両手を握りしめた。

「こ……ここはどこでございますかっ？」

　辺りを見回すと、どこか見覚えがあり、以前来たことのある小屋だったと気づく。

「……薪を集める為の小屋……でございましょうか？」

　雛菊の言葉に、林太郎はゆっくりと頷いた。

「何度かここで休憩したことがあるだろう？　俺と二人きりで……」

　林太郎は離れてしまった雛菊のほうへと、近づいてくる。

「こ、来ないでくださいませっ！」。

「こんなことになるのならば、お前を力ずくで俺のものにしておけばよかった！　今、後悔をしている」

「林太郎様……」

　逃げようと、立ち上がろうとしたそのとき、身動きがとれないことに気づく。雛菊の手首には布きれが巻かれてあり、強く固定されていた。目を見開いて、林太郎を見上げる。

「残念だ、雛菊」

　低い声が響き、雛菊の体が静止する。林太郎の手が、雛菊の足首に触れたからだ。

「あの男がお前を慰み者にする前に、俺が守らねばならなかった」

「り……んたろう……さま？」

　つつつ──っと、林太郎の手がゆっくりと足を撫でた。ぞわぞわっと背中に寒気が走る。

「ひっ……」

　雛菊は足を動かし、なんとか逃げようとしたが手首が固定されているため、うまく動くことができないでいた。

「かわいそうに、雛菊。こんなに……う、美しい肌を吸われ、触られ……弄ばれて」

　林太郎の手が、だんだんと上へ上へと伸びてくる。

「いやっ……林太郎様っ？　なにを……？」

　着物をずらし、雛菊の太腿が現れた。林太郎はごくりと息を呑み込むと、白い柔肌に勢いよく吸いついた。

「いやあっ」

　じゅるじゅると、太腿にしゃぶりつく。

「やっ、いやあ！　お、おやめくださいませ、林太郎様っ」

　恐怖が雛菊を襲う。心の奥底から湧き上がる嫌悪感に、体が震え始めた。林太郎の手が雛菊の腰を引き寄せ、足を大きく開かせた。

「や、やだ……いやあ」

　くち……と、指が陰部を撫でる。

「濡れているではないか？　これだけで感じたのか？」

「嘘、嘘でございます！　そんなこと、あるわけがございませぬ！」

　雛菊は渾身の力を籠め、林太郎の顔を思いきり蹴りあげた。林太郎はくぐもった声を出す。

「……っ……」

　林太郎のくちびるの端からは、血が滲んでいた。

「雛菊、お前っ……誰のおかげで今まで生きてこられたと思っているっ？」

「……戻らなくては。戻らなきゃ……孝明様のもとへ……」

　ずるずると身動きのとれない体を懸命に引きずり、小屋の扉に近づこうと必死だ。そんな必死な雛菊の姿を見て、林太郎は声を荒らげた。

「戻るというのかっ？　あの男の元に……。あいつは、お前の親の仇なんだぞっ？　それでも……戻るというのか？」

　ぴくりと雛菊の手が止まった。引きずっている体をわずかに起き上がらせ、林太郎に強い視線を向ける。

「もう……憎しみなどございませぬ。あの方に殺されるならば、わたくしは本望ですわ」

　一点の曇りのない瞳で、雛菊は真っ直ぐに林太郎を見据える。

「雛菊……」

「親を殺され一人で生きてきました。そして、月日が流れ、わたくしは親の仇、孝明様に出会ってしまった。互いに素性も知らず、惹かれあったのは……運命さだめということでしょう」

　雛菊は熱い思いをゆっくりと言葉にしていく。

「林太郎様にはとても感謝しております。あなた様の家族がいなければ、わたくしはあの幼いときに命を失っていたでしょう」

「雛菊、ならば何故……俺のものにならぬっ？」

「わたくしはっ……わたくしの体はもう、あの方にしか反応致しませぬ！　わたくしはっ……あの方以外に抱かれたくありませぬ！　孝明様以外に……触れられたくないのでございます……」

　──そう、誰に触れられても同じ。背中の傷を……綺麗だと言ってくれたあの方以外、触れられたくない。

「おかしいとおのれでもわかっております。あの方にすべてを奪われ、一生消えない傷を与えられたのですから……」

　一筋の涙が、雛菊の頬を伝う。

「雛菊、お前の中にはあの男以外おらぬと申すのか？　ならば……それを俺が塗り替えてやる」

　林太郎は勢いよく雛菊の体を押し倒した。片方の手で雛菊の腕を持ち上げ、そしてもう片方の手で足を押し拡げ、陰部に触れた。

「きゃあっ……」

　指先が、つぷりと蜜壷を引っ掻くように押し当てられた。

「いや、おやめくださいませ、林太郎様……」

　がくがくと体が恐怖で震える。孝明以外の指が、おのれの体内へと入ってくるのを必死に拒み続ける。

「いやああっ、孝明様あああ」

　大きな声を出した。最後の抵抗だ。何度も足で林太郎を蹴りあげようとするが、男の体には敵わないことを無残にも思い知らされた。

「いやっ、いやあ」

「雛菊！」

　ばんっと勢いよく小屋の入り口が開いた。一瞬、ときが止まったかのように思えた。夢のようだと──。

「こ……うめい……様？」

　扉を勢いよく開けたのは、孝明だった。林太郎に押し倒され、涙を流す雛菊の姿を見た瞬間、孝明はぞっとした。もう、すでに遅かったのだろうか……と、絶望的な気持ちになった。

「雛菊……」

　孝明は震える。憎悪で全身の血が沸騰するようだった。

「お前っ、何故ここがわかったっ？」

「貴様の考えていることなど容易い」

「お前には雛菊を渡さん！　お前になどっ……！　お前が雛菊の親を殺した。そして、見ろっ！」

「きゃあ」

　林太郎は雛菊を引き起こし、荒々しく着物を剥ぎ取って、背中を孝明に見せつけた。

「お前がつけた傷だ。せっかくの綺麗な体にこんな醜い傷を……お前がつけた」

　林太郎の言葉が、孝明の心にぐさりと突き刺さった気がした。

「……俺の正体に気づいたというわけか？」

　孝明は小さく呟いた。罵倒される覚悟もある。殺されても仕方がないと思っている。それでも……最後の最後まで彼女には気づかれたくはなかった。

「醜くはございませぬ。こんな傷でも……美しいとおっしゃってくださる方もいらっしゃるのです」

「それは……この男だろう？　こいつは、その傷をつけた男だぞっ？」

「それでもっ……わたくしはお慕いしております！　あなた様を……心の底から……」

　涙をぽろぽろと零しながらも、雛菊は孝明から目を逸らさない。

「お慕い申し上げております……孝明様」

　静寂の中、雛菊の言葉が響いた。その言葉に、孝明の心の奥底は打ち震える。

「雛菊……お前は……」

　──こんなにも俺のことを？　親の仇だというのに……。

「親の仇であるこの男がそんなによいのかっ？　雛菊！」

　林太郎は持っていた小刀を雛菊に向けて振りかざした。雛菊は目を瞑り、小さく身構えるが次の瞬間、どすっという音と共に、雛菊は目を開ける。

「こ、孝明様っ？」

「雛菊、大丈夫か？」

　不気味な音は孝明が小刀をおのれの腕で押さえこんだ音だった。相手の手を払い、小刀を手に取ると、孝明はその手を素早く振り上げる。

「孝明様！　だめぇぇぇ！」

　一瞬にして、林太郎の喉許に小刀を突き刺そうとした。あと、一寸というところで、小刀の切っ先は止まる。

「……命拾いしたな。雛菊に感謝しろ」

　雛菊の声により、孝明は我に返った。低い声が林太郎の鼓膜に響く。

「今後、雛菊に近づいたらこれでは済まぬぞ？　ずっと貴様を……見張っているからな」

「ひっ……」

　孝明の殺気に驚き、林太郎はその場から逃げるように立ち去った。孝明がふうっと一息吐いた瞬間、背中に雛菊が覆い被さってきた。

「孝明様……」

　手首を固定されたままの状態で、孝明の体を抱きしめることができない雛菊は、おのれの額を彼の背中に押しつける。

「雛菊……」

　小さく呟いて、孝明は後ろを見る。

「遅くなってすまない。体は……大丈夫だったか？」

　雛菊は声を出さず、こくりと静かに頷いた。

「お前の身になにかあったら、俺はきっと、あの男を瞬殺していただろう。なんて、こんな俺が言うのもなんだが……」

　顔を合わせられずに天井を仰ぎ見て、くちびるを強く噛みしめる。

「無事でよかった」

　絞り出した声が震えていた。

「孝明様……」

　雛菊も言葉を呑み込んだ。なにを話していいかさえもわからなかった。まさか、目の前の男が、おのれの親の仇だったとは思いもしれぬこと──。

「孝明様……わたくしは……」

　いくら、なにか言おうと試みても言葉が出てこない。額を背中に押し付けて、むせび泣いた。

「俺の正体を知って悲しいか？　雛菊」

　その言葉に、何度も頷く。

「俺も同じだ。いや、俺の場合、自分自身に腹が立つ。何故……お前の親を殺してしまったのだろう。何故、お前を傷つけてしまったのだろう……と、後悔しても悔やみきれないっ」

　強く拳を握りしめた。

「……運命だったのでしょう。わたくしが……孝明様と出会う運命」

　身動きの取れない腕を持ち上げ、雛菊は孝明の衣服をきゅっと掴んだ。温もりが背中全体に伝わる。もっと、その温もりを体全体で感じたい。そう思った。

「雛菊！」

　孝明は後ろを振り返り、雛菊の体を強く抱きしめた。

「俺も……お前に惚れている」

　くちびるが重なり、互いに舌を絡ませ合う。

「ふうっ……んんっ……ぁああ」

　くちゅくちゅと口内を掻き混ぜられながら、雛菊は必死に孝明に縋りつく。口内をくまなく犯し、孝明はゆっくりと彼女のくちびるから離れる。

　しっとりと潤んだ瞳で互いに見つめ合った。

「わたくしも、同じ気持ちでございます」

　雛菊はそっと、孝明の胸に顔を埋めた。







　雛菊の家に戻ると孝明は固定されていた彼女の手首の痣にそっと口づけた。

「もう、お前の体に傷はつけさせない」

　逃げようと足掻いていた雛菊の手首は、布で擦れ青紫色に内出血していた。そんな彼女の手首に何度も口づけをし、孝明は舌を這わす。

「こ……めい様っ……」

　上りつめるような感覚が、雛菊を襲った。ただ、手首を舐められているだけなのに、熱くなる体……。膝頭を擦り合わせていた雛菊に気づいた孝明は、雛菊の体をおのれのあぐらの上に載せた。下腹部に手を伸ばし、くちゅくちゅと指先で陰部を弄り始める。

「まだ、なにも触れていないのに、濡れておるぞ」

「ふあっ……ああんっ……あぁっ！」

　淫芽をそっと摘んで、それから指の腹で陰部全体を撫で、往復させる。びくびくと体を震わせながら、雛菊は孝明の体に倒れ込んだ。

「孝明様、お怪我は……ございませんか？　さっきも……小刀が突き刺さったものだとばかり……心配しておりました」

「俺がそんなへまをすると思うか？　それに、小刀が刺さったところで、どうってことはない」

　言いながら、孝明は雛菊の胸にしゃぶりついた。胸のいただきを舌先で突く。びくんっと体が浮いて、雛菊は天井を仰ぎ見た。

「もっと酷い傷もある。腹に穴が開いたこともあるくらいだ」

　孝明の言葉に、雛菊はふふっと笑い声を漏らした。

「お腹に……でございますか？　そんなことになりましたら、孝明様は生きておりませぬ」

「嘘だと思っているのか？　まこと、腹に穴が開いたことがある。信じていないだろう？　ほら……ここだ」

　雛菊の手を取り、孝明はおのれの胸辺りにそっと触れさせた。

「ほら、この傷」

　どくんどくんと心音が手のひらから伝わる。雛菊は頬を赤らめた。

「伝わります。孝明様の鼓動が……」

　静かに、雛菊は口を開いた。

「この傷は……？」

　もう一つ、胸の傷痕を雛菊はそっと指でなぞった。

「……っ……この傷痕は……お前の親を殺したあの日の傷だ。お前の背中に傷をつけたあの日の……」

　雛菊と視線を合わせられなかった。悔やんでも悔やみきれない。何度後悔したことだろうか。

　孝明は胸の傷に触れていた雛菊の手を取った。そして、おのれの頬に摺り寄せる。

「憎んでもよい。俺を殺してもよいのだぞ？」

　目を瞑り、雛菊の細い指先に触れ、くちびるを噛みしめる孝明。

「憎んでいないのか？　お前の親を殺したのは俺だ。お前を一人にさせたのも、この傷をつけたのもこの俺だ。すべての元凶はこの俺のはずなのに……なぜにお前は俺に微笑むことができるのだ？」

「たしかに、あの日のわたくしはあなた様に罵声を浴びせました。一人になり、背中の傷の所為で高熱が出て、意識が朦朧とする中、ずっと……あなた様のことを恨んでおりました。だけど……憎しみからはなにもうまれません」

「……恨まれて当然のことをした。俺は……命じられれば人を殺す。主に仕え、邪魔な者を一掃する忍びの中でも暗部というただの人斬りとして生きてきた。お前の親も……任務の為に殺した。お前も……殺すつもりだった。殺すつもりで……その傷を負わせた。だが、俺は……俺は……」

　無意識の内に震える手。

「できなかった。必死に母親を守ろうとするお前の目に……俺は……一歩も動けないでいた。守る瞳をしていた。曇りのない、美しいお前の瞳に……俺はおのれの穢れを思い知った」

　孝明の震える手を、雛菊はそっと握り返す。

「孝明様は、ただ命じられただけですよね？」

　顔を上げる孝明の手を、先程よりも握りしめる。

「いつも……貴方様はわたくしを助けてくれる。先程も……十年前のあの日も……」

　雛菊は孝明の胸に顔を埋め、静かに呟いた。

「お前は……俺を許してくれるのか？」

「許すもなにも……わたくしはただ……。この十年生きてきて、こんなにも楽しかった日々はございません。心から笑うことができました」

「俺も同じだ。お前と出会い、俺は人を殺すことの意味を問うた。改めて、俺の生きる道はなんなのかを……考えた」

　言いながら、孝明は雛菊の指先にそっと口づける。

「心から……笑えることができたのは雛菊、お前がいてくれたからだ」

「孝明様」

「だが、俺の手は汚れきっている。人を殺しすぎた。清らかなお前に触れることなどできぬほどに……」

「孝明様の手は汚れておりませぬ。わたくしを守るとおっしゃってくださいました。この手が……わたくしを守ってくださると、信じております」

　雛菊は孝明の体を抱きしめた。

「傍にいてください！　その手が穢れきっていても……かまいません。……どうか……わたくしの傍に……」

　孝明のくちびるが、雛菊の喉許に触れる。薄い皮膚を啄み、そしてちゅうっと吸い上げる。

「ひゃあ……」

　舌先が上下し、そのままつつつ──っと鎖骨をなぞる。胸の輪郭に舌を這わせながら、いただきを口内に含んだ。尖端はすでに硬くなり、こりこりと左右に動く。

「ひっ……ぁ……」

　胸だけで敏感に反応した雛菊は膝を擦り合わせた。

「ほら、雛菊。足を閉じるな」

　かぱっと膝を割られ、孝明の手が伸びてきた。茂みを掻き分けて、淫芽を擦りあげられると、雛菊は甘い声を漏らす。

「あ、ああっ……」

　それだけで、満たされるほどだ。軽く擦られるだけで、ちゅくちゅくと水音が鳴り響く。

「やあっ……」

　雛菊は両手で孝明の首にしがみついた。淫芽がぷっくりと膨れ上がったところで、孝明の長い指がゆっくりと蜜壷の中に入っていく。

「……ふわっ……」

　腰がひくついた。喉許を露わにさせる。

「奥が……熱い……」

　孝明の低い声が、鼓膜に触れるたびに、子宮の奥深くから熱いものがこみ上げてくる。

「はあっ……んん」

　雛菊は快楽に酔いしれる。思わず後ろに手をついてしまった。陰部が余計に露わになってしまう格好だ。

「もっと弄って欲しいのか？」

「違っ……います。そんなつもりでは……」

「なら、どういうつもりなのだ？　これだとここが丸見えで、指を入れやすいぞ」

　ぐっと奥底まで貫かれ、抜き挿しを繰り返される。

「ひゃああっ」

　ふわりと腰が浮く。びくりと動いてしまい、体を強ばらせる。

「あっ……孝明……様」

　ぐちゃぐちゃと弄られて、長い指が出たり入ったりとする様子が自分でも見える。雛菊は驚いて顔を真っ赤にさせた。

「自分で動いてみろ、雛菊」

　そう言われ、雛菊はゆっくりと腰を上下に動かした。指が入ったり、出たりを繰り返し、軽く体を震わせながら雛菊は自ら腰を揺らす。

「こ、孝明様……おかしくなってしまいます」

「おかしくなれ。もっと……俺だけしか知らないお前を見せてほしい」

「あ、あああっ──」

　びくんびくんっと腰ががくがくと痙攣し始めた。

「あ……あ」

　絶頂の余韻を残したまま、雛菊はがくりと体を床の上に横たえた。そんな雛菊の姿を見て、孝明はごくりと唾を呑み込んだ。何度果てたのだろうか、もうわからないほどだ。蜜口がひくひくと雄を欲しがっていた。

「雛菊……」

　孝明は雛菊の腰を引き寄せた。雛菊の中は肉茎を絞めつけ、孝明は思わずくぐもった声を出した。

「……っ……」

　どんどんと中を進むと、尖端が子宮の手前で止まる。こつこつと、そこばかりを狙って押し当てると、きゅうっと中が狭まった。

「ひゃあっ……」

　蜜が絡みつく。肉茎は律動を繰り返すたびに愛液に包まれる。

「最初は──おのれと同じようにお前を地獄に落としたいと思っていた。あまりにもお前が無垢すぎて、自分が穢れすぎているように思えて……」

　孝明の言葉に、雛菊は快楽に耐えながら耳を傾けている。

「だが……お前に引かれていることに気づいてからは、お前のその笑顔を守りたいと思うようになった」

「こ……めい様……」

　ぐちゅっと一突き、深く与えられた。

「ああうっ……」

「なぜなら、お前の笑顔が……俺の……存在がここにある──俺は存在していいものだと教えてくれた」

　切なく呟いては、激しく打ちつける。

「ただここにいる意味を……俺の生きている意味を……」

　雛菊は孝明の首に腕を回し、しがみつく。

「やあっ……ああん……そこ、そこだめぇぇぇ」

「お前が教えてくれたのだ。この世が慈しみにあふれているということを──」

　くちびるを寄せ、雛菊のくちびるを奪う。

「はうっ……」

　震える指を重ねて、強く握りしめた。

「やあっ、孝明様ぁぁぁ」

「雛菊、俺と一緒に……」

「いっしょ……にィ……あああ」

　雛菊は高鳴る鼓動と共に、体を震わせる。

　びくんっと孝明の体も揺れ、どくんどくんと子宮奥深くに欲が迸った。





　　　◇　◇　◇






　気づけば夕日が沈みかけていた。部屋が橙色に染まる中、孝明はゆっくりと目覚めた。激しく求め合った二人は深い眠りについてしまっていた。

　──しまった。もうこんなに時間が経ってしまっていたのか。

　早くここを発たなければいけない。そう思いながらも、隣で寝息を立てている雛菊の頭を撫でると、心が穏やかになった。

「ん……孝明様……」

「ん？」

　名前を呼ばれて顔を覗き込むと、雛菊は幸せそうな顔をして眠っていた。

　──寝言か。俺の夢を見ているのか？

　雛菊を笑顔にしているのがおのれだということが、孝明を今まで感じたことのないような幸せな気持ちにさせた。

　ふと、無意識に孝明の手を握りしめている雛菊の小さな手のぬくもりに気づき、泣きたいような、笑いたいような不思議な気持ちがこみ上げてきた。孝明は、眠ったままの雛菊の額にそっと口づける。

「俺が守る……。雛菊……」

　すんっと鼻を摺り寄せ、誓いをたてるように、何度も雛菊の名を呟いた。

「ん……孝明様？」

　頭を撫でられていた雛菊は、目を覚ました。寝ぼけ眼の目を擦りながら、孝明の手をそっと手にとり、頬を寄せる。

「夕日が……沈みそうでございますね」

　そういって微笑んだ雛菊の笑顔が眩しくて、孝明は心を鷲掴みにされた。思わず照れて、頭を掻きむしる。

　──傍に……いるだけでいい。そう、ただ……傍に……。

「喉が渇いただろ？　日が暮れきる前に水を汲みにいってくる」

「孝明様！」

　雛菊の言葉に、孝明はぴたりと体を止めた。

「いなく……なりませぬか？　また……ここに、わたくしの元に戻ってきてくれますでしょうか？」

「なにを馬鹿なことを申しておる？　戻ってくるに決まっているだろう？」

　後ろを振り返った孝明はふっと笑みを見せた。

「そ、そうでございますね。わたくしったらいったいなにを……」

　雛菊はほっとしたように微笑んだ。

「いってくる」

　孝明は、名残を惜しむように雛菊を見つめた後、家の外に出て水汲み用の天秤桶をかついだ。家の近くを流れる小川のほとりに立ったそのとき──。

　西の山間に日が沈みかける一方、暮色が迫る空に、うっすらと月が現れていた。そのあまりに神々しい光景に目を奪われる。

「美しい」

　──この世がこんなにも慈しみで溢れているなど、知りもしなかった。あいつに会うまでは……。

　ふと、以前のことを思い返し、笑みを浮かべてみる。そのように笑みを浮かべることさえも、忍びの世界で生きてきた孝明にとって、許されることではなかった。

「よし。冷たい水を汲んでいくか」

　そう言って水を汲もうとした孝明の手が止まった。いつの間にか現れたのか、隣に春日が立っていた。

「か……すが……さま」

　震える体。孝明の体が小さく揺れ、次の瞬間、どさりと地面に倒れ込んだ。

「あやめ様に悲しい顔をさせた罰だ、孝明」

　──これは、春日様の得意とするもの。一瞬で相手の意識を惑わせる幻術だ。

「……っ……」

　──動けない。指をぴくりとも動かせない。意識を集中しなければ、術中にはまってしまうばかりだ。

「何故、戻らなかったっ？　三日の猶予を与えてやったはずだ！　あやめ様に尋ねてもなにも答えぬ。もしやと思ってお前の元に駆け付けてみれば……能天気に女と戯れておるなど……」

「か……春日様っ……」

　地面に平伏した孝明は顔を上げるだけでせいいっぱいだ。

「中にいるあの女も……始末してやる」

「やめてくださいっ、春日様！　長門の忍びたる者、任務以外の殺生はしないはず……」

「ああ、そうだ。それが忍びの掟だ。むやみやたらに人を殺さず、痕跡を残さず標的だけを始末する」

　震える手で、孝明はなんとか春日の足にしがみついた。

「戻ってこぬということは、抜け忍として生きるということであろう？　それがどういう意味かわかるか？　孝明。貴様と……貴様の周辺にいる者はすべて皆殺しだ」

「お……願いいたします。あいつだけは……どうか、殺さないでくださいっ」

「ならば、お前が消えるというのか？　あの女にはなにも告げずに」

　春日の言葉が、低く、孝明の鼓膜に響く。

「それで……あいつが助かるのならば」

「傍にいることを望んだはずが、それさえも許されない。かわいそうだなぁ、孝明」

　ぐさりと、手の甲に苦無が突き立てられた。

「ぐっ……」

　鈍い痛みが、孝明を襲う。

「一流の忍びになるために、これしきのことでは悲鳴をあげぬよう、苦しい修行にも耐えてきたではないか。拷問を受けても主様に忠誠を誓い、忍びを続けてきたのは何のためだっ？　それが、あんな女一人のために主様や一族を裏切り、抜け忍となって生きていくというのかっ？」

「……物心ついたときからずっと忍びの道が正しいと思っておりました。ですが雛……あの娘に出会ってから、人を殺すことになんの意味があるのだろうと……思い始めました」

「それは、主の為。主が願う平和な世界を築くためだろうっ？」

「俺が殺したことで、その家族や、多くの人の人生を狂わせてしまった！　幼き命まで奪う必要などなかったのです！」

「どのみち親を殺された子は一人では生きていけぬ。苦しむ人生が待っているだけだ。お前だってそうだ。一人で生き抜くことがどれほど困難なことなのか、わかっているだろう？」

「わかっております。わかっているから俺は……刀を置き、人を殺めずとも世界が平和になれる道を選んだのです。あいつと一緒なら……それが可能なのだと思えたから……」

　孝明の言葉に、春日はふっと口の端を吊り上げる。

「ふっ、愚考だな。そんな世界などこない。お前ひとりで何ができる。無駄なことだ」

　春日は突き刺さした苦無を勢いよく引き抜いた。

「……ぐあっ……」

　くぐもった声が漏れる。血が噴き出して、地面に血だまりができた。孝明は雛菊に気づかれないように痛みに耐え抜く。

「か……すが……さま」

　地面に平伏した孝明は力なく顔を上げる。

「忍びの……証をいただく」

　春日はおのれの背中に手を回すと、忍び刀を鞘から引き抜いた。ぐいっと腕を捩じりあげられた孝明は、その腕に忍び刀を押し当てられる。

　──ずっと、お前におはようって……言える朝を迎えたい。お前の料理を食べ、四六時中、傍を離れず……ずっと、お前の笑顔が見ていたい。それが俺の心の底からの願い……。

「……っ……」

　腕を捩じりあげられたまま、地面に倒れている孝明は視線だけを春日に向けた。意識が薄れゆく中、短い息遣いだけが聞こえる。

　──雛菊……。

　静寂の中、鈍い不気味な音が辺りに響いた。










「孝明様？」

　雛菊はその音につられたように慌てて外へと飛び出し、家の近くにある川へと駆け寄る。ざわざわっと木々がざわめいていた。川の少し手前で、天秤桶が転がっているのが見えた。

　──桶が……こんなところに？

　その桶を手にとって、ふたたびたちあがると辺りを見回した。

　誰もいない。人の気配なんて、微塵も感じない。風が、雛菊の頬をかすめるだけ。

「孝明……様？」

　名前を呼んでも、答えなど返ってこない。

「きゃっ」

　驚いて、声を上げた。足許に、おびただしい量の血が付着していたからだ。

「……これは、血？」

　顔がだんだんと蒼ざめていく。

「孝明様……？　返事をしてくださいませ！　孝明様！」

　張り上げた雛菊の声は虚しく森に吸い込まれていくだけ。

「孝明様……」

　膝ががくりと崩れた。雛菊はその場にしゃがみこむ。

「あ……」

　震える手で、地面にこびりついている血にそっと触れる。

　──温かい。まだ、温かい。

　ぼやけた視界の中で、雛菊はその血のにじんだ土を強く握りしめる。指の隙間から零れ落ちる砂粒……。

　遠くにわずかに見えていた光が目の前まできたはずなのに、ぱちんと弾けて消えた。

「うっ……うう……」

　肩を竦めて、泣きじゃくった。静かな足音さえも、聞こえない。さきほどまでの温もりも、もう感じられない。

「どうして……どうして！」

　なんにも知らぬままで、互いに体を貪り合った。幸せだった……たとえ、両親を殺された娘と仇という間柄だったとしても。

「傍にいるって……守ってくださると……言ってくれたはずなのに！」

　また、いなくなってしまった。しゃぼん玉のように、儚く消え、そして、割れた。





　　　◇　◇　◇






　雛菊は両親の思い出がつまった家から出ることにした。風呂敷に包んだ荷物を背負い込んで引き戸を閉めると、家に向かって頭を下げる。

　林太郎とあんなことがあった以上、もうこの家にいられないと考えたからだ。

「孝明様が戻ってきたときに気づくように……いただいたかんざしを置いておきます」

　そう呟いて、戸口の隅っこにかんざしをそっと置いた。

　──また、どこかで出会えると信じて……。

　雛菊はゆっくりと背を向け、両親、そして孝明との思い出の家を後にする。その眼差しはとても強く、ゆるぎないものだった。

　風を切って、雛菊は村を出る道を歩く。この先になにがあろうとも、決して屈せずに生きていくと誓って、そして、愛しき者と再び出会えることを願って……。






終　章









「雛菊ちゃん、水を汲んできてくれるかい？」

「あ、はい！　かしこまりました！　今すぐに！」

　城下町にある饅頭屋で働き始めた雛菊は、毎日を懸命に過ごしていた。一日中、必死に働き、黄昏時に家へと帰る。その繰り返しだ。

　──今日はたくさん、お饅頭を作ったから、五つも余分にいただいちゃった。

　女将にもらったお饅頭を見て、にっこりと笑みをみせる。城下町の外れにある一軒の古びた家屋に入る雛菊は、ここで一人暮らしをしていた。

　以前住んでいた大崎村の家よりもかなり小さいが、一人で暮らしていく分にはじゅうぶんな広さだ。寝起きができる場所があればそれだけで幸せだと、改めて思う。

　両親の位牌の前に、雛菊はそっと饅頭を置くと、手を合わせた。

　手を合わせながら、ふと、孤独感に苛まれる。

　──五つだと一人じゃ食べきれないかもしれない。一緒に食べてくれる誰かがいれば……。

　誰もいない隣を雛菊は見つめた。愛しき者の姿を思い浮かべたが、すぐに脳裏から掻き消す。

　あれから、季節が何度移り変わっただろう。孝明が撫でてくれた雛菊の髪はさらに長く伸び、その美しさは失われていなかった。

　──かんざしも、あのとき大崎村の家に置いてきたから、髪につけることはもう二度とない。

　結った髪に手を伸ばした。かんざしを買ってくれた時の孝明の照れた顔を思い出して、懐かしく微笑む。

「孝明様……」

　小さく呟く。夜着に着替えようとしたそのとき、戸口のほうからカタンと音が聞こえた。びくりと体が強ばる。

「……誰？」

　声を出しても、辺りは静まり返っている。もう、黄昏時も過ぎ、すっかり日も暮れてしまった。闇の中、月明かりだけが頼りだ。

　ゆっくりと雛菊は戸口へと向かった。こんな時間に誰も尋ねてはこない。大崎村の人にも言っていないし、孝明に宛てた手紙の中にも、この居場所は書いていない。

　心音がどくんどくんと忙しく鳴り響く。女の一人暮らしだ。何があってもおかしくない。

　──戸締まりはしたはず。大丈夫。誰もいない。

　木の棒を持ち、雛菊は入り口の戸に手をかけた。心張り棒を外して勢いよく扉を開け、棒を構える。通りに面した家だから、声を上げれば誰かが駆け付けてくれると信じ、扉を開けたのだが、そこには誰もいなかった。辺りをきょろきょろと見回すが、人の気配はない。気のせいなのだろうかと小首を傾げてみた。

　──猫……？　それとも……？

　確かに誰かの気配がした。だが、しばらくその場に立っていてみても、通りには猫の子一匹もいなかった。

　扉を閉めようとしたそのとき、足許になにかが置いてあることに気づいた。

「これは……」

　何だろうと思ってしゃがみ込んだ。雛菊の目が大きく見開いた。震える手でそれに触れる。

「か……んざし？」

　雛菊の手の中には、あの日置いたままのかんざしがあった。何故ここにかんざしが？　と疑問に思う。

　雛菊はそのかんざしを握りしめて、家を飛び出した。通りの中央に出ると、左右を見る。

　もしかして……。期待に胸が高鳴る。いや、そう思いたい願望が頭を過ぎる。ふっと微かに気づいた香り──。

　雛菊は後ろを振り返る。

　──多分、あっちだ。

　確実ではない。勘だ。一か八かの勘にかける。

　雛菊はかんざしを握りしめたまま、町はずれの小高い丘に向かって、駆け出した。







　離れたままでいたほうがよかったのかもしれない。それでも、なお……待ち焦がれているのは何故だろう。

　息が詰まるほどに、走る。唾液を呑み込むたびに、喉奥が張りつくようだ。

　──苦しい。けど……あの小高い丘の先にもしかしたら……。

「孝明様！」

　人影が見えた。月明かりに照らされた大きな背中が見えてきた。

　涙ぐむ雛菊。何度縋ったかわからない背中だ。

　──わたくしにはわかる。あれは……あの背中は……。

「孝明様！」

　雛菊は残る気力を振り絞って、その背中に抱きついた。

「ひな……ぎく？」

　心地の良い声が鼓膜に触れる。その声で呼んでもらえる日を何度待ちわびたことか。そして、この肌に触れる日を……どれだけ待ち望んだことか。

「孝明様！　孝明様！」

　──信じられない。本当に孝明様だ。この温もりと……声、そして……すべてを包んでくれる体。

「雛菊……」

　驚いた様子の孝明はくちびるを噛みしめた。俯き、左手をそっと雛菊の手に添えた。伝わる熱が、二人の感情を一瞬で引き寄せる。

「孝明様、今までどこにいらっしゃったのですかっ？　わたくしは……わたくしは……とても心配しておりまし……」

　泣きじゃくる雛菊は、ふと、言葉を失った。ゆっくりと体を離し、下を向く。孝明のあるべきはずの右腕がなかった。

「……っ……」

　言葉が出てこない。ずっと、抱きしめて、支えてくれた右腕がないなんて……。

「引きかえだ。忍びというものを捨てた証だ。あの日、俺は仲間から腕を奪われた。俺が傍にいると、雛菊にまで危険に晒されると思い……断腸の思いでその場を去った。ずっと傍にいると約束をしたはずなのに……すまない」

　孝明は左手で、なくなった右腕の辺りの着物を掴んだ。

「俺はお前を裏切ってばかりだ」

「ですが、かんざしを届けてくれたではございませぬか」

「傷が癒えてからやはりお前のことが心配になり、お前の家に向かったが──お前はもう家を出た後だった。そこでこのかんざしを見つけた。お前に……持っていてほしくて……ようやくお前を見つけることができた」

　孝明は俯いて、一呼吸を置いた。

「もし……俺に返したつもりだったのなら、それでもかまわぬが……」

「違います！　これは……あの家を手放してしまった故、あなたを待っているという伝言のつもりで……置いたものでございます。孝明様に気づいてもらいたくて──。それに……かんざしを男性が女性に贈る意味をご存知ですか？」

「……」

「これを届けてくれたということは……」

　かんざしを男から女に贈る行為は、祝言を挙げる前に行うこともある。

　雛菊はそんな淡い期待を胸に抱き、孝明に尋ねた。

「俺はただ、届けただけだ。お前の忘れたものを──届けた。それだけのことだ」

　だが、孝明は雛菊の想いを受け止めることをしない。

　時間だけが過ぎ、蒼白い月明かりがふたりを静かに照らす。

「もう、お前を両手で抱くことはできない」

　月を見上げ、孝明は小さく呟いた。

「今までの俺の行いが腕一本で許されるものではない。この咎は俺の中に一生あり続ける。それは仕方のないことだ。だが……欲を言えばお前をもう一度両手で抱きしめたかった」

「わたくしが抱きしめます！」

　そう言って、雛菊は、強く孝明の体を抱きしめる。

「わたくしが……孝明様の分まで、両手で強く抱きしめます！　わたくしが、孝明様の腕となります！　だから……ずっと傍に……いてくださいますか？」

　雛菊の頬に伝った涙を、孝明はそっと、左手で拭った。

「こんな俺を……好きでいてくれるのか？　お前の親を殺したこの俺を……」

「孝明様……」

　咎は消えない。きっと、その先も……。

「お慕い申し上げております。あなたが両親の仇でも……ずっと……」







　家に戻った雛菊はゆっくりと着物を脱いだ。ぱさりと床の上に落ちる着物を、孝明はじっと眺めていた。

「雛菊……」

　低い声で名前を呼ばれると、あの頃を思い出し、じんと下腹部が熱くなる。

「孝明様……触って……くださいますか？」

　きゅっと手を胸の前で握りしめる雛菊。胸が高鳴り、まるで初めてのときと同じ感覚だ。

「触れて……いいのか迷っている。俺は……またお前を一人にしてしまった」

「触れてくださいませ！　お願いでございます。離れていた分も……」

　雛菊は孝明の左手をとり、おのれのふくよかな胸に押し当てる。

「孝明様に触れていただかないと、わたくしは……胸が張り裂けそうになり、困ってしまいます」

　切なくはにかんだ表情に、孝明の胸が締めつけられた。

「雛菊！」

　そんな雛菊の体を片手で引き寄せ、強く抱きしめた。

「好きだ。ずっと……この先も多分──死してもなお……」

「孝明様……わたくしもです。ずっと傍にいてくださいませ……」

　両手で孝明の頬を包み込むと、雛菊はそっと微笑んだ。

　孝明はそんな雛菊のくちびるにそっとおのれのくちびるを重ねる。戸惑いながら、彼女の口内に舌を挿し込んだ。

「ふあっ……」

　ちゅくちゅくと舌先で中を掻き混ぜる。歯の裏側もすべて堪能し、行き場を失くした彼女の舌を軽く吸った。時折、苦しい息遣いが聞こえるが、その度にくちびるを離し、互いに見つめ合った。

「うまく……できるかわからぬが……」

　言いながら、雛菊の体を押し倒し、左手が腰に巻きついた。

「孝明様？　そんなことしなくてもわたくしがっ……いたしますっ……ふうっ、ん！」

　くちゃりと蜜口に口づける孝明。

「ひっ……ああ」

　久しぶりの愛撫に、雛菊の体は敏感に反応し、仰け反った。舌先で蜜を掻き出し、ひだの中を擦る。ぬるりとした感触は雛菊にもわかった。

「やあっ……」

　どんどんと溢れる愛液に、孝明はその口を綻ばせた。

「溢れてくるな。舐めるのに必死だ」

　おのれの愛撫でこんなにも感じてくれることに嬉しくて、微笑む。

「んっ……恥ずかしっ……い」

「恥ずかしくなどない。雛菊、お前の体は綺麗だと何度も申しただろう？」

「ですがっ……ああっ！」

　びくんと腰がひくついた。孝明の指先が蜜口に押し当てられたからだ。ずぶずぶっと、ゆっくり挿入される指先。いつにも増して、此処はとても狭く、孝明の指は蜜壁に阻まれる。

「……っ……」

「痛むか？」

「少し……痛みますが」

「大丈夫か？　無理ならゆっくりと時間をかけるぞ？」

　くちくちと、入り口だけを浅く掻き混ぜる。

「はああっ……ん！」

　雛菊は腰を浮かせた。少し顔を上げた孝明は、すでに硬く尖った胸のいただきにしゃぶりつく。同時に指先で蜜壷の奥底を攻めると、雛菊は体を丸くさせ、小刻みに痙攣した。

「雛菊……」

　指を引き抜き、額にそっと口づけると、愛おしそうに何度もその肌に吸いつく。

「あっ……あ」

　くちびるが背中の傷痕に到達すると、一瞬、孝明は動きを止めた。

「俺の……ものだ」

　雛菊の体を反転させ、孝明の舌が傷痕をなぞる。

「うっ、んんん」

　ぞくぞくっと奥底から震えあがるような感覚が襲った。

「俺がつけた傷だ」

　何度も掬い舐めとられ雛菊は甘い喘ぎを零す。

「んっ……くう」

　雛菊は、早く、早く欲しいと求め、じんとする下腹部に気づく。溢れた蜜は畳の上を濡らしていく。

「こ……めい様」

　一つになりたい。そう、何度願ったことだろうか……。

「今すぐにでも……あなた様が欲しいです。孝明様のものを……ください」

　後ろを振り返り、背中に触れる孝明に視線を合わせた。潤んだ瞳が、孝明の胸を鷲掴みにする。

「俺だって……ずっと触れていなかったんだ。すぐに入れてはお前が辛いだろうとがまんしていたのに……」

　雛菊の体を引き寄せ、おのれのあぐらに乗せた。

「片手じゃうまく支えられない。腰を下ろしてくれるか？　ゆっくりと……」

「は、はい……」

　顔を真っ赤にさせた雛菊は、そっと頷いた。孝明のいきり勃った雄を久しぶりに手にする雛菊。肉棒を持つと、おのれの膣口にあてがった。

「ゆっくりでよいぞ」

　孝明の言葉に頷きながら、雛菊はゆっくりと腰を下ろした。ずぶずぶと尖端が雛菊の中に押し入ってくる。

「ふわっ……」

　久しぶりのせいか雛菊の中はとても狭かった。痛みを感じたが雛菊は腰を動かす。そのたびに、どんどんと快感が増していく。

「ああっ……」

　なかなか最後まで入りきれなかったが、いきなりすとんとすべてが入り込んだ。その瞬間、一気に押し寄せる快感の波。

「やあああ」

　びくびくっと体を震わせ、雛菊は果てを見た。久しぶりなのは孝明も同じだった。

「こんな片腕になってしまって、うまくお前を気持ちよくさせられぬ」

　鼻先で雛菊の鼻や頬に触れると愛おしそうにくちびるが肌を伝う。孝明のそんな仕草に、雛菊の頬は朱に染まった。

「嬉しい……」

　孝明の首に腕を巻きつける雛菊。微かな彼女の香りが鼻孔をくすぐり、孝明の雄が雛菊の中でぐんっと大きく膨らんだ。

「ひゃっ……」

　それは、雛菊にもじゅうぶんわかった。

「すまぬ。雛菊、俺ももう……お前の中で果てそうだ」

「孝明様……」

　互いにくちびるを寄せ合う。そして、舌を絡ませると、孝明は下から腰を突き上げた。

「あああっ……」

　激しく燃え上がる二人の感情は、熱を増す。切っ先が奥に当たり、雛菊の中を何度も穿つ。

「あああ、孝明さ……まっ」

「雛菊っ……」

　孝明は片手で雛菊の腰を抱き寄せ、体を震わせた。すべてを彼女の中に注ぎ、そして愛おしそうに頬を摺り寄せた──。







「なあ、雛菊。俺の夢を聞いてくれるか？」

　余韻の最中、ふと、孝明が呟いた。

「なんでございましょうか？」

「抜け忍となった俺だが、もう追手は来ない。多分……この腕と引きかえだったのだろう」

　──春日がそのようにしてくれた……のだとしたら……。

　孝明はなくした右腕を掲げる。

「生きながらえたこの命……俺は、お前と共に生きていきたい」

「孝明様……」

「親のいない子をたくさん引き取り、一緒に暮らし、育てていきたい。今までの俺の咎がそれで消えるわけではないが……」

「素敵な夢でございますね。わたくしもずっと傍で……その夢を一緒に叶えたい」

　孝明は目を細め優しく微笑む。

「ああ。それに……お前との子ももちろん、欲しいわけだが……」

「ふふっ、たくさん欲しいですね」

　雛菊はそっと、孝明の胸に顔を埋めた。

「一緒に……叶えていきましょう。一つずつ、ゆっくりと──」

　とくんとくんと心音が重なる。誓いの言葉はゆっくりと、互いの胸に刻まれた──。





（了）
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